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プロローグ









「三みつ樹きさま、大奥さまがお呼びです」

　部屋にやってきた家政婦の言葉に、篁たかむら三樹は幼い顔を歪ゆがめた。

「いま？」

「はい。大奥さまのお客様にご挨あい拶さつをと」

「……」

　厳格で、普ふ段だんからあまり笑わない祖母を苦手としている三樹だが、それでも渋しぶ々しぶ読んでいた絵本を閉じて立ち上がった。この家で一番権力がある祖母の命令に背そむくことは絶対に許されないからだ。

　先日、ようやく幼よう稚ち舎しやに入園したばかりの三樹に大人の相手などできるはずがないのに、いったい何の用があるのだろうか。

　大きな屋や敷しきの長い廊ろう下かを歩いて祖母の部屋の前までくると、同行していた家政婦がドアをノックした。

　しばらくして中からドアが開き、祖母が現れる。珍めずらしく柔やわらかな表情に内心首を傾かしげる三樹の肩かたを抱だき寄せながら祖母が言った。

「馨かおるさん、この子が三樹よ」

　そう言ってこちらを見下ろしてくる祖母が何を期待しているのかはわかっている。

　三樹は頭を下げて慣れた挨拶をした。

「こんにちは、たかむらみつきです」

「まあまあ、可愛かわいらしい子ですねぇ」

　ソファに座っていた人物は、とても優やさしい笑え顔がおで三樹を見た。いつも自分に向けられる媚こびた視線でないことはすぐにわかり、三樹は少し戸と惑まどってしまう。祖母にこんな知り合いがいたなんて少し驚おどろいた。

「こんにちは、三樹くん。駿河するが馨と申します。この子は孫の榛はる名な。あなたと同じ三歳なのよ」

　祖母と同じ歳としくらいのその人は、子供の三樹にも丁てい寧ねいに頭を下げながら挨拶をしてくれる。

　そう言われて初めて、三樹は客の陰かげに隠かくれていた小さな存在に気づいた。

　綺き麗れいに切り揃そろえられた黒い髪かみに、大きな黒い目が印象的なその子は、真っ直すぐに三樹を見ながら首を傾げる。

「みちゅ？」

「三樹くんよ」

「みちゅ」

　はっきりと三樹の名前が言えないその子を困ったように見下ろしているが、その女性がその子をとても大切にしているのは感じた。

「ごめんなさいね。この子は少し言葉が遅おそくて……」

「はるな？」

「ええ。仲良くしてあげてね、三樹くん。ハルちゃん、三樹くんにご挨拶は？」

　促うながされたその子は、にっこりと満面の笑みを向けてくる。その愛らしさに、なぜか三樹はドキドキと胸が高鳴った。

「ぼくね、はる。みちゅ、なかよくね」

　無む邪じや気きに近づいてきた榛名に手を取られて動どう揺ようしている三樹の耳に、祖母と女性の会話が聞こえてくる。

「確か、上のお嬢じようさんは小学校……」

「五年生です。本当は中学入学に合わせて京都から戻もどってくる予定だったんですけれど、なにやら本人が行きたい学校があるらしくて。早めに受験対策するために帰ってきたんですの」

　くっついてくる榛名からはなんだか甘い菓か子しの匂においがして、三樹は無意識のまま小さな手を握にぎりしめた。

「じゃあ、榛名ちゃんは？　幼稚園は決めているの？」

「途と中ちゆう入園は難しいらしくて。娘むすめも頑がん張ばって探しているんですけれど、都内はどこも定員いっぱいなようですし。この子はおっとりさんだから、合う幼稚園が見つかったらいいんですけれどね」

　祖母たちの会話を聞きながら、三樹は目の前の榛名をじっと見る。手を握られても嫌いやがる素そ振ぶりもなく首を傾げる姿は、テレビで見る子犬や子こ猫ねこよりも可愛い。

「なあに？」

「……ぼくたち、ともだち？」

「うん、はるね、みちゅ、らいちゅき。ともらちね」

「……」

　過保護な家族はともかく、他人から屈くつ託たくなく好意を向けられることに慣れていない三樹の動揺はなかなか収まらなかったが、それでも今感じている気持ちはまったく嫌なものではなかった。むしろ、突とつ然ぜん目の前に現れたこの可愛い存在を、どうしたらずっと手放さないでいられるのか、そんなことを考え始めている自分に、敏さといとは言われるもののまだ幼い三樹には自覚がない。

「じゃあ、いっしょにあそぶ？」

「ねえちゃもいっちょ？　おうちにねえちゃいるの。みちゅも、ねえちゃとあそぶ？」

　榛名は無邪気に誘さそってくれるが、この後榛名が帰ってしまったらそう簡単に会えないということはわかっていた。それならば、頻ひん繁ぱんに会える方法を考えなければならない。

「みちゅ？」

　可愛くて小さなこの手を放さないために、まだ三歳の三樹は子供の我わが儘ままという特権を使うことにした。

「おばあさま」

　女性との会話に無ぶ遠えん慮りよに入ってきた三樹に眉まゆを顰ひそめたものの、祖母はこちらを見てくれる。その厳しい眼まな差ざしに怯ひるむことなく三樹は言った。

「おばあさま、ハルをぼくといっしょのようちえんにいれてください」

「え？」

　驚いたのは祖母だけでなく、女性も同様だったらしく、困ったような顔で三樹を見ている。

　しかし、三樹は怯まなかった。

　欲しいものがあれば努力をせよ。

　それはずっと祖母が言っていることで、榛名こそ今三樹がどうしても欲しいものなのだ。
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「……はい、では来週月曜日の午後三時、お待ちしています」

　通話が切れたことを確かく認にんし、駿河榛名は受話器を置いた。今の会話を忘れないうちに素す早ばやくメモをし、ペンを置いて小さく息をつく。

　社会人になって三年目だが、相変わらず電話応対には慣れない。周りからは丁てい寧ねいで良いとは言われるものの、自分ではまだまだだと思うし、世間話となると勉強不足は否いなめなかった。

　幼稚舎から大学までエスカレーター式で、周りはずっと一いつ緒しよの幼おさな馴な染じみも同然の顔ぶれだったし、あまり世間に揉もまれるということもなかった。実家の和わ菓が子し屋を手伝う時には接客もこなしていたものの、常連客が多い中では甘い点数を付けられていただろう。

（もっと、しっかりしなきゃ）

　気を引き締しめるように、んっと手に力を入れた時、周りが騒ざわめいたのに気づいた。榛名が顔を上げると同時に肩に手がかかったが、慣れた香かおりに驚くことなく見上げる。

「専務」

「お疲つかれさま、ハル」

　柔らかく微笑ほほえむ顔を見て、近くの女性社員たちの小さな歓かん声せいが上がる。いつもの光景だったが先まずは釘くぎを刺ささなければと、榛名はわざと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ハル、ではありません。駿河です」

「ああ、そうだったね。悪かった、ハル」

「……わざとでしょう」

「いや」

　社内ではできる限り公私の区別をつけようと思う榛名に対し、親しい関係を半ば見せつけるようにしているのはこの会社、「Ｍ＆Ｈ」の専務であり、幼よう稚ち舎しやからの幼馴染である篁三樹だ。

　経済雑誌でも最近よく取り上げられるくらい、この年代では特出した経営手しゆ腕わんを持っていることは、側そばにいる榛名も良く知っている。

　それに加え、容姿は俳優並みに整っているのだ。

（神様が二物も三物も与あたえることってあるんだなあ）

　ブランド物のスーツを着こなした姿は、手足が長くしなやかな筋肉のせいかとても映はえていて、会社の宣伝にぜひその姿を出してほしいと頻繁に広報部が陳ちん情じようしている。綺麗なダークブラウンの髪と目の色は生まれつきで、少しだけ垂れめな目元が榛名は好きだ。

　しかし、今は仕事中だ。気持ちを切り替かえて榛名は告げる。

「ちゃんと仕事してください」

「時計」

「え？」

「今、午後休きゆう憩けい中だよ」

　反対に楽し気に言われて慌あわてて時計を見ると、午後三時を数分過ぎていた。

　デスクワークが多い仕事だからと、会社では昼休憩の一時間の他ほかに、午前十時から十五分と、午後三時からの十五分が休憩だと決められている。気づくと、周りも立ち上がってそれぞれ休憩を取っており、榛名たちを見ている女性社員も遠えん慮りよなく笑っていた。

　恥はずかしくなった榛名は俯うつむくが、大きな手に頰ほおを包まれる。促されるままおずおずと顔を上げれば、思いがけなく近くに篁の顔があった。

「な、なんですか？」

「……」

「あの……」

　篁の意図がわからずに戸と惑まどっていると、今度は長い指で頰を摘つままれた。力はこもっていないので痛いわけではないが、ムニムニと摘ままれていると子供扱あつかいされている気分になってしまう。

　その指を遠ざけようとした榛名だが、その前に篁は手を放した。　>>>♥

「昨日よりふっくらしている」

「え？」

「また試食？」

　言いながら目が笑っているので、榛名もそれが冗じよう談だんだと気づく。

「……あ……うん。週末、お得意様の法事に新作のお菓か子しを出すことになって。父さんとお義兄にいさんが一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているから、僕も何か手伝うことはないかなって……」

　それが試食だというのも、胸を張って言えることではないが。

「頑張ったね」

　それでも、こんなふうに褒ほめてくれる篁の言葉がくすぐったい。

（でも、本当なら僕だって……）

　榛名の実家は《駿河屋》という、老舗しにせと言われるほど古い和菓子屋だ。本来なら長男である榛名が跡あとを継つぐべきだし、榛名自身もそう考えて幼いころから店の手伝いをしていたが、情けないことに榛名は致ち命めい的てきなほど───不器用だった。

　亡なくなった祖父や父に何度丁寧に教わっても餡あん子こを丸くすることがやっとで、とても繊せん細さいな細工を施ほどこすことは無理だった。

　榛名が中学を卒業するころには両親も諦あきらめる覚かく悟ごができたらしく、店は姉が継ぐことになった。

　大学を卒業した姉が修しゆ業ぎようを始め、店で働いていた職人である啓けい介すけが婿むこ養よう子しに入った時は、自分のせいで姉が我が慢まんする人生を歩むのだと泣いてしまったくらいだ。

　しかし、幸いなことに姉夫ふう婦ふはちゃんと愛し合っていて、今では二人の子持ちだ。啓介には感謝してもしきれず、休日には接客や掃そう除じなど、できることは手伝うようにしている。

　そんな中で一番榛名が頼たよられているのは、味見だ。不器用なのはどうしようもないが、どうやら味覚の方は人よりも少し良いらしく、新作の批評は両親から見ても及きゆう第だい点らしい。

「……一日で太ったってわかるもの？」

「太ってはいないよ。もちっとして、甘く美味おいしそうになっているだけ」

「みつ……専務って、変わっていますね」

　つい名前を呼びそうになり、慌てて役職で言い直した。そのことに気づいた篁が少しだけ眉を上げるが、それ以上は何も言わなかった。










「お先に」

「お疲れさまです」

　榛名が顔を上げると、そろそろ午後七時になるころだった。

　基本残業がないので、フロアで残っているのは榛名と数人の社員だけだ。

「ハル」

　名前を呼ばれた榛名は、少しだけ呆あきれて……それでも口元に笑えみを浮うかべながら立ち上がる。終業時間になってこうして迎むかえに来られることはほぼ日常の情景だからだ。

　会社で名前を呼ぶのもかなり特別だと思うが、篁は《ハル》と呼ぶことが多い。初めて会った時から変わらないその呼び方は榛名の耳にもしっかりと馴な染じんでいて、就業時間以外では自然に受け入れていた。

　周りも榛名と篁が幼馴染だということは知っているので、かなり寛かん大だいな目で見てくれている。特別扱いは望んでないが、その少し特別という立場は榛名にとって擽くすぐったくも嬉うれしいものだった。

　今も、篁の認識では残業は正規の就業時間ではないということだろう。注意しても直らないことはわかっているので、榛名もあえて指し摘てきはしなかった。

「今日は何を食べる？」

「今日は接待があるんじゃないんですか？」

「ああ、あれは桐きりケが谷やさんに任せた。元々トップはあっちなんだし、俺が行かなくてもいい案件だしね」

「社長、嫌いやがっていませんでした？」

「いや。むしろ高い酒を飲んでやるって張り切っていたよ。経理が通してくれるかどうかは疑問だけど」

「またそんなことを言って……」

　榛名は溜ため息をつくが、その間篁は素す早ばやくパソコンの電源を落とし、机の上まで勝手に片づけ始める。こうなっては抵てい抗こうしても無む駄だなので、榛名も帰り支じ度たくを始めた。

　大学を卒業してから、篁は一人暮らしを始めた。元々人見知りがある篁は家政婦を雇やとうことなく、モテるのに彼女も作らないので、夕食は榛名が付き合うのが常だった。そこには時々、いや、かなり頻ひん繁ぱんに自分たちの中学時代からの友人で同じ会社に勤めている東雲しののめ正まさ嗣つぐがいるが、彼は現在一週間ニューヨーク出張中なので不在だ。

　篁の実家は都内だし、篁の兄弟仲は良いので帰れば喜んでもらえると思うのだが、なぜか彼は同じ都内でも榛名の実家の方へと足あし繁しげく足を運んでいる。三日前も家に来て、父や義ぎ兄けいと楽し気に飲んでいた。

　そんな姿を見るととても人見知りが激しいようには思えないが、それは多分二十年以上親しく付き合ってきた榛名の家族だからだろう。

「で、何が食べたい？」

「……魚」

「魚？　寿す司し？」

「《てっちゃん食堂》のアジフライ定食」

「わかった。じゃあ、裏に車を回すから」

　嫌がりもせずに篁がフロアから出て行くと、それまで遠巻きにしていた同どう僚りようが笑いながら話しかけてきた。

「相変わらず、仲良しだな」

「仲良しとか……子供みたいだよ」

「幼よう稚ち舎しやからの付き合いだろう？　天下の『TAKAMURA』グループ創始者の直系が定食屋のアジフライ定食を食べるんだもんな」

　その口調が、けして馬ば鹿かにしているものではないとわかっている。同僚は純じゆん粋すいに、榛名と篁の仲をからかっているだけだ。それでも、榛名の心の中にチクリとした鈍にぶい痛みが走った。

（身分が……違ちがう）

「TAKAMURA」グループ。建設からＩＴ産業、飲食、不動産、芸能まで、幅はば広ひろい業務形態で日本の経済の一いつ端たんを担になっている一大企き業ぎようグループの、篁は創始者直系で現社長の三男だ。

　普ふ通つうならば系列の会社の役員を経て、本社で父親や兄たちを支える役割を持っているはずだった。それが、なぜか大学在学中に現在の会社「Ｍ＆Ｈ」を仲間二人と起たち上げ、見る間に軌き道どうに乗せて、大学卒業時には新進気き鋭えいのＩＴ企業として一目置かれる存在となった。

『ハル、俺と一いつ緒しよに来てほしい』

　大学三年生になり、そろそろ就職先を考えていた榛名にそう言った時の篁は、それまで見たことがないほど真しん剣けんな表情だった。まるで榛名がＮＯというのを恐おそれるような、彼らしくなく弱々しい眼まな差ざしに、できないと即そく座ざに首を振ふることができなかった。

　その時点で篁の会社は大学内でも評判で、榛名よりもはるかに有能な人たちが入社を希望していた。きっと学外の人間から見ても、「TAKAMURA」グループをバックグラウンドに持つ「Ｍ＆Ｈ」はとても魅み力りよく的てきな会社で、自身が平へい凡ぼんだという自覚のある榛名にはかなり高たか嶺ねの花だった。

　そんな榛名の戸と惑まどいに気づいたのだろう、篁は継ぐように言った。

『二年前、一万円借りたよね？　あれ、共同出資の中に入っているから』

『え？　共同出資って、だってあれ、すぐに返してくれて……』

『入れたんだよ。だから、榛名は役職を要求することだってできる』

　さすがに榛名は慌あわてて固辞し、それならば入社は譲ゆずれないからと、なぜか話は榛名の入社決定に向けられてしまった。

　入社して三年目。今や百人単位の社員がおり、榛名はその中で総務部に所属している。篁は秘書として自分の側そばに付いてほしいと言っていたが、あえて会社全体を見ることができる部署を希望した。自分にどれだけのことができるか自信はなかったが、篁が創つくった会社をもっと大きくするために、できるだけ協力したいと思った。

　今だって役に立っているのかどうかわからないが、とにかく頑張るしかない。

「……じゃあ、お先に」

「おう、お疲つかれ」

　会社が入っているビルの裏口に出ると、そこには既すでに見慣れた車が停とまっていた。

　助手席を開けて乗り込むと、静かに車は走り出す。

「……専務」

「三樹」

　無意識に役職で呼んでしまい、すぐに訂てい正せいされる。今はプライベートだと言わんばかりの声こわ音ねに、榛名もすぐに呼び方を変えた。

「三樹、お兄さんたち元気？」

「ああ。毎日メールが来るよ」

「ふふ、仲がいいね」

「榛名のところほどじゃない。夏なつ海みさんだけじゃなく、啓介さんだって過保護だよね？　二十歳はたちまで、門限七時だったし」

「今は十一時だよ」

　榛名はあまり不便に思っていないが、篁はなぜか不服に感じているらしい。

「それでも十分早い。おかげで、榛名と飲み明かすこともできないし」

「僕はあんまりお酒は飲めないし……そういう時は桐ケ谷先せん輩ぱいか、東雲を呼ぶじゃない」

「あいつらは華はながないけどね」

　笑いながら言うが、きっと本気ではないはずだ。東雲はとても綺き麗れいな顔をしているし、桐ケ谷も男らしくて恰かつ好こ良いい。きっと三人でいれば華やかで目立つグループだろう。

「今度、また家に遊びに来てよ。おばあちゃん、三樹に会いたいって。三樹のファンだから」

「ハルは？」

「え？」

「ハルは俺のファンじゃないの？」

「……大切な幼馴染だよ。ファンとか……違うよ」

「……そうか」

　いくら憧あこがれていても、篁は幼いころからずっと一緒にいた幼馴染だ。ファンだとか、遠い存在ではない。

『みっちゃん』

『ハル』

　家の格とか、立場だとか。何も考えなかった幼いころが懐なつかしいとは思う。それでも、今少しでも篁を支えられる位置にいることが、榛名にとってとても嬉しいのだ。










　週末。

　得意先への納品に義兄と共に行った榛名は、そのまま店を手伝うことにした。

　店では男は野の袴ばかま姿、女性はパンツスタイルの茶衣着で揃そろえており、急いで着き替がえて店に出ようとした時、店に続く自宅から小さな嗚お咽えつが聞こえた気がした。

　この時間家にいるのは祖母だけだ。何かあったのかと慌てて引き返した榛名は、茶の間で座り込む祖母の姿に目を瞠みはった。

「おばあちゃんっ」

　具合が悪くなったのだろうか。すぐに救急車を呼んだ方が良いのかと混乱しながら側に跪ひざまずけば、覗のぞき込む祖母の頰ほおは涙なみだで濡ぬれている。祖母の泣き顔など滅めつ多たに見ないので、榛名の混乱はますます大きくなってしまった。

「お、おばあちゃんっ、どこが痛いのっ？　すぐに救急車呼ぶからっ」

　焦あせりのあまり、前まえ掛かけに入れている携けい帯たい電でん話わの存在も忘れて立ち上がりかけると、その腕うでを祖母の手が摑つかむ。細身の榛名の瘦やせた指よりももっと小さく皺しわの深いそれに動きを止めると、微かすかな声で違うのと言われた。

「具合は悪くないのよ……」

「で、でも」

「さっきね、中学時代の友達から電話があったの」

　震ふるえる声で言う祖母の話では、中学時代の友人の一人が亡なくなったという電話があり、あまりに悲しくて泣いてしまっていたらしい。

　祖母と同じ歳としならば七十代後半で、不幸な話があったとしてもおかしくはない。それでも祖母にとっては大きな衝しよう撃げきだったらしく、その後は見ているのも可哀かわい想そうなほど悲しみに暮れていた。

　心配だった榛名は通夜に行く祖母に付き添そい、自身も焼しよう香こうさせてもらった。初めて写真で見る祖母の友人は穏おだやかな顔で笑っていて、親しくない榛名も泣きそうな感情を抑おさえるのが大変なくらいだった。

　それから葬そう式しきが済み、日常が戻もどってもなお、祖母の気力は落ち込んだままだ。

　このままでは祖母も病気になってしまわないかと、榛名や家族は心配していた。

「おばあちゃん、お茶」

「ああ、ありがとう、ハルちゃん」

　それでも半月近くなると落ち着いて、祖母の顔にも時折笑え顔がおが戻ってきた。早く元に戻ってほしいと思いながら側に座った榛名は、こちらを見ている祖母と目が合う。

「何？」

「……私は、ハルちゃんが結けつ婚こんするまで生きられるかしらねぇ」

「な、何言ってるの？　当たり前だよ、絶対長生きするよっ」

　榛名が必死に訴うつたえるも、祖母は静かに笑みを浮うかべるだけだ。

「長生きしたいわねぇ」

「おばあちゃん……」

　今年二十五歳になる榛名にとって、自身の死というものはまだかなり遠くて、まったく実感はわかない。しかし、祖母くらいになるとそれはごく身近な問題で、仲の良い相手がいなくなってしまうというのは、これほどショックなものなのだと改めて感じた。

　そして、そんな祖母の様子を間近で見ている榛名の気持ちの中にも、小さな変化が生まれた。

　今は仕事が楽しく、一いつ生しよう懸けん命めいなので、結婚など考えたこともなかった。男で、しかも二十五歳なら、まだ早いだろうと漠ばく然ぜんと考えていた。

　しかし、祖母や両親のことを考えるなら、けして早い年ねん齢れいではないのかもしれない。

　七歳上の姉が結婚したのは、二十四歳の時だった。今は二人の息子むすこたちもいて、義ぎ兄けいとしっかりと家庭を築き、店も切り盛りしている。

　長男であるのに店も継つがず、吞気のんきな立場を許されている榛名だが、祖母を、いや、両親をも安心させるためにも、結婚というものを真剣に考えなくてはならないのではないか。

「……あ」

　だが、そこまで考えて、榛名は根本的な問題に気づいてしまった。そもそも、榛名は今まで恋こい人びとという存在ができたことがなかったのだ。

　幼おさな馴な染じみでもある篁や、中学から一いつ緒しよだった東雲などにはそれなりの噂うわさもあったのは知っていたが、榛名は篁たちと一緒に遊ぶ方が楽しくて、彼女を作るということなどまったく考えたことがなかった。

　幼よう稚ち舎しやから大学までエスカレーター式だったが、そこには女子の存在も当然あった。可愛かわいいという感情はもちろん持ったが、好きという感情を抱いだいたことは───。

（ない……かも）

　それに、今振ふり返って思い出せば、男同士ではするかもしれない少しエッチな話や彼女の話など、榛名は篁や東雲だけでなく、他ほかの友人たちともした記き憶おくがなかった。仲間外れにされたとは思わないので、あまりに子供な榛名を気づかってそんな話題を避さけてくれていたのかもしれない。

（あ、あれ……？）

　そこまで考えて、榛名はようやく不味まずいのではないかと焦りを覚えた。先まずは恋人を作らなければ、結婚など遥はるか遠くのものではないか。

　今さら恋人の作り方などというのを家族に聞くなんてことはできない。友人たちにも恥はずかしくて、とても言えそうにない。

　榛名にとって一番信しん頼らいし、頼たよれるのは篁だが、多た忙ぼうな彼にこんな情けない相談を持ちかけるなんてできるはずがなかった。

　そうなると、榛名が思いつく人物はとても限られている。

「東雲」

「ああ、駿河、お疲つかれさま」

　昼休きゆう憩けいになり、すぐに席を立った榛名は別フロアにいる東雲を訪ねた。

　中学からの友人である東雲正嗣は、篁が大学在学中に起業した時の共同出資者の一人だ。本来なら役職に就つくはずなのだが、本人の希望により篁の秘書のような役割を担になっている。

　眼鏡めがねが似合う理知的な風ふう貌ぼうで、少々皮肉屋だという噂だが、榛名に対しては優やさしい友人の一人だ。

「今日は専務、会食ですよね？」

　大口のクライアント相手だからと、今日は社長の桐ケ谷と共に昼食会に行っているはずだ。昨日の内からランチを一緒にできないと申し訳なさそうに言われたので知っていた。

「口くち煩うるさい私は同行を断られましたけどね。どうしました？」

「……お昼、一緒に食べませんか？」

　榛名から東雲を誘さそうのは珍めずらしいことではないが、そこには必ずと言っていいほど篁がいた。考えたら二人きりで食事など数えるほどしかなかったなと思い返したが、普ふ段だんとは違ちがう榛名の行動に東雲も思うところがあったらしい。

「良いですよ。行きましょうか」

　二人は会社の近くの定食屋に向かった。スーツをきっちり着こなした東雲が庶しよ民みん的てきな店にいるのはとても浮くが、本人は定食屋や居酒屋のようなフランクな店が好きなので、今も無表情ながら上じよう機き嫌げんな雰ふん囲い気きで出された茶を飲んでいた。

「で？」

「え？」

　注文をし終え、いきなり東雲が切り出してくる。首を傾かしげる榛名に、東雲は唇くちびるの端はしを上げて続けた。

「相談があるんだろう？　篁のことか？」

「えっと……」

　東雲の口調が変わったことで、この場をプライベートだと切り替えてくれたことがわかる。榛名はどう話を切り出していいのか迷ったが、鋭するどい眼まな差ざしに背中を押されるように口を開いた。

「あ、あの、東雲は恋人、いる？」

「……は？」

　どうやらそれは東雲にとって意外な言葉だったらしく、珍しく呆ほうけた顔をしている。だが、意味が通じなかったかもしれないと、榛名はもう一度聞いてみた。

「今、恋人はいる？　あ、今はいなくても、高校とか、大学の時とか……」

「……待ってくれ」

「え？」

「俺の恋人の有う無むと、榛名の相談事は関係あるのか？」

「……実はね……」

　隠かくす理由でもないので、榛名は祖母のためにも早く結婚したいことを告げた。結婚するにはその相手が必要で、その前に先ずは誰だれかと付き合わなければならないことも。

「……なるほど」

　ちょうど運ばれてきた塩サバ定食を前に、東雲は片かた眉まゆを上げた。

「どうして、篁に言わなくて俺に話したんだ？」

「だって……なんだか恥ずかしいし。きっと、三樹なら相談に乗ってくれて何か方法を考えてくれると思うけど、いつもいつも頼っていたら三樹にも恋人ができる暇ひまはないし……」

（そうだよ、三樹にだって……）

　話しながら唐とう突とつに思いついた。榛名に恋人がいないのは努力をしていなかったので仕方がないが、モテる篁に今現在恋人がいないこと自体おかしいのだ。

　仕事も一緒、休みも何かと行動を共にすることが多く、いつだって榛名を優先してくれる篁。中学の時から《駿河榛名のお世話係》と周りに揶や揄ゆされていたくらい優しくて面めん倒どう見みのいい篁の負担を、少しでも減らしていきたい。

　自分に恋人ができれば、篁にも本当のプライベートな時間ができるはずと思い、榛名は目の前に置かれたキツネ蕎麦そばを横にやって東雲に頭を下げた。

「東雲には迷惑な話かもしれないけれど、お願いします。女性とのお付き合いの仕方を教えてください」

「……いいよ」

「え、ほ、本当？」

　二十五歳の男の相談としては情けない限りの話に、どう反応されてしまうかという不安が頭を過よぎる。

　しかし、意外にあっさり頷うなずかれ、どう説得すればいいのかと内心グルグルしていた榛名は拍ひよう子し抜ぬけした。東雲は綺き麗れいな箸はし遣づかいでサバの身を口にした後、眼鏡の向こうの目元を緩ゆるめる。

「一度は親おや離ばなれしても良いと思うし」

「親離れ？　一人暮らしした方が良いってこと？」

「ああ、違う違う。……まあ、親って言い方もおかしいけど」

「東雲？」

　独り言のように言う東雲に首を傾げるが、冷めるよと言われて慌あわてて箸を持つ。

　猫ねこ舌じたなので何度も息を吹ふきかけ、ようやく口に含ふくんで飲み込めば、甘い出汁だしと蕎麦の風味が鼻から抜ぬけて思わず笑えみが零こぼれた。

　それからまた息を吹きかけて……と、笑い声が聞こえた気がして顔を上げれば、東雲が横を向いている。

「東雲？」

「……中学の時から変わってないな」

「え？」

「いつも、何度息を吹きかけて冷ますんだって思ってた。猫舌ならザルを頼たのめばいいのにってね」

「猫舌だけど、熱いのが好きなんだよ」

「二十五で可愛いなんて反則だろ」

「かわ？　え？」

「まあ、先に食べよう。俺も熱い方が好きなんだ」

　言うだけ言って食事を再開する東雲は、榛名が驚おどろくほどの速さでたいらげていく。

　デキる男は食事の速さも違うのだと感心し、榛名も急いで箸を進めることにした。










『先ずは、異性と会話することに慣れた方が良いな』

　榛名の情けない相談にも親身に乗ってくれた東雲は、榛名のために食事会をセッティングしてくれた。それも、社内の人間では恥ずかしいだろうと、東雲の個人的な伝つ手てで相手を探してくれたらしい。

　相手の女性は五人。こちらは榛名と東雲、後の三人の人選は東雲に任せた。

（三樹に内ない緒しよでも良かったのかな……）

　何度かこのことを篁に告げようとした。きっと、みずくさいな、頑がん張ばれよと、背中を押してくれると思う。それでもなぜか言い出し難にくく、とうとう東雲がセッティングしてくれた食事会の金曜日になった。

　会社から直接店に行くので、今日は少しだけお洒落しやれをしてみた。と、いっても、ネクタイを明るいものにするくらいだ。

　退社する時にトイレに行って、軽く髪かみも弄いじってみる。少しでも大人っぽく見せたかった。

「お、おかしくないかな？」

「可愛かわいいよ、似合っている」

「可愛いじゃ困るけど……」

　朝から外回りに出ている篁とは顔を合わせないまま、東雲と一緒に赤坂のイタリアンレストランに行った。

　入口で東雲が名前を言うと、そのまま奥の個室に案内される。ドアの前に立った時、少し不安になって隣となりの東雲を見上げた。

　学校や会社、そして家業の店という括くくりなしに女性と話すのは初めてだ。何を話せばいいのか数日前からずっと考えていたが、それが正解かどうかなんてわからない。

「し、東雲」

「行こうか」

　相変わらず知的な横顔を見せながら、東雲がドアを開けてくれた。

　その途と端たん、

「遅おそいぞ～」

「久しぶり、ハルちゃん」

「……え？」

　おずおずと中に入るなり声を掛かけられ、俯うつむき加か減げんだった顔を上げた榛名は目を瞠みはる。そこにいたのが見慣れた男たちだったからだ。

「き、桐ケ谷先せん輩ぱい、あ、瑛えい二じ兄さんも？　どうして二人がここに？」

「綺麗処どころとの合コンなら参加しない方が損だろ」

　豪ごう快かいに笑いながら言うのは、「Ｍ＆Ｈ」の社長で、篁と東雲の共同経営者である桐ケ谷保たもつだった。

　榛名たちの大学の先輩で、陽気で明るい、リーダーシップのある男だ。

　常に穏おだやかで冷静沈ちん着ちやくな篁とは違ちがい、社交家で明るい桐ケ谷は頼たよりがいのある兄貴分だ。

　篁に強ごう引いんに社長にされたと文句を言う反面、篁に指示できる立場は痛快だと日ひ頃ごろから人生を楽しんでいる人なので、こんなところに来るほど女性に困るなんて考えられない。

「楽しいことには顔を突つっ込ませてもらうよ。大だい丈じよう夫ぶ、ハルちゃんの邪じや魔まはしないから」

　艶つやっぽいウインクをしながら言ったのは、「TAKAMURA」グループ創始者の直系で、現社長の次男、篁の次兄である瑛二だ。

　彼は「TAKAMURA」グループ後こう継けい者しやの長ちよう兄けいの補ほ佐さとして、本社で総務課長をしている。

　篁とは四歳違いで、榛名にとってもお兄さん的存在だった。昔はよく遊んでくれたが、社会人になってからはなかなか顔を合わすことがなかったのだ。

　長兄の一かず馬まは既すでに結けつ婚こんをしていて子供もいるのに、瑛二は今も独身だ。しかも、篁とは違い華はなやかな噂うわさで週刊誌にも載のったことがあるくらいの遊び人だった。

「し、東雲」

　想像していなかった二人の出現に慌てて東雲を見るが、彼は眼鏡の奥の目を楽し気に細めている。

「榛名に女性を紹しよう介かいするんだから、同席者も身元がしっかりした人物で、口が堅かたいというのが条件。それなら、この二人は申し分のないサクラだろう？」

　声を潜ひそめて言われ、榛名はそうかと納なつ得とくする。そして、自分のことで桐ケ谷や瑛二にまで迷めい惑わくを掛けたことを申し訳なく思った。

「まあ、二人とも座れよ。お嬢じようさん方がお待ちかねだぞ」

「は、はい」

　テーブルには既に女性たちも着席していた。

　桐ケ谷に言われ、東雲に促うながされて、榛名は女性たちの向かい側、五席ある椅い子すの真ん中に座らされた。

（こ、これ、ちょっと恥はずかしい、かも）

　ちらりと目線を上げて見た女性たちは皆みなとても綺麗だったし、可愛かった。髪かみを綺麗に巻き、化け粧しようもして、派手ではないが華やかな服に身を包んでいる。

　彼女たちも仕事帰りだろうに、こんなにも綺麗なままでくることができるのが凄すごい。

「榛名」

　東雲に軽く腕うでで小こ突づかれ、榛名は慌てて頭を下げる。

「こ、こんにちは」

「こんにちは」

「今日はよろしくお願いします」

　明らかに上がっている榛名を前にしても、彼女たちはにっこりと笑って口々に答えてくれる。

　無意識に圧あつ倒とうされた榛名は、そこで男側の席が一つ空いたままなことに気づいた。

「東雲、僕たちは四人ってこと？」

　急な話だったのでもう一人捕つかまらなくてもしかたがないと思ったが、東雲は軽く首を振ふる。

「いや、呼んでるよ」

「誰だれ？」

「もうすぐ……」

　まるでそのタイミングに合わせたかのように、ドアが軽くノックされる。榛名が後ろを振り向いたと同時にドアが開き、残りの一人が姿を現した。

「あ……」

「お待たせして申し訳ありません」

　女性たちに向かって笑えみを向けた男が、驚いて目を丸くした榛名にいつもの甘い微笑ほほえみを浮うかべて言う。

「悪かったね、遅くなって」

「み、三樹……」

（最後の一人って、三樹だったんだ……）

　思いがけない篁の登場に、榛名はしばらく開いた口を閉じることができなかった。








第二章









　おそらく、世間一いつ般ぱんの女性から見たら、この食事会はかなりハイレベルなものだということはさすがに榛名も自覚した。

　一人は、「TAKAMURA」グループ現社長の次男。

　もう一人は、今注目株のＩＴ企き業ぎよう「Ｍ＆Ｈ」の社長。

　そして「TAKAMURA」グループ現社長の三男で、「Ｍ＆Ｈ」の専務。

　秘書の東雲も容姿は文句なく整っているし、榛名は自分だけ余りのような気がして、集まってくれた女性たちに申し訳なくて仕方がなかった。

　さすがに東雲が紹介してくれているだけに、女性たちはあからさまに榛名をのけ者にはしない。それでも、他ほかの四人に向けられる熱い眼まな差ざしを見ると、目の前の食事の味もよくわからなかった。

「この間はシンガポールに行ってね。マリーナベイ・サンズのプールでのんびりできたのが良かったな」

　桐ケ谷の話に、可愛かわいらしい二人の女性たちが食いつく。

「私も行きたいと思っているんです」

「ホテルはどうでしたか？」

　一方で。

「ワイン好きが高じて、フランスのワイナリーを買ったんだけど、今度試飲会をするからくる？」

「私、ワイン大好きなんですっ。場所はどこなんですか？」

　ワイン談議に花を咲さかせる、瑛二と華やかな美女。

「あ、その本読みました。大好きな作家さんなんです」

「じゃあ、あれ読みました？　先月発売の……」

　東雲と会話が弾はずむ知的美女の姿を視界の端はしに収めながら、榛名は漏もれそうになる溜ため息を嚙かみ殺した。

　食事会の初めは皆平等に会話をしていたと思うが、いつの間にかそれぞれカップルになってしまっている。桐ケ谷が二人も引き付けているのは仕方がないが、こうも会話に乗り切れない自分が情けなくなった。

「ああ、それなら簡単なソフトがありますよ」

「……」

　篁も、一人の女性と話している。長い髪が綺き麗れいに巻かれていて、グラスを持つ指先も鮮あざやかなネイルが施ほどこされていた。

　篁が女性と話す姿をこんなにも間近で見たのは初めてで、榛名は落ち着かない気分でテーブルの上のデザートに手を伸のばす。

（……あ、美味おいしい）

　苺いちごのシャーベットは舌の上でたちまち溶とけ、口の中に甘さが広がった。底にある丸い透とう明めいな粒つぶは面おも白しろい食感で、榛名は思わず楽しくなって口に頰ほお張ばってしまう。

（これ、和わ菓が子しにはないかも）

　姉や義兄に食べさせれば、新作の和菓子に上手うまく反映させてくれるかもしれない。

　持って帰ることはできないのかなと思いながら完食した時、目の前に手つかずのデザートが置かれた。

　視線を向けると、それまで女性と話していた篁がこちらを見ている。

「足りないんだろう？」

「……いいの？」

「どうぞ」

　榛名の行動をちゃんと見てくれていたことが嬉うれしくて、ありがとうとにっこり笑いながらスプーンを取った。　>>>♥

「可愛い……」

　一いつ瞬しゆん、溜め息のような女性の声が聞こえたが、榛名が顔を上げるとまた篁と話をしている。

（気のせいなのかな？）

　結局その日の食事会は、榛名が良いなと思う女性も、反対にいいなと思われることもなく終わってしまった。

　意外にも、他の四人もうまくいかなかったらしく、食事会はその場で解散となった。

　少しだけだが酒を飲んでいたので榛名はタクシーを拾うつもりだが、その前に今日わざわざセッティングをしてくれた東雲と、付き合ってくれた篁たちに礼を言うため、深々と頭を下げた。

「桐ケ谷先せん輩ぱい、瑛二兄さん、今日はありがとうございました。三樹、東雲も、ありがとう」

　すると、下げた頭を乱暴に撫なでられる。

「こっちは綺麗な女の子たちとご飯食べられてラッキーだったし。榛名とはもっとゆっくり話したかったな。今度飯に行こうぜ」

「はいっ」

　桐ケ谷の言葉に嬉しくなって笑うと、今度は瑛二も腰こしを屈かがめて視線を合わせてきた。

「大事なハルちゃんに悪い虫が付いたら大変だからね。ばあちゃんたちや兄貴も会いたいって言ってたよ。いつでも遊びにおいで」

「ありがとうございます。皆みなさんによろしくお伝えください」

　もう一度頭を下げた榛名は、軽く腕うでを引かれて慌あわてて振ふり向く。

　目が合った篁は、垂れ目がちな目元を緩ゆるめていた。

「遅おそくなったし、送っていくから」

「い、いいよ、三樹も疲つかれているんだし。僕はタクシーを拾って……」

「タクシー、停とめましたよ」

「ああ。じゃあ、桐ケ谷さん、兄貴」

　東雲に促うながされ、ドアが開いたタクシーに押し込められた榛名は、当然のように乗り込んできた篁を啞あ然ぜんと見つめる。

「お疲れ」

「じゃあな」

　残った三人に見送られ、走り始めたタクシーの中はしばらく沈ちん黙もくに包まれた。

　榛名はちらっと篁の横顔を見る。見た限りいつもと変わりないが、心なしか空気が重いような気がする。

（……三樹、いつ聞いたんだろう）

　今日の昼間も、榛名は篁と一いつ緒しよにランチを食べた。その時の篁は今夜の食事会のことなど一いつ切さい話に出さず、態度も変わりなかったと思う。榛名を驚おどろかせるために黙だまっていたのか、それとも東雲の手を借りなければ女性と話せないことを呆あきれたのか、その心境は謎なぞだ。

　どちらにせよ、篁は食事中も何かと榛名を気づかってくれたし、今だって家に送ってくれている。どんな時も変わらず優やさしい篁に、榛名は思わず口から言葉が漏れた。

「ありがとう」

「……なに？」

「三樹は、いつだって僕のことを考えてくれるね。その気持ちは凄すごく嬉しいし、つい頼たよっちゃう僕が悪いんだけど、三樹ももう自分のこと考えてもいいんだよ？　僕のことにかまけていると、三樹、彼女もできないでしょ？」

「ハル……」

「三樹はモテるし、僕みたいに頑がん張ばらなくてもいいと思うけど」

　言ってしまってから、少し後こう悔かいしてしまう。今の言い方ではあまりにも自分を卑ひ下げし過ぎだし、篁のことを揶や揄ゆしているみたいだ。

「……ごめん」

　落ち込んだ榛名が謝ると、軽く頭をポンポンと叩たたかれる。

「ハルらしくないことをした理由、俺にも話してもらえる？」

「……うん」

　ここまできて秘密にする意味はない。

　榛名は祖母の友人の話から自分が何を考えたのか、素す直なおに篁に話した。

「いつの間にか、ハルも大人になってたってわけか」

　榛名の話が終わると、なぜかしみじみと言われてしまった。同い年でそんなふうに言われてしまうのも情けないが、確かに結けつ婚こんのことを考えるようになったことは自分でも変化を自覚していた。

「三樹はどう思う？」

「まあ、結婚を考える前に恋こい人びとを作るっていうのは正解と思うけど、ハルはその前にまず女慣れしないとね」

「……それは、そう、だけど……」

　家族に母と姉、そして祖母までいるのに、ここまで女性慣れしていないというのもやはり変なのだ。

　ただ、問題は自分でもわかっているのに、その解決方法がまったく思い浮うかばない。

「ハル」

「ん？」

「俺がレクチャーしようか？」

「レクチャー？」

　いったいどういうことかと首を傾かしげると、篁が榛名の手を取り、軽く指先にキスしてきた。

「み、三樹？」

　さすがにこんなことをされたのは初めてで、榛名は驚いて目を丸くする。

「ハルの力になりたい」

「三樹……」

　幼おさな馴な染じみで、家族以上の存在である篁。もちろん、榛名も彼を大切に思っていたが、篁はそんな榛名の気持ち以上に榛名のことを考えてくれている。

　それが嬉しくて、嫌いやだなんて思うはずがなかった。それに、昔からずっとモテてきて、女性のエスコートも完かん璧ぺきな篁のレクチャーを受けたなら、榛名もきっと女性に対する免めん疫えきができるに違ちがいない。

「ありがとう。力を貸してくれると嬉しい」

「本当に？」

「あ、でも、無理はしなくていいから。恥はずかしいけど、今回のことで東雲には僕の悩なやみがわかっちゃったし、桐ケ谷先輩や瑛二兄さんにも色々聞いて勉強するから」

　アドバイスしてもらうのは嬉しいが、篁に負担をかけたくはない。

　幸い周りには他にもモテる手本が何人もいるので、彼らにも教えを乞こうつもりだ。

　すると、なぜか一瞬篁が目を眇すがめた。少しだが空気も重くなったように感じたものの、すぐにいつもの優しい眼差しに戻った。

「……そうだね。でも、今度からは一番に俺に相談してほしい。ハルの一番の親友は俺だと思っているから」

「もちろんだよ」

　篁以上の親友なんているはずがない。それだけははっきり言えるので、榛名は自分からも篁の大きな手をしっかり握にぎりしめた。
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「タピオカの美味うまい店を探しておけ」

　食事会という名の合コンがあった週末が明け、いつものように無表情の東雲が部屋に入ってくると、篁はすぐさま声を掛かける。

「……私は、あなたに叱しつ咤たされるのを覚かく悟ごしてきたんですが」

　あからさまな東雲の呆れ声も、篁の耳には鳥の囀さえずり程度にしか聞こえない。日ひ頃ごろから何かと小言を言う東雲なので、一々気にしていられないのだ。

　ただし、一言言っておかなければならないことがあった。

「ハルの頼たのみ、どうしてすぐに俺に言わなかった」

「榛名が頼ってきたのは私でしたので」

「……その言い方止やめろ、むかつく」

「頼られなかったことを嘆なげくな」

「……」

　昔から東雲は辛しん辣らつだった。あからさまに白黒はっきりつけないくせに、己おのれの考えを曲げることはない。知的な風ふう貌ぼうで物もの腰ごしも柔やわらかいので、一見して人は好人物だと判断するだろうが、東雲の基準に当てはまらない相手はばっさりと切り捨てるのだ。

　自分は、そんな東雲の目には面おも白しろい存在と映ったのか、中学で一緒のクラスになった時から連れ立つことが多かった。

　頭の良い東雲と一緒にいるのは案外楽しくて、榛名とはまったく違うがいつの間にかすんなりと篁の側そばに居場所を作られていた。それでも、まさかこんなにも長い付き合いになるとは思っていなかったが。

　人間の許容範はん囲いが篁と同じくらい狭せまい東雲だが、そんな男も昔から榛名には甘かった。

　いつも篁の側にいて、にこにこと笑っている榛名を見ては僅わずかに表情が緩ゆるんでいた。

　馬ば鹿かは嫌きらいだと言うくせに、榛名の天然さは心地ここち好よいらしい。

（それも腹が立つが）

　榛名に対しての態度には思うところがあったものの、その中に男の欲よくというものは感じられなかったし、有能な東雲は篁にとって必要な存在だった。

　社会人になっても変わらずに愛らしい榛名。専務業でずっと一緒にいられない自分の代わりに、この男をお目付役にした。利口な男なので榛名に手を出すことはないと確信しているが、ちょこちょこ余計な知ち恵えを入れているのは問題だ。

　今回の合コンも、ぎりぎりまで篁に話さずにいた。飢うえた女に榛名を食われていたかもしれないと思うと、今さらながら胸の奥が熱く焼ける。

　東雲はそのために桐ケ谷と次じ兄けいをメンツに加えたと言ったが、あんな連中の中に榛名のような子犬がいれば誰だれだって頭を撫なでたくなるではないか。

　その証しよう拠こに、合コンの夜笑った榛名を見て可愛かわいいと言った女がいた。強ごう引いんに話をそらしたが、篁がいなければきっと榛名は食われたはずだ。

　思い出して思わず眉まゆを顰ひそめると、わざとらしいほど大きく東雲が溜ため息をついた。

「まったく、お前の榛名中毒は末期だな」

「中毒？」

「依い存そん症しようとも言える」

「当たり前だ、ハルだからな」

　幼い時に祖母のもとへ来た榛名と出会い、その愛らしさに子供ながら心を奪うばわれた。可愛らしい外見以上に性格も素直で心の中が綺き麗れいな榛名を、一目見て気に入ったのは今でも鮮せん明めいに覚えている。

　幼いころから捻ひねくれているという自覚があった篁は、自分とはまるで違う真っ白な心を持つ榛名に見る間に傾けい倒とうし、仲の良い友達からすぐに、一番近くにいたいという独どく占せん欲よくを感じるようになった。

　それが恋に変化したのは、いつからだろうか。

　中学に上がったころには、周りの女性よりも可愛い榛名に欲情するようになり、小さな唇くちびるにキスしたい、華きや奢しやな身体からだを抱だきしめたいと思うようになった。

　男同士だというのは当然わかっていたが、それが自分の想おもいの障害にはならなかった。

　篁は特とく殊しゆな家いえ柄がらに生まれたが、跡あと継つぎには長兄が、補ほ佐さには次兄もいる。榛名の家も姉がいるし、実家の事情にこの恋を押し殺すつもりはさらさらなく、祖母同士の関係を利用して自分たちは特別仲が良いのだと榛名に思わせ、幼よう稚ち舎しやから大学まで、榛名が他に目をやらないように囲い込んだ。

　大学を卒業してもずっと一いつ緒しよにいられるように起業し、家業へ思いを残す榛名を誘さそってうまく入社させた。

　社名の「Ｍ＆Ｈ」が「三樹＆榛名」の略だと気づいているのは、会社設立当時の仲間である東雲と桐ケ谷くらいだ。

　肝心の榛名は、「社名、カッコイイね」と褒ほめてくれて終わったが、その時のキラキラした眼差しは可愛くてたまらなかった。

　素す直なおな榛名は幼いころからの刷すり込みの成果もあり、信しん頼らいや友愛は感じてくれているが、いまだ篁と同じ想いを抱いだいているとは思えない。それでも、篁は榛名を手放すつもりは毛頭なく、仕事が落ち着いてきた最近ようやく、そろそろ恋れん愛あい感情へ仕向けようと思っていた矢先の榛名の行動だった。

（初心うぶだと思っていたが、家族のためなら無む茶ちやをする……。まあ、ハルなら考えられることだったが）

　榛名にとっては恋人＝結婚らしく、その主たる理由が祖母のためだということにさすがに篁も焦しよう燥そうを抱く。

　一回目の合コンは阻そ止ししたものの、これからも同じことが起こる可能性はある。もちろん阻止するつもりだが、万が一ということもあった。

　だからこそ、榛名に恋愛のレクチャーを持ちかけたのだ。榛名にとって篁は恋愛のエキスパートで、そこは嫌けん悪おではなく羨せん望ぼうを抱いてくれているらしい。正直に言って榛名以外の人間に興味を持ったこともなかったが、その気持ちを利用するのは好都合だった。

　二十年近くの時間を使って囲い込んだのだ。絶対に逃のがさない。

「お前も色々忙いそがしそうだったしな」

　ふと聞こえた東雲の含ふくんだ言いように、篁は冷ややかな笑えみを浮うかべた。

「本当に、馬鹿な奴やつは面倒だ」

　在学中に起業した頃ころから、「TAKAMURA」グループと自分は関係ないと公言してきた。大だい企き業ぎように近づこうとする思おも惑わくも無む駄だだと周知されたと思っていたが、いまだ時々見合いをセッティングされるのが鬱うつ陶とうしい。

　つい最近も実家経由で話があったので、わざわざ出向いて断って……そんな合間を縫ぬって榛名が東雲に相談していたのだ。

「とにかく、今後俺に黙だまって合コンするな」

「食事会だが」

「ハルには必要ない」

「確かに、女と話すよりデザートの方に興きよう味み津しん々しんだったしな」

「ああ……」

　思い返すように言われ、篁もその時の榛名を思い浮かべる。タピオカの食感に感動したらしく、子供のように好こう奇き心しん満まん載さいで口に頰ほお張ばっていた。人目が、いや、女たちがいなければ、その頰を指で突つついてからかいたかった。

「ハルが可愛すぎる」

　溢あふれかえるこの想いを率そつ直ちよくに伝えられるのは目の前の男くらいだ。

「美味いものを食べさせると、本当に可愛い顔をするんだよな」

「……」

「いつも可愛いけど、食べている時は本当に癒いやされる。できるならハルを小さくしてポケットに入れて持ち運べればな。いつでもハルを側に感じられる」

　小さいころの心臓が痛いほど愛らしかった榛名の姿を思い浮かべれば、東雲が低い声で念を押してきた。

「指人形サイズの榛名には、突っ込めないぞ」

「……お前、ハルで想像するな」

「こんなバカげたことを想像するのはお前くらいだ。ほら、専務、仕事を始めてください」

　きっぱりと線を引く東雲は既すでに仕事モードで、もう篁の戯たわ言ごとは聞いてくれないらしい。

　篁はデスクの上の書類に目を通しながら、榛名との今日のランチは何にしようかと考え始めた。
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「行くよ、ハル」

「え？」

　終業時間を少し過ぎた頃、わざわざフロアに迎むかえに来てくれた篁に引きずられるように彼の車に乗り、榛名は映画館に連れてこられた。

「映画？」

「ああ」

　いくつか上映している中の恋愛ものを選んだ篁は、あろうことかペアシートのチケットを購こう入にゆうする。

「ペアシートって、それ、恋こい人びと同士が座る席じゃ……」

「忘れたの？」

「え？」

「恋愛のレクチャーをするって言っただろう？　デートの定番は映画だし、ほら、飲み物も買うよ」

「そ、そんなことも実じつ践せんで教えてくれるつもりだったんだ？」

「ハルに対しては、有言実行のつもりだから」

　笑いながらそう言われ、榛名はさっそく力を貸してくれる篁に感謝した。

　週末の食事会の後篁に提案されたが、こんなに早く実行してくれるとは思わなかったのだ。

　それならばチケット代は自分に出させてほしいと言ったが却きやつ下かされてしまい、強引に飲み物とポップコーンだけは買った。

「ここだな」

「う、うん」

（これが、ペアシート……）

　一見二人用のソファだが、暗くら闇やみとはいえ公共の場で身体を引っ付けて座るのは恥はずかしい。しかも、ペアシートという言葉が付いているだけに、男同士で席に着いた榛名たちを、周りが好奇の目で見てくるのを肌はだで感じた。

　幸いにして平日なので席は空すいており、このまま普ふ通つうの席で映画を楽しむ方が良いのではないかと思ったが、まったく気にした様子のない篁は長い足を組んで深くソファに座り込んでしまった。

　こうなってしまうと、榛名だけ別の席に移るわけにはいかない。

　覚かく悟ごを決めて腰こしを落ち着けて間もなく、場内は暗くなって映画が始まった。

　恋愛映画だがコミカルな要素もあるらしく、久しぶりのスクリーンでの鑑かん賞しように榛名はいつの間にか引き込まれていた。

（……え？）

　どのくらい経たっただろうか。

　二人の間に肘ひじ掛かけがないので手て持もち無ぶ沙さ汰たに手はソファの上に置いていた。その手の上に不意に篁の手が触ふれたのだ。

　初めは単に手が当たっただけだと思ったが、重なったそれは外されることなく、ゆっくりと指を絡からめてくる。

（み、三樹？）

　ペアシートの背もたれのせいで、榛名たちが手を繫つないだ状じよう況きようにあることは誰だれにも見えない。それでも、子供の時のようにしっかりと手を繫いでいるこの状況に、さすがに戸と惑まどうしかなかった。

　そっと指を外そうとするものの、いわゆる恋人繫ぎをしているため簡単に手は解ほどけない。

「三樹」

　映画の音に合わせ、榛名は目立たないように声を掛かけた。

「ん？」

　篁はすぐに気づいて返事をしてくれる。

「あ、あの、手」

「手？」

　聞き返されながら、少し握にぎる手に力を込められた。

「外して」

「どうして？」

「ど、どうしてって」

「今はデートのレクチャーの途と中ちゆうだろう？　あ、ほら」

　唐とう突とつに促うながされて視線を前方に向けると、ちょうどラブシーンだった。

「せっかくの暗い場所なんだし、こうして手を繫がない方がおかしいよ」

「……そんなもの？」

「そんなもの」

（レクチャーって、こんなことまでしてくれるんだ）

　漠ばく然ぜんと、女性との会話の仕方やデートの場所などを教えてくれるのだと思っていたが、まさかこんな対応まで実践してくれるとは想像もしていなかった。

　そう言われてしまうとこの状態をどうにかすることもできず、榛名は納なつ得とくして身体からだの力を抜ぬいた。確かに好きな者同士ならば、人の目の届かないところではいつだって引っ付いていたいと思うだろう。

　男同士だという大前提を捨て、榛名は小さく頷うなずきながらじっと繫がれた手を見下ろした。

　すると、今度は篁の指が、撫なでるように榛名の手の甲こうを滑すべる。

（僕も、した方がいいのかな……）

　篁の手を辿たどるように、榛名の方も同じように指を動かしてみる。すると、軽く手を引かれて篁の肩かたに寄り添そう体勢になってしまった。

「この方が、もっと近いよ」

「う、うん」

（俺の方からも抱だき寄せて……）

　既に密着した状況なので抱きしめるというのもおかしな話だ。大体体格差もあるので、どうしても榛名の方が支えてもらう恰かつ好こうになる。

　それでも、ここまで篁と密着するのは久しぶりだ。小学校……いや、中学に進学してからもしばらくは篁に引っ付いていて、友人たちからはよくからかわれていた。榛名や篁にとっては幼よう稚ち舎しや時代からの延長でまったく違い和わ感かんはなかったが、幾いくら幼おさな馴な染じみでも男同士でそこまではくっつかないとも言われた。

『みっちゃん、僕たち変なの？』

　あまりに頻ひん繁ぱんに言われてしまうので篁に相談した時だ。

『全然おかしくないよ。みんなはこんなふうにくっつける相手がいないから羨うらやましいだけなんじゃないかな』

　平然と答えられ、榛名はそういうことかとすぐに納得できた。榛名にとって頭が良くて大人びた篁の言葉はとにかく正しいものだったのだ。

（あの頃ころから、僕は全然変わってない）

　社会人になり、篁の庇ひ護ごから抜け出したと思っていたが、やはり頼たよってしまうのは篁しかいない。

「ハル」

「ん？」　>>>♥

　つらつらとそんなことを考えてまったく映画の内容が頭に入っていなかった榛名は、唐突に目の前に篁の顔のアップがきて驚おどろく間もなく、

「……っ」

　唇くちびるに柔やわらかな感かん触しよくを覚えた。

「……え？」

（い、今のって……）

　キスだ。

　さすがに動どう揺ようし、繫いでいない方の手で唇を押さえると、篁が耳元で囁ささやいた。

「ドキッとした？」

「び、びっくりした……」

「これもペアシートの特権だよ。安心して、周りからは見えていないから」

「見、見えないって」

　あまりにも驚いて固まってしまったが、周りにと言われて慌あわてて篁から身体を離はなす。確かにシートは頭まで隠かくすほどのゆったりサイズなうえ、暗い場内で何をしているのか背後からも前方からも見えている確率は少ない。

　だからといって、キスしてもいいということにはならないのではないか。

「大だい丈じよう夫ぶ。同性とのキスはノーカウントだ」

「ノー、カウント……」

「酔よっぱらってキスする奴やつなんて結構いるからね。ハルは二次会とかほとんど行かないから知らないだろうけど」

　門限があり、酒が苦手な榛名は飲み会に参加しても一次会のみで、その後は篁と一いつ緒しよに帰るのが常だった。その時点でも酔った者の姿は見たし、かなり陽気に騒さわいでいるなと思っていたが、まさかキスをしているとは想像もしていなかった。

（……あっ、いわゆる、キス魔まってやつかもっ）

　以前、桐ケ谷が酔うと誰にでもキスをしてしまうキス魔に遭そう遇ぐうしたことを面おも白しろく話してくれたことを思い出した。その時は榛名を驚かせる作り話だと思っていたが、篁まで言うとなると本当にそんな人間がいるのだ。

　篁にキスされたことにただただ驚いたが、男同士はそこまで深刻に受け止めない方が普通なのかもしれない。

「し、知らなかった……」

「知らなくてもおかしくないしね。でも、ハルは他ほかの男にこんなことさせたら駄だ目めだよ。いくらカウントしないからって、可愛かわいいハルがその餌え食じきになる必要はないから」

　これからも飲みに行く予定はあまりないが、知らない相手にキスされるのは想像すらできない。嫌いやがってもおかしいだろうし、反対に嬉うれしがるのも違ちがう気がするので、今まで通り皆みなの酔いが浅い時に帰るのが一番の対策のように思えた。

　わかったと篁の顔を見上げながら頷くと、暗い中でも見返してくる眼まな差ざしが優やさしくなったのが見える。

「僕だって、好きじゃない人とキスとかしたくないよ」

「……」

「三樹？」

「……今の、ハルは嫌だった？」

「今のって？」

「俺から……キスしたこと」

「嫌じゃないよ？」

　反射的に答えた榛名は、ここまで自分のために身体を張ってくれる篁へ感謝の言葉を継ついだ。

「僕、三樹のこと大好きだし。でも、こんなことまでさせてごめん」

「……」

「三樹？」

　なぜか、片手で顔を覆おおった篁が何事か呟つぶやいている。

（どうしたんだろう？）

　篁の反応を待ってみたが、なかなかこちらを見てくれなかった。










　映画が終わったころ、少し小腹が空いてしまった。

　映画の礼のつもりで篁を食事に誘さそうと、彼は当然のように頷いてくれた。しかし、同時にデートのシミュレーションをしてみるように言われて、行く店のチョイスも任せられてしまう。

「三樹は何が食べたい？」

「何でもいいよ。ハルに任せる」

「何でも……」

　これが一番厄やつ介かいな言葉だ。

　篁は肉も魚も好きだし、ちゃんとした店も、居酒屋や食堂も好きだ。車も近くの駐ちゆう車しや場に停とめているので、置きっぱなしにはできない。

（こんなふうに、相手のことを考えながら店を選ぶんだ……）

　いつだって榛名は篁や周りの人間が先に店のチョイスをしてくれていた。小食で魚好きの榛名の好みにピッタリな店ばかりで、しかもお洒落しやれなところも小さな小料理屋も、どこで探したのかと思うほどその幅はばは広い。

　いつの間にかそうされることに慣れていた榛名だったが、恋こい人びとを作るとそれを考える側になってしまうのだ。

　妙みようなプレッシャーを感じ、冷ひや汗あせが流れた。

（今日のランチは海かい鮮せん丼どんだったっけ……。じゃあ、魚は止やめた方がいいかもしれない。三樹が好きなお肉の美味おいしい店……）

　榛名の知っている店は当然篁も知っているので、サプライズ的なことができないのは仕方がない。その中でも今の篁に合いそうな店を一いつ生しよう懸けん命めい考え、そして十分以上かけてようやく一いつ軒けんの店を提案した。

「赤坂のステーキ屋さん、どうかな」

「ああ、あそこか。あの店ならハルの好きな海鮮の鉄板焼きもしてくれるな」

「あ、あの、他の店でもいいけど」

「せっかくハルが俺のことを考えて選んでくれた店なんだから。ちょっと待ってて、今から行けるか聞いてみる」

　即そく座ざに携けい帯たい電でん話わを取り出して店に連れん絡らくする篁に、スマートな行動ができない自分との格差を強く感じてしまった。

　食事をする場所を考えるのなら、今から行けるか確かく認にんするまでが大切なのだ。予約必ひつ須すな店はもちろん、行列になる店も、だ。行けばすぐに入れるとは限らない。

（三樹って、凄すごいな……）

「今から三十分後なら良いらしいよ」

　電話を切った篁に、榛名はありがとうと告げる。

「三樹から習うこと、いっぱいあるな」

「ん？」

「よろしくお願いしますっ」

　キスされたというアクシデントはあったが、榛名にとって勉強になる夜だ。

　レクチャーという言葉に囚とらわれた榛名が、これをデートだと認識することはなかった。








第三章









「で、昨日は水族館に行ったってわけか」

「はい。凄く楽しかったですよ。ペンギンも可愛かったし、カピバラも」

「何とも健全なデートだな。ほら、これも食え。秘書からの差し入れだ」

　目の前に出されたのは、甘い香かおりを漂ただよわせているアップルパイだ。

　男らしい見かけに反して甘いもの好きな桐ケ谷は、時々榛名にも差し入れのお相しよう伴ばんをさせてくれる。今日はもう二回も人間ドックの予定を蹴けった桐ケ谷に忠告をしに来たのだが、思わぬ歓かん待たいをされてつい腰こしを落ち着けてしまった。

「デートじゃないですよ、社長。みつ……専務と出かけたっていうのは僕の都合があって……」

「お前はともかく、篁からすれば立派なデートだろ」

「……そうなんですか？」

　それまでも篁と出かけることは多く、いつだって篁は榛名を優先して考えてくれた。それが今は榛名の方が篁の、一緒に出かける相手のことを考えて行動している。

　事あるごとにエスコートのノウハウを教えてくれる篁はいわば先生で、彼と出かけるのは課外授業の一いつ環かんでもある。それをデートと言われては違い和わ感かんがあった。

「でも、篁のことは好きだろう？」

「好きですよ」

「……」

「社長？」

「そうはっきり言い切られる好きとか……あいつも不ふ憫びんだな」

「え？」

「いや、面おも白しろいからまだそのままでいいぞ」

「はあ？」

　時々謎なぞな言葉を吐はく桐ケ谷は、こちらが尋たずねてもなかなか真意を話してくれない。

　追つい及きゆうするだけ無む駄だだということを大学時代に十二分に理解していた榛名は、本日の訪問理由をもう一度口にした。

「人間ドック、ちゃんと行ってくださいよ？　社長に何かあったら大変なんですから」

「俺に何かあったとしても、篁がいれば問題ないだろ。この会社はあいつが創つくったようなもんだしな」

　笑いながら反論されたが、その内容は大いに問題だ。

「社長は大切な存在ですよ、代わりなんているはずがありません。だから、本当に身体からだには気を付けてください」

　重ねて言うと、桐ケ谷に髪かみをくしゃくしゃにされた。

「ちょ、ちょっと、社長っ」

「あ～、可愛かわいいなぁ。あんな腹黒に嫁よめになんかやりたくない」

「嫁？」

　何の比ひ喩ゆかと首を傾かしげたが、桐ケ谷はまたしても説明してくれなかった。










　今日のランチは、会社近くの公園で買ったサンドイッチを食べることになった。

　榛名にとっては十分な量のサンドイッチだが篁には物足りなかったらしく、その上にどこで手に入れたのか大きなハンバーガーが用意されていた。

　都心の公園でランチする者は意外に多く、そこかしこのベンチは女性のグループやサラリーマンが陣じん取どっている。榛名たちも空いているベンチに座った。

「あ、飲み物っ」

　買い忘れに気づいて慌あわてて立ち上がったが、目の前にビニール袋ぶくろを差し出された。

「……買ってくれていたんだ」

　中には、榛名の好きなレモンティーのペットボトルと、篁がよく飲んでいる無糖の缶かんコーヒーが入っている。それだけでなく、ちゃんとウェットティッシュまであった。

　ここまで気を遣つかうのが本当なのかもしれないと、榛名は尊敬の眼まな差ざしで篁を見つめる。

「凄いね、三樹は」

「凄いって？」

「……ううん。僕も頑がん張ばらないとっ」

　サンドイッチを頰ほお張ばりながら、明日は自分が篁を気づかおうと決意する。しかし、美味しい店は篁の方が知っているし、そもそも榛名が行動する前に篁が先に動いているのだ。

（本当の恋人同士だったらどうするんだろう）

　無意識のうちに眉まゆを顰ひそめていた榛名は、不意に伸のびてきた指に口元を触さわられた。

「え？」

「パンくずが付いてた」

「ご、ごめんっ」

　口に付けるなんてどれほど子供なのか。恥はずかしくて頰が熱くなる。

　誤ご魔ま化かそうと焦あせりながらペットボトルに手を伸ばしたが、目測を誤って倒たおしてしまった。転がり落ちそうになったそれは、咄とつ嗟さに篁が取ってくれる。

「あ、ありがと」

「どういたしまして」

　目を細めて笑えんでくれる篁の顔は、榛名には見慣れたものだ。

　いつでも優やさしい篁。そして今は恋れん愛あいのレクチャーまで引き受けてくれる篁に対し、榛名も恥ずかしがったり申し訳なく思ったりしている場合ではない。

（三樹が喜んでくれること、僕も考えないとっ）

　その日の夜。

　夕食が済んで自室に戻もどろうとした榛名は、キッチンで話している姉夫ふう婦ふの会話が耳に入った。

「明日のお弁当の中身、何がいい？」

「そうだなぁ。甘い卵焼きが入っていたら、後はなんでもいいけど」

「それが悩なやむのよねぇ」

　何気ない会話だろうが、榛名には違和感があった。同じ店で働いている姉夫婦は、昼間は当然のように住居部分で昼食をとる。母や祖母が準備してくれている場合が多いが、姉も皆みなの分を含ふくめて作ることもあり、わざわざ自宅から弁当を持ってくることはないはずだった。

「姉さん、お義兄にいさん、お弁当食べるの？」

　いきなり会話に入ってきた榛名に驚おどろいたらしいが、姉はすぐにそうよと頷うなずく。

「明日、父さんと営業に行くのよ。昼食の時間がとれるかわからないからお弁当を持たせようと思って。あ、もちろん私が作るのは啓介さんの分だけで、父さんのは母さんが作るわ」

「お弁当……」

「どうしたのよ、榛名」

「……」

「ハルくん？」

「お弁当だ！」

　榛名はがっしりと姉の腕うでに抱だきついた。

「僕もお弁当作るから！　姉さん、教えてっ」

「作るって……あんた……かなり不器用じゃない」

「い、いいんだよ、気持ちが大事なんだから」

　自身の不器用さはどうしようもないが、篁を喜ばせたいという気持ちは誰だれよりもある。それに、テレビドラマでも小説の中でも、恋こい人びとのために弁当を作るシーンはあって、それはごく当たり前のことのはずだ。

　今の榛名の頭の中では恋人役が篁で、彼を喜ばせれば自分の恋愛スキルも上じよう昇しようすると信じて疑わない。

　少しばかり世間知らずの榛名は、弁当は主に女性側が作って男性側に送るのだという大きな前提は頭になく、ようやく思いついた秘策に浮うかれていた。










「……」

「……これ、ハルが作ったの？」

「…………ごめんね、あんまり美味おいしそうじゃなくて……」

　どれだけ意い欲よくがあっても、技術が伴ともなわないこともある。

　そんな言葉を今朝あらためて思い知った榛名は、まじまじと弁当箱を覗のぞき込む篁を真っ直すぐ見ることができなかった。

　弁当を作って持っていくと決めたが、まったく経験がないので母と姉がつきっきりで教えてくれることになった。開店前の忙いそがしい早朝で、あまり時間がなかったこともあるが……いや、それは言い訳で、結果的に榛名の致ち命めい的てきな不器用さが証明されただけだった。

　卵焼きは焦こげ、タコウインナーは足がもげた。

　唐から揚あげは揚げ過ぎて硬かたくなり、酢すの物は酢が効き過ぎた。

　ポテトサラダはシャリシャリと硬めで、おむすびは形が不ふ揃ぞろいで海苔のりが破けている。

　もちろん、時間があるのなら作りなおしたかったが、実質ぶっつけ本番で、ここまでできれば上出来だと褒ほめてくれた姉の言葉が悲しかった。

　本当は持ってくるのも躊ちゆう躇ちよしたが、これが篁への弁当だと知った姉は、どんなに不味まずくてもちゃんと持って行った方が良いと背中を押し、母も頑張った成果だからと笑っていた。

　しかし、こうして改めて見ると、やはり不味そうだ。今日、篁の午前の仕事が押して外出できず、ランチは彼のオフィスで食べることになった。この不味そうな弁当を見るのが篁だけだということが、不幸中の幸いと言っていいのかもしれない。

「あ、あの、やっぱりお蕎麦そばでも食べに行かない？　時間もかからないだろうし……」

「ハルの弁当があるじゃないか」

「でも……」

「ハルが俺のために作ってくれた弁当なんだ。米こめ粒つぶ一つ残すつもりはないから」

　そう宣言し、篁はさっそく卵焼きを頰張る。三回もチャレンジしたのに焦げ付いたそれを口に含んだ篁は、まるで高級料りよう亭ていの出汁だし巻まき卵でも食べたかのように目元を緩ゆるませ、美味しいと感かん嘆たんした。

「こんなに美味うまい卵焼き、初めて食べた」

「お、美味しくないよ」

「美味い。ハルの手作りだ」

　きっぱりと言い切り、篁は箸はしを止めることなく弁当を食べ進んでいく。その姿を見ていると本当は見た目よりも美味しいのかもと思ってしまい、榛名も卵焼きを食べてみた。すると、驚いたことに味見をした時よりもはるかにましな気がする。

　もちろん、美味しいとまではいかないが、食べられないことはない。

「美味いだろう？」

　目を丸くする榛名に、篁はまるで自じ慢まんするように言った。そこに榛名への絶対の信しん頼らいがあるようで、嬉うれしくなった口元は自然と緩む。

「二人で食べているからかな」

「そうだね。あ、ハル」

「え？」

　篁は目を閉じて口を開けた。

「三樹？」

「……」

（……食べさせてってことかな？）

　鈍にぶい榛名が篁の意図に気づいたのも、もしかしたら最近のレクチャーのおかげかもしれない。

　榛名はウインナーを箸で摘つまみ、そのまま篁の口に運んだ。

「……ん、美味い」

「炒いためただけだよ」　>>>♥

　ここまで手放しで褒められるとくすぐったいが、当然悪い気などするはずがない。

　いつもより箸の進みが速かった榛名と、いつも以上にたくさん食べてくれた篁のおかげで弁当は完食した。昼休きゆう憩けいの時間は短かったはずだが、気づけば少し時間が余っている。

「ハル」

　テーブルの上を片付けていた榛名は、名前を呼ばれて顔を上げた。

　何だろうと首を傾かしげれば、篁がソファの自分の隣となりのスペースを軽く叩たたく。

（あ……）

　店ではない、二人きりの部屋の中。食事を済ませればイチャイチャする時間かもしれない。

　タイミングを計ることがまだできない榛名は、急いで篁の隣に座った。

「今日はありがとう」

「いつも、三樹が色々と気を配ってくれてるでしょ。僕だって三樹のために何かしたいって思って……」

「そうか」

　篁の纏まとう雰ふん囲い気きがさらに優しくなったのを感じ、榛名は笑ってその顔を見上げた。

「きっと、好きな人ができたらこんなふうに思うんだなってわかったよ。その時までにはもっとお弁当も上手うまく作れるようにしないとね」

「……」

「三樹？」

「そうだな」

　一いつ瞬しゆんだけ言葉が詰つまったらしい篁を怪け訝げんに思えば、なぜか顎あごを取られてしまう。

「こういう時は、ありがとうの意味を込めてキスしたらいいよ」

「キ、キス？　でも……」

「男同士のキスはノーカウントだ。……ハル」

　指先で軽く頰ほおを擽くすぐられ、反射的に目を閉じたと同時にキスをされた。いくらノーカウントだとしても、実際に触ふれる唇くちびるは柔やわらかく、どうしても意識してしまう。

「ん……っ」

　軽く合わせるだけだと思っていたが、いったん離はなれたと思うと今度は角度を変えて重なってきた。時折唇を舌で舐なめられるが、どうしていいのかわからない榛名はただ受け止めることしかできない。

「ハル、口を開けて」

　吐と息いきのような囁ささやきに誘ゆう導どうされて小さく口を開くと、そこにぬめった蠢うごめくものが入り込んできた。

「んぅっ」

（こ、これって……っ）

　怖こわいけれど、確かめずにはいられなかった。薄うすく開いた視界の先には、端たん整せいな篁の顔が驚おどろくほど間近にある。篁は目を閉じておらず、揺ゆれる榛名の視線を捉とらえると艶つやっぽく笑ったのが見えた。榛名は慌あわてて目を閉じ、息苦しいキスにただただ翻ほん弄ろうされる。

（これ、三樹の、舌……っ）

　舌を入れるキスなんて、上級者かプロしかしないのではないか。まだ初心者の榛名は驚きが大きく、さらには呼吸が苦しくなって篁の胸を必死に押し返す。

「……んはっ、はっ、はっ」

　ようやく唇が離れた時は息も絶え絶えで、唾だ液えきで濡ぬれた唇を閉じられなかった。

「ハル、キスの時は鼻で呼吸をするんだよ」

　荒あらい呼吸を整える榛名の髪かみを撫なでて言う篁に、キスの時は鼻で呼吸することを初めて知った。

「恋こい人びとができる前に知っていた方がいいだろう？」

「……うん」

　篁の言葉には、経験上の実感がある。

　きっと、今まで付き合ってきた相手とも、こんなキスをしたのだろう。

　ふと、榛名の胸がツキンと痛む。

「ハル？」

「う、ううん、なんでもない。教えてくれてありがとう」

　この胸の痛みは、きっとキスをして呼吸困難になったせいだ。

（仕事が始まる前に、ちゃんと呼吸整えておかないと）

　榛名は何度も深呼吸をし、感じた胸の痛みを頭の中から押しやった。










「お帰り。今日も三樹くんと一いつ緒しよだったって？」

　弁当作りからしばらく経たって玄げん関かん先さきで会った姉は、にんまりと意味深な笑えみを浮うかべた。

「うん。三樹の知り合いがお店を開いたからそのお祝いに行ったんだ。美味おいしいエスニックのお店だったよ。今度連れて行くね」

「ありがとう。でも、あんたここの所ずっと三樹くんと出かけているでしょ？　前も良く飽あきないなと思うくらいだったけど、今は毎週って言うか、平日も良くご飯食べに行っているんだって？」

「うん」

　週末は夕食を一緒にとるが、平日は基本的に店が終わると自宅に戻もどる姉夫ふう婦ふ。婿むこ養よう子しに来てもらっても気き兼がねしないようにと、本当に店を継つぐまでは店から少し離れた場所に住んでいるので、きっと母から最近の榛名の様子を聞いたのだろう。

「三樹くんに迷めい惑わくかけてない？」

「……多分」

　女性との付き合いはデートが基本だと、篁は貴重な時間を割さいて榛名をいろんな場所へと連れて行ってくれる。そのことを申し訳なく思うものの、学生時代以来篁と一緒にいる時間がこんなにも増えて、素す直なおに嬉しいとも思う。

（……でも、なかなか上達しないっていうか……）

　弁当を作って行った時、初めて濃のう厚こうなキスを交かわしたが、それ以来篁は頻ひん繁ぱんにキスを仕し掛かけてくるようになってきた。

『恋人が不満に思わないように、常に愛情表現するのは大事なことだよ』

　そう言われ、榛名も真しん剣けんに受け入れることにしている。

　実際は榛名の方がリードする側なので篁の行動を真似まねするように頑がん張ばってはいるが、身体からだを寄せるタイミングや、キスをするタイミング。覚えることは多くて、榛名は失敗続きだ。

　それでも篁はどんな時も優やさしく受け止め、教えてくれる。

（想像力が足りないのかなぁ）

　恋人を作りたい、結けつ婚こんしたいと思うが、実際に好きな相手がいるわけではないので、どうしても想像してからの行動になる。そのためか動きがぎこちなくなってしまうので、見み惚とれるほど完かん璧ぺきなエスコートをしてくれる篁を羨うらやむばかりだ。

　きっと、今までの篁の恋人は、いつもこんなふうに幸せな気持ちだったのだろう。

（三樹の、恋人……）

　恋人づくりの食事会から一カ月余り。

　プライベートの時間はほぼ、いや、多分すべて榛名のために使ってくれている篁に申し訳ない。今の篁には恋人はいないようだが、いつまでもこんなことでは篁が恋人を作る暇ひまもないだろう。

　早く独り立ちしたいが、まだまだ手を掛かけてしまいそうだ。

「あ、帰ってきたか」

　そこに、風ふ呂ろ上あがりの父がやってきた。

「帰るのか、夏海」

「ええ」

「気をつけてな。榛名、今週の日曜日は茶会に行くぞ」

「え？」

　唐とう突とつな父の言葉に、榛名はもちろん側そばにいた姉も驚いた。

「ちょっと、父さんどういうこと？　茶会には私が行くはずでしょう？」

「榛名も少しは実家の店を手伝わないとな。最近出かけてばかりだったろう？」

「う、うん」

　父も、幼おさな馴な染じみで上得意の孫である篁との付き合いを咎とがめることはなかったが、言われてみれば最近週末はいつも出かけていて店の手伝いも疎おろそかになっていた。

　いくら店を継ぐのは姉夫婦でも、榛名も和菓子屋、《駿河屋》の長男だ。

　協力すべきことはしなくてはと、気持ちがぴしっと引き締しまった。

「わかったよ」

「榛名」

　何か言いたげな姉に、榛名は大丈夫と頷うなずいてみせる

　榛名の実家の事情を熟知している篁には、きちんと話して謝ればいい。時間が空けば篁も自由に過ごせるはずだと、榛名は軽い足取りで階段を上っていった。










　日曜日がきた。

　今日の茶会はある家元主しゆ催さいのもので、訪おとずれる客も錚そう々そうたる面々だ。

　榛名たちはその茶会に出した茶ちや菓が子しの提供主として招かれ、父と共に榛名は家元に挨あい拶さつをした。

「ああ、久しぶりだね、榛名くん。もう社会人だって？」

「はい」

「確かに、顔つきがしっかりしてきた。《駿河屋》さんも後こう継けい者しやは有能だし、長男さんは立派な社会人になったし、心配することは何もないでしょう」

「ええ、ありがたいことです」

　何度か会ったことのある家元は、どうやら榛名を新卒と勘かん違ちがいしているらしい。高校時代からあまり容姿が変わらない童顔なのは自覚しているので、榛名は丁てい寧ねいに頭を下げてその場を辞した。

　茶菓子の提供は弟で子しの皆みなさんがするので、挨拶を済ませた榛名たちは実際にすることは何もない。後はたててもらう茶を飲むくらいだが───。

「《駿河屋》さん」

　父と一緒に中庭を歩いていると後ろから声を掛けられた。《駿河屋》と呼ぶくらいなので父の知り合いだろう。

「ああ、塚つか越こしさん」

　近づいてきたのは父と同年代の男性と、若い女性の二人連れだった。

「茶菓子、いただきましたよ。相変わらず美味うまかった」

「ありがとうございます」

　頭を下げる父に榛名も慌てて合わせると、父が塚越と呼んだ男性が言った。

「こちらは……」

「長男です」

「駿河榛名です。いつも父がお世話になっています」

「ほお」

　恰かつ幅ぷくの良い男性が、まるで見定めるように榛名を見る。その視線に無意識に肩かたを竦すくめそうになると、なぜか父が男性に提案した。

「茶菓子の品評が聞きたいですね。あちらに一緒に行きませんか」

「そうですね。望のぞみ、お前は榛名くんと一緒にいなさい。《駿河屋》さんのお子さんなら安心だしな。榛名くん。娘を頼むよ」

　あっという間に、その場には榛名と女性が残される。突然の状じよう況きように榛名の緊きん張ちようは増した。

（こ、これって……）

　まるで、後は若い者同士でと残された気分だ。

　会社で女性社員と話すのはまったく緊張しないし、店で接客をしている時もそれなりに対応ができていると思う。しかし、こういう場で、相手は振ふり袖そで姿で、改めて向き合った状況でどうすればいいのか、榛名は内心パニックになりそうだった。

「あの」

「は、はいっ」

「塚越望と言います。榛名さんって綺き麗れいなお名前ですね」

　会話を切り出してくれたのは女性───望の方だった。

「こういう着物、着慣れなくって。少しきついので、向こうで座っていいですか？」

「あ、はい、行きましょうか」

　慣れないという言葉は噓うそではないようで、見下ろす着物の裾すそ捌さばきは少し心こころ許もとない。祖母や母で着物を着た女性を見慣れている榛名には危なっかしく思え、自然と手を差し出していた。

「ありがとうございます」

　望も可愛かわいらしい笑え顔がおで手を取ってくれ、榛名は空いた床しよう几ぎに促うながした。

「榛名さんはお幾いくつですか？」

「僕は今年二十五になります」

「えっ、若い」

　ぽろっと零こぼれた言葉が年相応で、榛名はようやく笑みを浮うかべた。

「童顔だってよく言われます」

「ご、ごめんなさい、そんなつもりじゃなくて、私と同じくらいかなって……私、二十三です。今年社会人になったんです」

「へえ。仕事は何をされているんですか？」

「銀行に勤めています。榛名さんは？」

「僕は『Ｍ＆Ｈ』って会社に……」

「えっ、あの有名なっ？」

　望のリアクションが素す直なおなせいか、榛名は身構えていたことが馬ば鹿か馬鹿しくなるくらい自然と会話できた。望は本当に無む邪じや気きで、慣れてきたら少しだけ言こと葉ば遣づかいが崩くずれてきたのも微笑ほほえましい。

　普ふ段だんは篁や桐ケ谷など、背の高い人間に囲まれているので自分が小こ柄がらだと思っていたが、望といると榛名でも十センチ近く高いように見えた。

　綺麗にセットした髪かみに、ふわふわした笑顔。可愛いなと普通に感じる。

「あの店行ったんですか？」

　変わったタピオカを出す店のことを言うと、羨うらやましいと本気で呟つぶやかれた。

「友人が連れて行ってくれて。本当に美味おいしかったよ」

「いいな～。私も今度友達と行ってみます」

「うん、ぜひ行ってみて」

　篁が連れて行ってくれた流行はやりや変わった店の話は女性にも興味があるらしく、榛名はその雰ふん囲い気きや味の感想を伝え、望は目をキラキラさせて聞いてくれた。

「楽しそうだな」

　話が弾はずんでいたせいか、父たちが戻もどってきたのも気づかなかったくらいだ。

　榛名はすぐに立って塚越に席を譲ゆずると、ゆっくりと腰こしを下ろした彼は榛名を見上げて礼を言ってきた。

「煩うるさい娘むすめの相手をさせて申し訳なかったね」

「いいえ。楽しい話をさせてもらいました」

「塚越さん、私たちはこれで」

「ええ、また」

「失礼します」

「さよなら、榛名さん」

　無邪気に手を振る望に笑いかけ、榛名は歩き出した父の後ろについて行く。しばらく歩いたかと思うと、父が突とつ然ぜん切り出してきた。

「どうだった？」

「え？」

「お嬢じようさん。可愛い人だったな」

「うん。女の子とあんなふうに話したのは初めてだったけど、可愛いくて素直な子だったよ」

「……どうだ？」

「どうって？」

「……」

　いきなり話を振られても、会話の繫つながりがないので意味がわからない。

「父さん？」

「……いや、また機会があったら会うといい」

「でも、また会えるかどうかはわからないよ」

　偶ぐう然ぜんに行った茶会で、たまたま出会った父の知人の娘。話は合ったのでまた会えると嬉うれしいが、職種も違うのでなかなかその機会はないだろう。

　なぜか深い溜ため息を父につかれたが、榛名はとても上じよう機き嫌げんだった。今回望とこれほど自然に会話ができたのは、篁が恋こい人びと対策をレクチャーしてくれたからだ。もちろん、望は恋人ではないが、女性との接し方はずいぶん参考になった。

（明日、三樹にお礼を言わなくちゃ）

　恋人でなくても、女の子と話をするのはドキドキする。もしかしたら彼女が自分の特別になるんじゃないかと考えたりもして、また違ったわくわく感も覚える。

　これが恋れん愛あいなのかどうかわからないが、榛名にとって望との出会いは衝しよう撃げき的てきで、自身のスキルを見つめなおすのにとてもよい機会になった。
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　電話を切った篁は茫ぼう然ぜんとしていた。

【三樹くん、榛名が今日お見合いするの、知ってる？】

　榛名の姉、夏海からの電話は青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　週末のデートが家業のために断られたのは仕方がないと思っていた。今は会社員をしているとはいえ、元々家業の和わ菓が子し屋を継つぐつもりだった榛名に、少しでも実家を手伝おうという気持ちが残っているのを知っている。

　今回の茶会出席もその店の手伝いの一いつ環かんだと思っていた篁は、夏海の報告に己おのれの甘さを痛感していた。

【一応、報告。本人は全然わかってないみたいだけど】

　夏海が《駿河屋》の跡あとを継ぐと聞いた時、篁は己の榛名への気持ちを知っているのだと察した。もちろん、夏海が跡継ぎになることを決めたのは榛名のためだけだとは言わないが、それでも店は自分がいるからと、悪戯いたずらっぽく笑いながら報告された時のことは今でも鮮せん明めいに覚えている。

　夏海のスタンスは、けして男同士の恋愛を積極的に応おう援えんはしないが、世間知らずな榛名を守れるのは篁しかいないと考え、消極的な協力をするという感じだ。榛名の両親や祖母も、篁の榛名への好意は認にん識しきしているものの、そこに恋愛を含ふくめた感情があるとは考えてもいないだろう。

　だからこそ、榛名の父親が今回の見合いもどきを持ってきたのは親心としては理解できる。実際、篁の親もいまだに見合いをセッティングしようとしているくらいだ、それが親というものかもしれない。

　それでも、現実に榛名が女と一いつ緒しよにいるところなど想像したくなかった。

　自分のキスを受け入れる時の、とろけるような艶つやっぽい顔を他ほかの人間に見せるなんて、考えたくもない。

　唯ゆい一いつの希望は、榛名自身がその見合いに気づいていない、もしくは相手に対して何の感情も動かさないことだ。そうすれば、篁の焦しよう燥そうは杞き憂ゆうになる。

　しかし───。

「昨日、女の子をちゃんとエスコートできたよ。これも、いつも付き合ってくれている三樹のおかげだと良くわかった。本当にありがとう、三樹」

　出社して顔を合わすなりそう感謝を述べられた篁は、自分がちゃんと笑っているかどうか自信がなかった。

「三樹？」

　相変わらず、榛名が可愛らしく顔を覗のぞき込んでくる。そんな榛名は篁に対してまったく罪悪感を覚えていないらしい。当たり前だが、己の立場の弱さが情けない。

「……それは、良かった。どんな子？」

「今時の子って感じかな。ふわふわっとしてて、あ、僕より身長が低いんだよ。いつも三樹に見下ろされているから、僕が相手を見下ろすなんて久しぶりかな」

　もちろん、社内の女性社員の大半は一六五センチの榛名より身長が低いが、対等に仕事をしているせいで小さくは見えないのだろう。

（……その女は、ハルにとって守りたいくらい可愛かわいく見えたってことか……）

　さすがに、自分の身長を削けずることなどできるはずがないし、篁は榛名を守りたい側だ。体格も腕力も、榛名の上をいくのは必然だし、当然ぽっと出の女に榛名を取られるわけにはいかない。

「……ハル」

「ん？」

「ハルは、その子を恋人にしたいって思った？」

「え……ま、まさか、そんなこと思わないよ。望さんと会ったのはあの場きりだし、あんなに可愛い子ならきっと彼氏がいるって」

　真っ赤な顔をして必死に否定している榛名は、悔くやしいほどに可愛い。しかし、もしかしたらその女を恋人にしていることを想像しているのかと思うと腹立たしかった。

（キスだけとか……甘かったな）

　もっと早く、榛名に自分を意識させるべきだった。そうすれば、誠実な榛名は篁以外の人間に目をやるなんてことをするわけがない。

　その女を遠ざけることも大事だが、それよりも先にしなければならないことがある。

「三樹？」

　恐こわ々ごわと名前を呼ぶ榛名が、自分の雰ふん囲い気きに恐おそれているのが伝わった。即そく座ざに女への敵てき愾がい心しんを綺き麗れいに隠かくし、篁は目元を意識して緩ゆるめた。その途と端たん、榛名の顔の強こわ張ばりが解ける。

「今夜、一緒に食事をしよう。そうだ、ハルが行ってみたいって言っていた炉ろ端ばた焼やき屋、そこに行ってみない？」

「う、うん。でも、急に行っても……」

「大だい丈じよう夫ぶ、予約しておくから」

　篁の言葉は絶対だ。

　幼いころからそれを植え付けられている榛名は、楽しみだと笑ってくれた。その無む邪じや気きな頰ほおに指を伸のばしたが、最近のボディタッチのせいか嫌いやがる様子はない。

（もう少し……）

　そろそろもう一歩進むべきだと、篁は口元に弧こを描えがいた。








第四章









　今日は、いつもと違った。

　夕食を共にした後は門限があるからと送ってくれるのに、なぜか篁は飲みに行かないかと誘さそってきたのだ。

「わぁ……」

「眺ながめが良いだろう？　いつかハルに見せたいと思っていたんだけど、ようやくその夢が叶かなったよ」

　高級ホテルの最上階のラウンジは雰囲気があり、東京の夜景が綺麗に見える。

「凄すごい……」

　促うながされて窓まど際ぎわに腰こしを下ろすと、篁が軽く手を上げた。すぐに店員が来ると、メニューを見ることなく注文する。

「ウイスキーとオールド・クロック」

「かしこまりました」

　その名前はまったくわからないが、きっとジュースではない。榛名は心配になって篁に顔を寄せながら囁ささやいた。

「三樹、僕あまり飲めないけど」

「綺麗なカクテルだよ。口を付けるだけでいい」

　どうしても出なければならない飲み会ではビールがほとんどで、それもグラス半分ほどがせいぜいだ。まだ美味おいしいと思えず、自分はきっと子供味覚なのだろうと諦あきらめていたが、それを知っている篁が言うのなら大丈夫かもしれない。

　篁の言った通り、しばらくして目の前に運ばれたオールド・クロックというカクテルは、透すき通るほど綺麗なブルーだった。見ているだけでも気分が高こう揚ようし、思わず少しだけ口を付けてみる。

「……甘い」

「口に合った？」

「凄く甘いよ、これ」

　アルコールの香かおりは感じるが、嫌な感じではない。今度は大きく一口含んで、榛名は篁に笑いかけた。

「全然嫌な感じじゃない。もっと早く教えてくれたらこれを頼たのんでいたのに」

「ごめん。でも、気に入ってくれて良かった」

　たわいない話をしながら、榛名はいつの間にかカクテルを空にしていた。次はどうするかと聞かれ、もう一度同じものを頼んでもらう。流れるように夜景に視線を向けた榛名は、ふと脳のう裏りに横切ったものがあった。

「……花火」

　幼いころ、初めて見た花火はとても綺麗で、大きな音と火薬の匂においが鮮せん明めいに記き憶おくに残っている。その花火に比べ、眼下に広がる夜景は綺麗だが匂いがない。それはどこか現実味がないように感じた。

「昔、家族と見た花火も、この夜景みたいに綺麗だったんだよ。お祭りも行ったし、楽しかったなぁ。あ、三樹とも何度か一緒に行ったよね？」

「浴衣ゆかた姿のハルが可愛かった」

「あのねぇ、もっとお祭りの感想があるだろぉ？」

　隣となりに座る篁を小こ突づこうとして、なぜか身体からだが大きく揺ゆれた。すぐに抱だきとめてもらい、先ほどよりもずっと身体が密着する。

「小さいハルの手を繫つないで、祭りを見て回るのが楽しかった」

「小さくて悪かったなぁ」

　二杯はい目めのカクテルが運ばれ、榛名はくっとジュースのように半分ほど飲んだ。少しだけ顔が熱くなった気がするが、楽しい気分は消えないのであまり気にならない。

「ハル」

「あのねぇ、僕、みっちゃんと遊ぶの、楽しかったんだよ？　でも、中学生になったら、みっちゃん、家の用事で遊べないことが多くってぇ……寂さびしかった……ぁ」

　もちろん、篁の他ほかにも友人はたくさんいた。小こ柄がらで吞気のんきな榛名のことを嫌がらず、皆みなとても優やさしくて、学校生活は今思い返しても楽しかった。

　それでも、幼いころからの友達の篁が側そばにいないのは、榛名にとって意外なほど寂しくて、翌日学校で会うのが楽しみで仕方がないほどだった。

（みっちゃんは、僕にとって特別で……）

　誰だれよりも恰かつ好こ良よくて、頭も良くて、優しい篁。皆が憧あこがれる篁の特別な友達が自分だということが、本当はちょっぴり自じ慢まんだった。

　昔のことを思い出すと、なんだか頭がふわふわとする。

「あ……れぇ？」

「立てる？」

「た……つ？」

「ほら、俺に摑つかまって」

　篁に腰を支えられて椅い子すから立ち上がると、情けないほど足に力が入らない。

　また篁に迷めい惑わくを掛かけてしまうと思い、榛名の目め尻じりにはじわりと涙なみだが浮うかんだ。

「ごめぇん……」

「何を謝ってるの？　ハルの世話は俺がしたいからしているだけだ。眠ねむたいならこのまま寝ねていいよ」

「でも……ぉ……」

　酔よって帰ったりしたら、絶対に父に叱しかられてしまう。自分だけならまだしも篁まで巻き添ぞえにしたくなくて、榛名は自身の足で立って帰ろうとした。しかし、地に着けた足は上手うまく前に進まず、結局身体全部を篁に預ける形になる。

「みっちゃ……」

　もう一度ごめんと言おうとして、榛名の意識はふっと遠のいた。










　さっきまで篁と飲みに行っていたはずなのに、なぜか今温泉に入っている。

　温かいというより熱い湯に浸つかった榛名は、のんびりと歌を歌いながら足を伸ばそうとした。

（あ……れ？）

　しかし、いつの間にかサラサラだった湯はスライムのように粘ねばついたものになり、榛名の身体に纏まとわりついて動きもままならなくなった。

「ん……ぅ」

　スライムは身体だけでなく口にも引っ付き、息苦しさに顔を緩ゆるく振ふる。すると、今度は胸にぺったりと貼はりついてきた。

「や……ぁ」

　手を伸のばすと、硬かたい感かん触しよくに突つき当たる。

『ハル』

（……みっちゃ……ん？）

　可愛かわいらしかった幼いころの篁の声。榛名と同じくらい高い声だったそれが、次し第だいに低く、艶つややかなものに変化してくる。

「ハル……」

「……ちゃ………………ぇ？」

　唐とう突とつに視界が開けた。

「……え、……あ……」

　気づくと、目の前に篁がいた。それは珍めずらしいことではないが、目の前の篁は上半身何も着ていない状じよう況きようだった。高校の体育以来、篁の裸ら身しんは見たことがない。記憶にあったそれよりもずっと逞たくましく、しなやかになった身体は貧弱な自分とはまるで違ちがって、榛名はこんな状況だというのにしばし理想の裸身に見み惚とれていた。

「み……っちゃん……」

　無意識に昔の呼び名を口にすると、篁の凜り々りしい顔が笑えみに崩くずれるのが見える。

（こんな顔……久しぶりに見た……）

「気分は？　頭、痛くない」

「……いた……い？　……ううん。痛く……ない、よ？」

　少しだけふわふわするが、痛みは感じていない。どうしてそんなことを聞くのだろうかと不思議に思っていると、少し垂れている目元を緩ゆるませた篁が身を伸ばしてきて、ちゅっと可愛らしい音を立ててキスをされた。

「……え……」

　びっくりして目の前の顔を見上げた榛名の意識はじわじわと覚かく醒せいしていき、ずいぶん時間を掛けてようやく自分が服を身に着けていないことと、篁が上半身裸はだかになっていることを理解した。しかも、ここは風ふ呂ろではなく、どうやらベッドの上らしいということを肌はだで感じ、榛名は慌あわてて身体を隠かくそうと身を捩よじろうとする。

　だが、身体の上には篁が伸し掛かっていて、身動きは取れなかった。

「あ、あの」

「ん？」

「ど……して、僕……」

　いったい、どうしてこんな状況になったのか。混乱する頭で必死に考えた榛名は、自分がカクテルを飲んでいたことを思い出した。今も気のせいか身体が熱く、ふわふわとしているので、もしかしたら酔っているのかもしれない。

　今まで酔うほど飲んだことがなかったのでこの感覚がそうなのかはわからないが、それでも篁に迷惑を掛けたのだろうという結論はすぐに出た。

「ごめん、もしかして、僕、汚よごしちゃった……？」

　慣れない酒に吐はいてしまい、それを始末するのに裸にされたのかもしれない。榛名の世話係を公言している篁が始末をしてくれたのだと、思いついた考えはすぐに現実味を帯びて、榛名はおずおずと篁に謝罪の言葉を告げた。

「ごめんなさい……三樹の服も汚しちゃったんだね？　すぐに洗うから、どこに……」

　篁が身に纏っているスーツが素人しろうとに手洗いなどできないほど高級なことにまで気が回らず、榛名は焦あせりだけを感じて起き上がろうとする。だが、その身体は篁の手で柔やわらかく再びベッドに縫ぬい付けられてしまった。

「……三樹？」

「服は気にしなくていいよ。それよりも、ハル、気持ち悪くない？」

「気分は……大だい丈じよう夫ぶだよ？　でも、ちょっと……落ち着かない」

　篁のスラックスの生き地じが素す肌はだに触ふれて、とても落ち着かない気分だ。

　意識しないようにすればするほど反対に擦こすれる感触に神経が集中してしまい、下か肢しに熱が集まりそうになる。

（何、考えてるんだよ……）

　自じ慰いをあまりしない榛名にとって、たったそれだけのことが変な意味を伴ともなってきそうだ。このままではもっと恥はずかしいことになりかねない。

「離はなれ……」

　とにかく、この状態から逃にげようとしたが、篁は榛名の身体からだの線を確かめるように腰こしから腿ももへと手を滑すべらせてきて、そのむず痒がゆい感覚に榛名は思わず小さな声を上げた。

「んっ」

　自分の口から出たとは思えないほど、それは甘えるような声だ。榛名自身驚おどろいて息をのむと、今度はソフトクリームを舐なめるように首筋に舌が這はった。

「み……つき？」

　こんなのは、親友同士でもするはずがない行こう為いではないか。性的なことに疎うとい榛名でも、今自分がされている行為がセクシャルな意味を含ふくんでいると感じ、戸と惑まどいと恐おそれが次々に襲おそってくる。

　すると、篁が顔を上げ、軽く唇くちびるを合わせた。すぐに離れたその唇を視線で追えば、自然と篁と視線が合う。

「レクチャーの続きだよ」

「……続、き？」

「ハルは良いなと思う相手ができたんだろう？　その子に、いや、その子じゃなくても、特別に思える相手へのアピールの仕方も知っておきたくない？」

　アピール……それが、こういう行為だと言われても、榛名にはすぐに理解ができない。そもそも、篁の言う《その子》が誰だれだかわからない。

「み、三樹」

「ハルは優やさしくておとなしいから、少し強ごう引いんにしてもいい」

「あ……んっ……ひゃぁっ」

　いきなりペニスを摑つかまれ、榛名の腰は跳はねる。物心ついてから自分の手以外触れたことのないそれを、まさか幼いころから知っている篁に触さわられるなんてという衝しよう撃げきに頭の中が真っ白になってしまった。

　咄とつ嗟さに腰を引こうにも、酔っているせいか、それともパニックになっているのか、榛名の抵てい抗こうはまったく意味をなさない。むしろ、篁は手の中のペニスを弄もてあそぶように巧たくみに指を動かし、扱しごいた。

「感じてるなら、そのまま俺の手に合わせて……大丈夫、俺はハルを傷つけたりしないから」

　その上、耳元で囁ささやかれる言葉に榛名の意識は薄うすく膜まくを纏っていく。　>>>♥

「こ……なの、変……あっ」

　眠ねむっていたペニスが篁の手しゆ淫いんに目を覚まして漲みなぎってくるのがわかり、榛名はどうにか抵抗しようと譫うわ言ごとのように繰くり返した。しかし、そんな意識とは裏腹に、勃たち上がったそれは浅ましくも篁の手を押しのけるように育っていく。

「男なんだ、おかしくはないよ」

「……しく、ない……？」

「感じて、ハル……」

　ペニスを扱かれながら、目元や頰ほおに降るようなキスが下りてきた。その間にも、耳には榛名を唆そそのかすような甘い言葉が注ぎ込まれる。

「ハル、ハル、可愛い」

「み、みつ、三樹……っ」

　もう、何がどうなっているのかわからない。

　榛名は与あたえられる刺し激げきに逆らうことなど考えられず、そのまま篁の手の中に熱を解き放った後、落ちるように眠りについた。










「おはよう、ハル」

　翌朝、榛名は熱ねつ烈れつなキスで起こされた。

「気分は？　気持ち悪くない？」

「……気分……」

　なんだか、前にも同じ質問を受けたような気がする。榛名はふと自身を見下ろし、真新しいバスローブを着ていることに無意識に安あん堵どした。

　ベッドに腰こし掛かけている篁は既すでにシャツとスラックスを着ている。しかし、どうやらそれは昨日の物とは別のスーツだった。

（僕、昨日……）

　篁と夕食を共にして、夜景の綺き麗れいなラウンジに連れて行ってもらった。

　そこでカクテルで酔よってしまい、気づいたら───。

「あ……」

　痛みはないものの、身体には甘い違い和わ感かんが残っている。全部を鮮せん明めいには覚えていないが、それでも昨夜自分と篁の間に何があったのかおぼろげながらに思い出した榛名は、ベッドの上だが篁に対して土下座をした。

「ご、ごめんなさいっ。僕、酔って三樹にへ、変なことさせてっ」

　酔って気分が良くなってしまい、強引に篁に性器への愛あい撫ぶをさせてしまったに違ちがいない。男のものを触らせるなんて気持ちの悪いことをさせたと、榛名はどう謝ればいいのかわからなかった。

「本当にごめんなさいっ」

「ハルが謝ることなんてないよ。俺がしたくてしたことだ」

　それなのに、優しい篁は榛名の罪悪感を消そうと、責は己おのれにあるのだと言ってくれる。その優しさに涙なみだが出そうで、榛名は泣きそうになるのを唇を嚙かみしめて我が慢まんした。襲った自分が泣くなんて、暗に篁を責めてしまいかねないからだ。

「ハル、本当に俺がしたくてしたことだ。……これで、ハルも恋れん愛あいがどういう意味を込めたものか実感できたよね？」

「それは……」

「ハルの承しよう諾だくを得ないまましてしまったことは悪かったけど、俺はハルに意識してもらいたかったんだ。恋愛も、結けつ婚こんも、ただ好きだということじゃなく、こういった行為も含んだものだってこと」

　それは、嫌いやでも思い知った。漠ばく然ぜんと恋こい人びととか結婚とか口にしていたが、その相手とはキスをしたり、昨夜のような行為もしなくてはならない。それも、榛名の方からリードするのだ。

（で、できそうにない……かも）

　草食系というより、そもそも自分が性的に成長していない子供だったということを改めて自覚して、榛名の落ち込みはさらに深いものになった。

「僕……」

「経験だよ、ハル」

「……経験？」

「仕事だって、何度も失敗したり、勉強したりして覚えただろう？　恋愛だって同じことだよ。ちゃんと経験を積んでいけば、きっとハルも幸せになれる」

　榛名にとって一番信しん頼らいできる篁の言葉に、強きよう烈れつに引き付けられる。

「僕も、できる？」

「女性をリードするには、ハル自身快感がどんなものかを知るかが大切だ。もちろん、それは俺が協力して教えてあげる。ハル、これからも俺のレクチャーを受けてくれるね？」

「……おかしくない？　だって、キスとか、その、それ以上はやっぱり……僕たち、男同士だし……」

「男同士だからこそだよ。扱き合いは自慰と一いつ緒しよだ」

「……そんなもの？」

　常に側そばにいた篁と東雲とはそんな行為をしたことはなかったが、篁が噓うそを言うはずがなく、榛名は反対に自分の無知さが恥ずかしくなった。

「そんなもの。ね、ハル、ハルは練習のために好きでもない女の子とあんなことできる？」

「本当に……いいの？」

　榛名は慌あわてて頭を横に振ふる。そもそも好きな相手もいないのに、身体からだだけの関係なんて想像すらできない。

　そうなると、やはり頼るのは篁しか考えられなかった。

「ああ、でも、これは俺以外としちゃ駄だ目めだよ？　東雲とか、桐ケ谷先せん輩ぱいとか。ハルは流されるかもしれないから」

「するわけないよっ。あ、あんな恥はずかしいこと、三樹以外とできるはずがない」

　いくら世間ではごく普ふ通つうのことだとしても、榛名は篁以外とは絶対できそうにない。言い換かえれば篁だけに無理を強しいることになるのだが、目の前の端たん整せいな顔は榛名の身勝手な言葉にも意外なほど嬉うれしそうに綻ほころんでいた。

「じゃあ、先まずはおはようのキスから」

「え？　今から？」

　昨日の今日で、榛名はどうしても意識してしまうのに、篁にそんな様子はまったく見られない。それが経験値の差というものか。

　外国では、キスも挨あい拶さつの一つだ。そう割り切ろうと、榛名は篁の肩かたに手を乗せた。シャツの感かん触しよくに妙みように現実味を覚えるが、これはあくまでも練習だ。

「……んっ」

　ぶちゅっと、音がしそうなほど強く唇くちびるを押し当て、三秒心の中で数えてから顔を離はなす。

「……どう？」

「可愛かわいかった」

「……っ」

　事あるごとにそんな甘い言葉を吐はく篁は問題だが、先ずはキスが上手うまくできたことでほっと安堵できた。

　これから先もこんなに恥ずかしいことをするのだろうかと不安が過よぎるが、自分の未来を考えると避さけては通れない経験かもしれない。










　初めての無断外がい泊はくは、篁が前もって連れん絡らくをしてくれていたらしく叱しかられることはなかった。ただ、酔いはまだ少し残っていたようで、父に少し嫌いや味みを言われてしまった。

　昼休みにぽつりとそれを吐と露ろすると、篁は週末にわざわざ榛名の実家に足を運んでくれた。

「おじさん、先日は榛名を無理に誘さそってしまい、すみませんでした」

　さすがの父も、篁に頭を下げられては文句を言うこともできないらしい。

「いやいや、よく来たね、三樹くん。こうしてじっくり顔を合わせるのは久しぶりだが、ずいぶん男おとこ振ぶりが上がったじゃないか」

　むしろ、こうしてきちんと挨拶に来た篁を好ましく思ったらしく、歓かん待たいした上試作品の試食まで頼たのんだ。

「……うん、美味うまい」

　店の奥の古い作業場で、和わ菓が子しを摘つまむイケメンという構図はなかなか面おも白しろい。

「小豆あずきの甘さが引き立ってますね……ん？　でも、いつもと少し味が違うかな。なんか……甘さが……」

　小さく切ったものを目線にまで上げて見つめる篁に、榛名は思わず声を弾はずませた。

「凄すごい、三樹、良くわかったね。これ、砂糖が入ってないんだよ。姉さんがお義兄にいさんに提案して、砂糖の代わりにメープルシロップを入れたんだって」

　代々伝わっている菓か子しは父の担当だが、義ぎ兄けいは次々と新作を考案していた。今の時代、伝統だけに縛しばられていては商売が先細りするという姉の持論で、女性たちに好まれるものをと特に考えているらしい。

　最初は難色を示していた父も、新作の売り上げが上々なのを見て考えを改めていた。

　こんなところが、姉は凄いと思う。商売の勘かんがあるというか、色んな冒ぼう険けんをする度胸もあって、榛名はいつも驚おどろかされているのだ。

「三樹くん、舌肥えてるわねぇ。うちに婿むこに来ない？」

「ね、姉さん、変なこと言わないでよっ」

　からかうように言った姉の言葉に、篁ではなく榛名の方が動どう揺ようした。今の自分たちの関係を言い当てられたような気がしたからだ。

「俺は構いませんけどね」

　そう言った篁の顔が嬉しそうで、榛名はじわじわと頰ほおが熱くなってくる。それを誤ご魔ま化かすために軽く頰を叩たたいていると、側で笑っていた義兄がさらなる暴ばく露ろをしてきた。

「ハルくん、篁くんにいつか自分の手作り和菓子を食べさせたいって時々練習しているんだよ。愛されてるねえ」

「お、お義兄さんっ」

　仕事が早く終わった日など、時々義兄に菓子作りを教わっているのは本当だ。不器用なので客に出せるような菓子は作れないが、それでもせっかく和菓子屋の息子むすこに生まれたので一つくらいまともに作れる菓子があったらいいなと思っていた。

　それを食べてもらうのは家族以外は篁しか考えられず、それを何気なく義兄に言ったが、まさかここでバラされるとは思ってもみなかった。

（姉さんもお義兄さんも、何も知らないからって……っ）

　自分と篁の関係に変化があったことなど知らないはずだし、当然言えるはずもない。単に自分たちの仲の良さをからかっているのだとわかっているのに、榛名は上手く流せなかった。

「ハルが俺に菓子を？」

「べ、別に、三樹のためだけじゃないけど……」

「近いうちに食べさせてくれる？」

「……形、変だよ？」

「ハルが作ってくれるものなら絶対に食べたい」

「う、うん……いつか、ね」

「仲が良いわね、まったく」

「ま、前からだよ」

　せめて義兄からＯＫが出るまで成形できればと言ったが、篁は本当に楽しみだと嬉しそうに笑った。

　そして、姉と義兄の目を盗ぬすみ、榛名の手をそっと摑つかんでくる。

「今から、デートしようか」

「デ、デート？」

「ハルが俺の手を覚えてくれているうちに、ね？」

　そう言う篁の顔は、絶対に自分の家族には見せられないほどに滴したたるような色気を纏まとっていた。










「ん……」

「もっと、口を開けて」

　促うながされても、なかなかその通りにはできない。

　まだ日が高い中、現実味のない高級ホテルの一室で、こんな淫みだらな行こう為いをしているということが居たたまれない。それでも篁に促されると、まるで催さい眠みん術を掛かけられているかのように身体からだが動いてしまうのだ。

　キスをして、重なった唇の間から篁の舌を迎むかえた。もう何度も繰くり返した行為で慣れてきたが、鼻で息をするのは少し恥ずかしい。結局できるだけ呼吸を我が慢まんするので最後には息苦しくなり、榛名が篁の腕うでを強く摑むと彼から唇を解放してくれるのが約束のようになった。

（わ……）

　ちらりと見上げた篁の唇は、唾だ液えきで濡ぬれていて酷ひどく艶つやっぽい。いつもの完かん璧ぺきな王子さまの顔とは違ちがい、男っぽくて、時々真っ直すぐ見ることができなかった。

　本当は、もう少しだけ初心者コースから教えて欲しいと思うが、自分のためにここまでしてくれる篁にどう言えばいいのかわからない。何より───触ふれる篁の手を心地ここち好よく思い始めている自分もいて、榛名ははっきりしない自身の気持ちに戸と惑まどうことも多くなった。

「苺いちご」

　軽く唇を舐なめた篁が目を細める。

「さっきのデザートの味だね」

「そ、そんなのわかるの？」

「食べなくても、ハルが教えてくれたから得した」

　それまでのデートの仕方やエスコートに加え、快感を覚えることが篁のレクチャーに加わった。

　会社でもランチの後、エレベーターの中で軽くキスをされたり、退社後の食事の後はホテルに誘われることもあった。慣れているだろう篁はいいが、榛名はそのたびに火ほ照てる顔が冷めるまで人目を避けなければならない。一度、休きゆう憩けい室の隅すみで座っていたところを東雲に見つかってしまい、具合が悪いのではないかと心配されたくらいだった。

　肌はだを合わせてから、篁は榛名が戸惑うほどに大だい胆たんに、そして王子さまでない男の顔を見せるようになった。

　そのことに感じていた戸惑いは、今はだいぶ薄うすれてきている。ただ、我を忘れている時は良いが、ふと現実に戻もどった時が大変なのだ。

　ベッドで裸はだかになるのは、榛名にとってまだ恥はずかしさの方が勝まさる行為だ。大きなベッドで、自分よりも大きな身体の篁から抱だきしめられて、気持ちが良いことだけしてもらうのもこれで何度目だろうか。

　いくら何も知らないからといって、本当にこのまま与あたえられるままでいいのだろうか。

（今まで付き合ってきた人たちは……どうだったんだろう……）

　ずっと一いつ緒しよにいたが、榛名は篁の恋こい人びとという存在を見たことがなかった。

　小学校の高学年からどんどん女の子たちに人気が出て、中学に進学すると何組の誰だれが告白したという噂うわさを聞くようになった。

　それでも篁はいつも榛名を優先してくれたので寂さびしい気持ちはなかったが、多分誰かと付き合っていたことはあるのだろう。

（……）

　それが当たり前だと思うのに、榛名は少し胸が痛んだ。

　椅い子すに掛けられたネクタイをぼんやりと見つめていると、隣となりにいる篁が優やさしい手つきで髪かみを撫なでてくれた。

「明日のパーティー、ハルも来てくれないか？」

「え？」

　唐とう突とつな話に榛名が視線を向けると、今度はちゅっと鼻の頭にキスを落とされる。

「東雲を連れて行くつもりだったが、急に別件のアポが入ったんだ。桐ケ谷さんは出張中だし、俺の名代はあいつが適当だしね」

　何気なく言っているが、篁が東雲のことを信しん頼らいしているというのは十分伝わってきた。

　在学中から成績は篁と並ぶほど良かったし、頭の回転も抜ばつ群ぐんで、その上容姿だって整っている。

　篁が東雲を頼たよるのはある意味当然なのだが、榛名は少しだけ……東雲に嫉しつ妬とを覚えた。

　しかし、すぐに生まれたその感情を打ち消すように軽く頭を振ふる。嫉妬を感じている暇ひまがあったら、自分が篁に信用されるよう、もっと頑がん張ばればいいのだ。

　篁とこんな関係になってから、榛名は時々こんなふうに彼の周りに対して負の感情を持つようになったことが嫌いやだった。

　篁の周りには、彼が必要としている人たちがいる。皆みな有能で、絶対に手放せない大切な人たちだ。むしろ、自分も負けないように篁を支える努力をする方が、絶対に彼のためにも、そして自分のためにもなるはずだ。

「うん、わかった。安心して、三樹が恥ずかしくないよう頑張る」

「……ああ」

　嬉うれしそうに笑ってくれた篁の期待に応こたえるように東雲に教えを乞こい、パーティーに来る客の情報も勉強して臨のぞんだそれは、ベンチャー企き業ぎようの情報交こう換かん会のようなものだった。

　今では「Ｍ＆Ｈ」も世間に名の通った会社だが、起業してまだ五年の若い会社だ。成功を夢見る者たちからは篁は一種のカリスマとして尊敬と憧あこがれの視線を一身に受けて、パーティーの最中でも挨あい拶さつをしたり話をしたがる者は後を絶たなかった。

　当の篁は誰にでも平等な立場を取り、女性相手にもそつない態度を取っている。こんなふうに会社関係のパーティーで篁に同行することはあまりない榛名にとって、篁のその姿は自じ慢まんでもあり、憧れでもあった。

「篁さん、紹しよう介かいしたい人がいるんです」

　ベンチャー企業の関係者が主な出席者だが、その中にはスポンサーになる企業も顔を出している。

　彼らは年配の男性が多く、その中には娘むすめを同どう伴はんする者も少なくなかった。そして、必ずと言っていいほど娘と一緒に篁に挨拶をしてくる。

「おい、また篁さんに娘を売り込んでるぜ」

「まあ、あの人の会社自体魅み力りよく的てきだけど、なんてったって『TAKAMURA』グループの御おん曹ぞう司しだからな。潜もぐり込んだら怖こわいものなしだろ」

「俺も女だったらな」

　ひそひそと噂する声が耳に入り、榛名はちらりと篁に視線を向けた。

（……笑ってる……）

　人当たりの良い篁は、何人女性を紹介されても嫌な顔せず、にこやかに会話をしている。彼女たちは一様に熱のこもった眼まな差ざしで篁を見ていて、そこには親の目もく論ろ見みなどまったく関係ないようだ。

　女性にとって、篁は理想の王子さまそのものだ。手に入れたいと思うのは当然で、将来篁の隣に立つのも選ばれた女性だろうというのは漠ばく然ぜんと想像がついた。

（……ん？）

　また、胸がチクリと痛んだ。

　その理由に首を傾かしげた時、

「駿河さん？」

　唐突に名前を呼ばれ、榛名は慌あわてて顔を上げた。こんな場所で榛名の名前を呼ぶ人物にまったく心当たりがなく、何事だろうと焦あせったが、視界の先にいる人物を見て思わずほっと表情を緩ゆるめた。

「望さん」

　小走りに近づいてきたのは、先日の茶会で会った塚越望だった。前回は振り袖そで姿だったが、今日は淡あわいグリーンのパーティードレス姿だ。夜のパーティーなので化け粧しようも派手めなせいか、ずいぶん大人っぽく見える。

「どうしたんですか？」

　望は確か銀行に勤めていると言っていた。その関係でここにいるのは少し違い和わ感かんがあったが、返事はあっけらかんとしたものだった。

「友人の彼氏が起業していて。その関係で連れてきてもらったんです。ベンチャー企業の人たちって、話も楽しそうだったし」

「そうなんだ。こんなところで会うからびっくりしたよ」

　たった一度だとはいえ、会ったことのある望の顔を見て安あん堵どした。どうやら自覚していた以上に緊きん張ちようしていたらしい。

「駿河さんは仕事で……」

「ハル」

「あ」

　望の話を途と中ちゆうで遮さえぎったのは篁だった。ついさっきまで女性たちと話していたはずの篁はいつの間にか榛名のすぐ隣に立っていて、強く腰こしを抱き寄せられてしまった。

「この方は？」

　篁の口調はいつもと変わらないが、腰にある手の力は意外なほど強い。榛名は戸と惑まどってその顔を仰あおぎ見たが、篁の視線は望に向けられたままだった。

「……彼女は、塚越望さん。以前茶会で……」

「ああ……あの」

　篁は目を細めて榛名から手を離はなし、そのまま望へと差し出す。

「初めまして、篁三樹です。『Ｍ＆Ｈ』の専務取とり締しまり役やくです」

　なぜか、名めい刺しを渡わたさず口頭で言ったが、望は疑問に思わなかったらしい。むしろ、目を輝かがやかせ、喜色を十二分に含ふくんだ声で篁の手を握にぎった。

「お会いできて光栄です」

「こちらこそ。駿河から綺き麗れいな女性に会った話を聞いていたので……こうしてお会いできて、私の方こそ光栄ですよ」

　篁と望は楽し気に話を続ける。時折望は榛名に話を振るが、上手うまく篁が拾ってまた二人の会話に戻もどった。疎そ外がい感かんを覚えるが、その場から立ち去る勇気はない。

　榛名が側そばにいるのに、特定の女性とこんなにも話を弾はずませる篁は初めてだ。

　先ほど感じた痛みが再び襲おそい、榛名はそっと自身の胸を押さえて息を吐はいた。




　　　　＊　＊　＊




　パーティーは滞とどこおりなく済んだ。少し酒を飲んでしまったのでタクシーを呼ぼうと思ったが、ちょうど東雲と連れん絡らくが取れたので迎むかえに来てもらうことにした。

「東雲に悪いし、タクシーで帰ろう？」

　優しい榛名はそう言うが、この後東雲と話をしなければならなくなったので言こと葉ば巧たくみに了りよう承しようさせた。

「わざわざありがとう、東雲」　>>>♥

　それほど待つことなく会場のホテルまで迎えに来た東雲に対し、榛名は申し訳なさそうに謝っている。東雲はちらりとこちらを向いてから、奴やつらしくなくにっこりと笑った。

「いいや、俺も篁に報告があったし。榛名こそ疲つかれたんじゃないか？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶ。でも、やっぱり緊張したな。東雲はいつもあんな空気の中にいるのかと思うと本当に尊敬するよ」

（……俺のことは尊敬しないのか？）

　榛名が言っているのは部下としての立場だとわかっているが、目の前で自分以外の男を褒ほめられるのは面おも白しろくない。おまけに、東雲はそんな篁の気持ちが手に取るようにわかっているのだ。

　今度ははっきりと口元を緩めた。

「そう言われると嬉しいな」

「立ったままじゃ疲れるだろう？　ハル」

　二人の会話に割って入り、篁は榛名を後部座席に誘いざなう。そのまま自分も乗り込むと、東雲は肩かたを竦すくめて運転席に座った。

「どこまで？」

「ハルの家まで頼たのむ」

「了解」

「ありがとう、東雲」

　スムーズに走り出した車の中、篁はちらりと榛名を見る。榛名は窓の外を見ているので遠えん慮りよなくその横顔を見つめた。あまり飲んでいなかったと思うが、少しだけ目元が赤くなっているのが艶つやっぽい。

　しかし、ふと見えたその表情が気になった。

（そう言えば、少し様子がおかしかったが……）

　パーティーの序じよ盤ばんは篁に必死についてきて、東雲の代わりを果たそうとしていた。

　本人は東雲ほど有能ではないと謙けん遜そんするが、頑がん張ばり屋の榛名の仕事はとても丁てい寧ねいだし、細かなところの気の配り方はビジネスライクの東雲とは違ちがうやり方だ。

　それに、元々の育ちの良さからの上品な物もの腰ごしは見ていてとても好ましいし、二十五歳にはとても見えない愛らしい容よう貌ぼうは目を引いて、パーティーの最中篁が側にいても声を掛かけてくる者は後を絶たなかった。

　榛名は己おのれを過小評価し過ぎだ。そう思うのに、本人は篁の言葉を幼おさな馴な染じみゆえの優やさしさと取って聞いてくれない。

　そんな榛名が、パーティーの途中からどこか落ち着かなくなった。気分が悪いのかと思ったがそんな様子はないし、時折こちらを見る眼差しはもの言いたげだった。

「パーティーはどうだった？」

　東雲が話しかけてきて、篁は榛名から視線を逸そらさないまま返事をした。

「いくつか面白そうなところがあったな」

「ふぅん。リサーチした所か？」

「それもあるが、別件も」

　軽く頷うなずく東雲は、榛名にも声を掛ける。

「榛名もご苦労さま」

「ううん」

「……酔よった？」

「酔ってないよ？　……楽しかったし。あ、思いがけない人とも会ったし」

「思いがけない人？」

　榛名の言い方が引っかかったらしい東雲の視線が、バックミラー越ごしに篁を見た。

（……そうだ、あの女に会ってからだ）

　篁は榛名の様子が変化したのがいつだったのか思い出した。それは、先日茶会で会ったという女に再会してからだ。

　榛名にずうずうしく話しかけてきたかと思うと、篁の肩かた書がきを知って目の色を変えていた。今までもそんな女は数えきれないほどいたので普ふ通つうなら眼中にもないが、榛名のことがあったので相手をした。

　榛名と話そうとするのを阻そ止しして、自分の方へ目を向けるように誘ゆう導どうしたが、榛名はその頃ころから少し元気がなくなっていたのだ。

（……まさか、あの女のことを……？）

　茶会の話をした時から気になっていたが、もしかしたら榛名はあの女のことを特別な目で見ているのだろうか。それならばそれで打つ手も違うと、篁はひっそりと眉まゆを顰ひそめる。

　奥手で、恋れん愛あいに無知な榛名に付け込み、篁は幼馴染以上の関係に持ち込むべく、言葉巧みに今の状じよう況きように誘導した。さすがに自覚のない榛名を最後まで抱だくことはまだできないが、まっさらな身体からだを己の思うように染め、ぎりぎりを味わっていた。

　恋愛のレクチャーと称しようして、篁が榛名に甘く接するたびに動揺し、照れたり素す直なおに感嘆する榛名がますます可愛かわいくて、一日でも早く本当の恋こい人びとにしてしまおうと密ひそかに決意していた。

　そんな中での、あの女の登場だ。

　榛名の実家関係で現れた女に、榛名が好意を持った。篁が見る限りまだ好意以上のものになっていないが、女というだけで危険な存在になりうる。それとなく、しかし確実に排はい除じよするつもりだったが、まさかこんな場所で会うとは予想していなかった。

「誰だれ？」

「以前茶会で会った人で……」

　案の定、榛名の口から出たのは塚越望の名前だ。

　心優しい榛名は女のことを褒めているが、篁の目には愛らしいのも綺麗なのも、榛名以上とはとても思えない。

　篁としては別の意味で気になっていた女。榛名の記き憶おくに上るのも面白くなかったのでどう調べようかと考えていたが、幸いにも今日会って必要な情報は手に入れた。これを元に東雲に調査をさせ、必要ならば榛名と物理的に離はなす方法を考えるつもりだ。

　榛名が知れば、そんな私的なことに東雲を使わないようにと叱しかりそうだが、篁にとってはそれこそ仕事よりも重大事じ項こうだ。

　榛名を送った後にさっそく話さなければと思っていると、不意にスーツの裾すそを引っ張られるのに気づいた。ふと視線を向けると、榛名が篁のスーツに指を掛けたまま、上うわ目め遣づかいにこちらを見ている。

（か、可愛過ぎるだろっ）

　思わず声が出そうになるのを必死に堪こらえていると、榛名が小さな声で言った。

「このまま……帰る？」

「ハル……」

　これはまるで、榛名から誘ってくれているかのようだ。しかし、それは篁の都合の良い解かい釈しやくだと嫌いやでもわかる。

　篁は欲よく情じようを押し殺し、榛名の髪かみをくしゃりと撫なでた。

「今日は疲れただろうからゆっくり休むと良いよ」

「……」

「ハル？」

「……うん」

　頷く榛名が儚はかなげで、キスしたい欲よつ求きゆうにかられる。自分で呼んだのに東雲の存在が邪じや魔まで、篁はなかなか榛名の髪から手を離せなかった。








第五章









「……ふぅ」

　机の上の書類から目を離し、榛名は溜ため息を漏もらした。

　今日は朝から警備会社とセキュリティの見直しをし、それが終わるとずっと契けい約やく書類の整理をしていた。

　総務部長はいるが、榛名の裁量に任されている仕事なので気が抜ぬけず、ずっと細かな文章を読んでいたので少し疲つかれてしまった。

　しかし、気が緩ゆるんでしまうと、今度は数日前のパーティーのことが頭に浮うかび、忘れたはずの榛名の中のもやもやが目を覚ました。

　経営者としての篁の有能さと、男性としての素す晴ばらしさはずっと昔から知っていたはずだった。それを誇ほこらしくも思っていたし、側そばで支えることを誇りにしていた。それなのに、望といる篁を見た時、何か……胸が……そう、胸が騒ざわめいて仕方がなかった。

　正直に言えば、面おも白しろくないと感じてしまったのだ。

　それが、榛名の方が先に知り合った望ににこやかに対応する篁を見てなのか、それとも榛名と一いつ緒しよにいる篁に頰ほおを染めて話しかけていた望に対してなのか、もう数日経たつというのにはっきりわからないままだ。

　おそらく……はっきりわからないからこそ、ずっと胸がもやもやとしているのだろう。ただ、初めて覚えるその感情をどうしていいのかわからない。

（こんなことばかり考えて……何しているんだろう）

　篁は午後から早退した。篁の実家からの呼び出しで、面白くなさそうな顔をしながらも出向いていった。

　今夜はそのまま実家の方に泊とまるだろう。今日はもう会うことはないし、当然キスも、それ以上もすることが……。

「お疲れ」

「！」

　物思いにふけっていた榛名は、いきなり肩かたを叩たたかれてそれこそ飛び上がらんばかりに驚おどろいた。慌あわてて振ふり向いたそこにいたのは桐ケ谷だ。

「桐ケ谷せんぱ……社長」

　慌てて言いい換かえると、桐ケ谷はにんまりと笑えんだ。

「久しぶりだな、社内でお前にそう呼ばれるの」

「そ、そうですか？」

　入社して間もなくはどうしても間ま違ちがえることが多く、意識して役職を呼ぶように心がけた。本人は全然かまわないと言ってくれたが、仲間内の会社だからと甘えるのは違う気がすると告げた榛名に、桐ケ谷は面白そうに笑いながら肩を竦すくめていた。

「もうすぐ退社だろう？」

「はい」

「じゃあ、俺に付き合わないか？」

「え……社長に、ですか？」

「桐ケ谷先せん輩ぱいに、だよ。俺はお前ともっと遊びたいのに、いつも篁が邪魔をしてくるだろう？　今日はあいつがいないし、邪魔な保護者抜きで美味うまい酒を飲もうぜ」

　桐ケ谷にまで篁が保護者に思われているのかと考えると複雑な気分だったが、このもやもやした気持ちを抱かかえたまま帰宅するのも憂ゆう鬱うつだったので、榛名は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが誘さそいを受けることにした。

　終業時間後、約束の通り迎むかえに来てくれた桐ケ谷と赴おもむいたのは居酒屋だ。篁と同様、桐ケ谷も店の格というものを気にしていない。美味おいしいものを食べたいが、安かったらそれに越こしたことはないという、実に堅けん実じつな思考の持ち主だった。

「何飲む？」

「僕は……ビールにします」

「そうか」

　桐ケ谷は自身もビールといくつかの料理を注文する。すぐに運ばれたビールのグラスを持ち、悪戯いたずらっぽく笑いながら言った。

「じゃあ、鬼おにのいぬ間の逢おう瀬せに乾かん杯ぱい」

「ふふ、何ですか、それ。今日もお疲れさまでした」

　一口飲むと、冷たいそれがすっと喉のどを通る。アルコールは苦手だが、こんなふうに一杯ぱい目めは少しだけ美味しくも思えるようになった。

「たくさん食えよ」

　小食な榛名をけしかけながら、料理を片かたっ端ぱしから片付けているのは桐ケ谷だ。そのアンバランスさがおかしかったが、吞気のんきに構えている間に皿に勝手に料理を載のせられる。

「僕、こんなに食べませんよ」

「お前は小食過ぎ。篁も東雲もお前に甘いから言わないだろうが、少々無理でも口に押し込め。そんなにガリガリじゃ抱だき心地ごこちが悪いだろ」

「だ、抱き心地？」

「篁は言わないか？」

「……っ」

（ど、どういう意味なんだろう……）

　単に、篁を保護者と見立てて言っているのか、それとももっと別の意味があるのか。

　榛名がじっと横顔を見ても、豪ごう快かいにビールを飲んでいる桐ケ谷の真意はまったくわからない。

（……気のせい、かも）

　もしかしたら、榛名自身篁のことで思い悩なやんでいるせいで、勝手に結び付けて考えただけかもしれない。

　だが、これは良い機会かもしれなかった。

　篁にも、そして東雲にも恥はずかしくて聞けない思い。だが、榛名より先輩で、榛名のことも知っている桐ケ谷なら、このもやもやの真意がわかるかもしれない。

「あの……先輩」

「ん？」

「ちょっと、聞いても良いですか？」

「何だ？　榛名の相談なら〇円で乗るぞ」

　あくまでも深刻にならずにそう言ってくれる桐ケ谷に笑い、榛名は婉えん曲きよくに不可解な己おのれの感情を口にしてみた。

「先輩は、自分と一緒にいる人が他ほかの人と話しても何とも思いませんか？」

「なんだ、俺への質問か？」

「質問って言うか……その、喩たとえ話です。自分の凄すごく、近い人が……自分以外の人と楽しそうに話しているのを見て、どんな気持ちになるのかなって……」

　榛名と篁は幼おさな馴な染じみで、もう二十年以上も一緒にいる。

　家族以外では一番長く一緒にいて、いつでも側にいるのが当たり前のようで……この先もずっとそうなのだろうと、何の疑問もなくそう思っていた。

　幼馴染から、今は同じ会社の専務と社員という関係が加わって、あのパーティーのあった夜も周りからは当然二人は会社関係だと見えたはずだ。その夜が二度目の再会になる望も榛名と篁の関係など知らずに話していたと思うので、勝手にもやもやとしている自分だけがおかしいのかもしれないと、今冷静になれば考えることができる。

「気にしないな」

　既すでに一杯目のグラスを空にした桐ケ谷が、なんでもないことのように言い切った。

「楽しいならいいんじゃないか」

「……そうですよね」

　やはり、もやもやした気持ちを抱いだく方がおかしいのだ。もしかしたら、子供っぽい独どく占せん欲よくを感じているのかもしれなくて、それなら篁にも、そして望にも申し訳ない気持ちになってしまう。

「でも、簡単にはそう言えないかもな」

「え？」

　自然に箸はしを置いた榛名だが、さっそく二杯はい目めのビールを頼たのんだ桐ケ谷の次の言葉に思わず胸がドキッとした。

「それが好きな奴やつなら事情が違う」

「……事情？」

「当たり前だろう？　好きな奴が自分以外の奴と楽しそうに話しているなんて何の罰ばつゲームだよ。嫉しつ妬ともすりゃ、相手と離はなそうとするな、俺だったら」

　そこまで言って、桐ケ谷はにやりと笑いながら榛名の顔を覗のぞき込んだ。

「独占欲は誰だれでもあるもんだ……お前にもな」

「独占欲……」

　好きな相手は、普ふ通つうの近しい人とはまったく違う。

　好きな相手なら、独占欲を持っても不思議ではない。

　桐ケ谷の言葉が何度も頭の中に渦うず巻まいて、やがて……榛名は唐とう突とつに気づいた。

「……そう、ですよね。好きな相手だから……そう思うんですよね」

　もちろん、同じ好きでも友人のように好きならば、その相手が楽しそうな姿を見るのは嬉うれしい。独占欲なんてあるはずがなく、むしろ自分も仲間に入れてほしいと自然と思いそうだ。

　しかし、それが恋愛感情を伴ともなう好きな相手ならば。

　好きな相手だからこそ、自分以外の誰かと楽し気にしているのを見たくない。

　認めてしまえばそれはごく単純なことで、榛名の中にあったもやもやは一気に晴れてしまった。

（僕……三樹が好きだったんだ……）

　幼いころからずっと一いつ緒しよにいて、ずっと好きだったからそれが特別な感情だなんて思いもしなかった。いつから恋れん愛あい感情を含ふくんだ思いに変化したのかは今はわからないが、あんな行こう為いを受け入れた時点で、特別な想おもいがない方がおかしい。

　舌を絡からめるくちづけをして、男の証あかしであるペニスを握にぎって。白い液で汚よごれた指を篁が目を細めて見ていたことを榛名は覚えている。

　もちろん、男同士だというイレギュラーさもあり、自分の想いは隠かくすべきものだ。三男ではあるが篁は名家の人間で、いずれちゃんとした結けつ婚こんもするだろう。

　恋愛経験が乏とぼしい榛名のために身体からだを愛あい撫ぶし、射精にまで導いてくれる優やさしい篁は、きっと恋こい人びとができても、結婚しても、榛名への態度を変えないと思う。だからこそ、本来なら榛名の方から一歩身を引かなければならない立場だ。

　気づいた途と端たん失恋するなんて、本当に自分は恋愛下手べただ。

「榛名？」

　黙だまってしまった榛名は名前を呼ばれ、強こわ張ばった笑えみを桐ケ谷に向けた。

「ようやくわかりました」

「……」

「僕、鈍どん感かんですね」

　こうなるまで自分の気持ちがわからなかったことに呆あきれる。

　自じ嘲ちようを込めた言葉に、なぜか桐ケ谷は優し気に笑った。

「ふ～ん、気づいたのか、篁を好きだって」

「ええ……え？　い、今、あの」

「ん？　お前の気持ちなんて昔からわかってたぞ？　お前、篁に対してだけ特別可愛かわいい顔みせてるもんな」

「え、あ、えぇ？」

　桐ケ谷の爆ばく弾だん発言に榛名はパニックになった。たった今気づいたばかりの篁への想いを、まさか桐ケ谷が知っているとは夢にも思わなかった。しかも、以前からそれに気づいていたらしい。自分が自覚していなかったのにどれだけ感情を垂れ流しにしていたのかと思うと、榛名は恥ずかしくて燃え死んでしまいそうだ。

　ここで否定すればいいものを、榛名はそんな機転さえ思い浮うかばず、オロオロと桐ケ谷に縋すがるような目を向けるしかできなかった。

「ぼ、僕、あの」

「篁が触ふれる時だけ、心底安心した顔をしているの、自覚なかったか？」

「……へ、変だと思わないんですか？　僕たち……」

「男同士ってことにか？　まあ、今じゃゲイも珍めずらしいもんじゃないし……そうだなぁ。初めて会った時からお前たちそうだったから、俺にとってはごく普通にしか思えないな」

「桐ケ谷先せん輩ぱい……」

「むしろ、あいつの実家の方が問題だろ。ま、三男だからそれほどプレッシャーないかもしれんが」

　そう言われ、榛名のパニックは少し治まる。現実を見ると、かえって冷静になれるらしい。

「……距きよ離り、置いた方がいいですか？」

「いけいけ。お前らがくっついた方が周りに親切だ」

「何ですか、それ」

　安易に煽あおる桐ケ谷に呆れはしたものの、その気軽さが今は心地ここち好よい。

「……やっぱり、凄いですね、先輩」

「先輩だからな」

　すべてをその言葉で済ませるのも桐ケ谷らしいが、榛名は一つだけ彼に頼んだ。

「……でも、三樹には言わないでくださいね」

「ん？」

　もしも、篁が榛名の気持ちを知ってしまったら、優しい彼はどういう答えを出すだろうか。

　どちらにしても悩ませてしまうだろうし、もしかしたら意に添そわない結論を出させてしまうかもしれない。

　篁が榛名を大事にしてくれているように、榛名も篁のことが大事だ。だからこそ、変な責任なんて感じてほしくない。

「面おも白しろくないな」

「面白いものじゃないです。桐ケ谷先輩、お願いします」

　榛名が頭を下げると、桐ケ谷は大きな息をついた後、ぐしゃぐしゃになるほど榛名の髪かみを撫なでまわした。

「わかったわかった。俺はあいつよりお前の方が可愛いから。可愛い子の頼みは聞くしかねえよ」

　あっさりとした結論に、榛名は久しぶりに声を上げて笑った。
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「くだらない理由で呼び出さないでください。俺も暇ひまじゃないので」

　苦々しく言い放った篁は、目の前のソファにゆったりと腰こし掛かけている長ちよう兄けいを見み据すえる。他人ならば辛しん辣らつに見えるその眼まな差ざしも、どうやら実の兄には効かないらしい。

「そう言うな。お前がなかなか家に帰らないからだろう」

　既に「TAKAMURA」グループの次期後こう継けい者しやとしての道を着実に歩んでいる長兄、一馬は、父似の厳いかつい顔を緩ゆるめた。

「皆みな、お前に会いたいと言っていたんだからな」

「……既に成人した兄弟同士ですよ。頻ひん繁ぱんに会わない方が普通です」

　今日は父の古くからの友人がイギリスから来日するので、ぜひ兄弟三人そろって会うようにと命じられたからわざわざ実家に足を運んだ。しかし、開けてみればその父の友人は父と別の友人と共に、三人で早々に飲みに出かけてしまったのだ。これでは、篁が帰ってきた意味などまるでない。

　篁はすぐにでも帰ろうとしたのだが、強ごう引いんに兄たちは引き留めてきた。この機会を兄たちが狙ねらっていたのは明白だ。

「瑛二には会ってるじゃないか」

「瑛二兄さんは勝手に会社に来るんです。一馬兄さん、少し厳しくした方が良いですよ。瑛二兄さんは遊び過ぎです」

「何だよ、三樹～。お前だっていつも楽しそうじゃん」

「どこを見てそう思ってるんですか」

　篁は大きな溜ため息をついた。

　幼いころから過保護気味だった兄たちだが、残念なことにそれは篁が成人しても変わらない。表向きはまったく関かかわることはないとしているくせに、こうして事あるごとに呼び出すのだから悪気がないだけに質たちが悪かった。

　一馬とは十歳違ちがうので仕方がないと諦あきらめる部分もあるが、四歳違いの瑛二まで一緒になって構うのだから鬱うつ陶とうしい。

　榛名のように可愛いのならまだしも自分たちは父に似て、揃そろって背も高く、身体付きも良い。そんな自分たちが和わ気き藹あい々あいとしている姿なんて、全然笑えなかった。

「よし、せっかく三樹と会えたし、久しぶりに三人で飲みに行くか」

「あ、いいねえ」

「俺は帰……」

「ほら、行くぞ」

「兄さん……」

　そこでまた強引に引っ張られ、篁は一馬行きつけの、銀座の高級イタリアンの店に連れて行かれた。

　ここまできたら諦めるしかない。篁は遠えん慮りよなく高いワインを注文する。

（まったく、この人たちはどうしていつまでもこうなんだ）

　篁自身、兄たちが嫌きらいなわけではない。肉親の情もあるし、何かあったら手助けをするつもりも十分ある。ただ、兄たちのように家族べったりな思いは昔からなかった。家族に対しても一歩距離を置いた目で見ていて、子供らしくないと陰かげ口ぐちを叩たたかれたことも少なくない。そんな篁が昔から唯ゆい一いつ執しゆう着ちやくしているのは榛名、ただ一人だ。

　榛名のことを考えると、ささくれ立ちそうな気持ちが優やさしくなる。

　気がすすまないながらも兄たちと飲むのも嫌いやではなく、三人で杯はいは進んでいった。

「そう言えば、榛名くんは元気か？」

　どういう話からだったか、一馬がそう切り出してきた。一馬も幼いころから榛名を知っており、素す直なおな性格を好ましく思っていた。瑛二のように邪じや魔まをしたりしないが、その近きん況きようは気に掛かけているらしい。

「元気ですよ。助けてくれています」

「あの小さな子が、社会人だとはな」

　榛名は篁の会社に入社する時、わざわざ家に挨あい拶さつに来てくれた。その時は当然スーツ姿だったが、一馬は着慣れぬその姿が今でも印象に残っているのだろう。

「ハルももう二十五歳ですよ」

「二十五……」

「俺と同い年でしょう。いったい幾いくつだと思っているんですか」

「いや、まあ、なあ」

　珍しく言葉を濁にごす長兄を見据えると、隣となりからバシバシと遠慮なく瑛二が肩かたを叩いてきた。

「兄さんはきっと、圭けい一いち郎ろうと同じくらいだと思ってるよ」

「……そこまではない」

「当たり前です」

　長兄の息子むすこで篁の甥おいは、まだ六歳になったばかりだ。そんな子供と一いつ緒しよにしては、さすがに榛名が可哀かわい想そうだ。

（……帰りたい）

　榛名の名前が出て、篁の頭の中には鮮あざやかにその姿が浮うかぶ。

　最近、少し元気がない様子の榛名が気になっていた。先日のパーティーからだと思うが、その理由はわからない。ようやく仮想だが恋こい人びとの距離に慣れてきてくれたところなので、少しの不安要素も早急に取り除いてしまいたかった。

「三樹、お前ちゃんと見ているんだぞ。榛名くんにおかしな虫がつかないようにな」

「……当然です」

　何年榛名だけを見てきたと思っているのだ。誰だれよりも榛名の優しさや愛らしさを知っているのは自分だと、高らかに宣言できるほどだった。その上、今は実際にその肌はだに触ふれ、思うように感じさせることもできるようになったのだ。引き返すことはもちろん、自分以外の誰にも渡わたす気は毛頭ない。

　それに、最近は榛名の視線の中にも確かな熱を感じるようになった。

　初めは戸と惑まどいや恥はじらいだけだったのに、新たに生まれた艶つやっぽいその感情は、篁に心地ここち好よい快感を与あたえてくれる。榛名に実際触れてもらっていないのに、容易に高まることができる熱だ。

　ようやく、榛名も自分のことを特別な存在と見てくれるようになった。

　そう思うと嬉うれしくて、篁はついグラスを傾かたむける。

「そう言えば、友人が新しい店をオープンしたんだ。ついでだから顔を見せていってくれない？」

　瑛二がそう言い出し、場所を移ることになった。

　今日はもう諦めて兄に付き合うしかないかと、篁も重い腰こしを上げた。店はそれほど遠くないらしく、このまま徒歩で向かった方が早いという。

　兄弟連れ立って歩くと、そこかしこから視線が集まってきた。それらに一々笑え顔がおで応こたえている瑛二に呆あきれていた篁は、ふと視線を動かした瞬しゆん間かん立ち止まった。

「……」

「……三樹？」

「三樹、どうした？」

　立ち止まったまま動かない篁を、兄たちが不思議そうに振ふり返る。しかし、篁はそれに答えることができなかった、今、視線の先にある光景が衝しよう撃げき的てき過ぎて、頭の中が真っ白になってしまったのだ。

（ハル……）

　視線の向こうに榛名がいた。

　しかも、榛名は一人ではなく、なぜか隣に桐ケ谷がいた。

（どうして桐ケ谷さんと……）

　大学の先せん輩ぱいで、社長である桐ケ谷を榛名は慕したっている。だが、二人きりで出かけることはなく、飲みに行く時は決まって篁も一緒にいた。

　敏さとい桐ケ谷は篁が榛名をどう思っているのか十二分に知っていて、手を出すことはないと無条件に信じていたが、今、榛名と桐ケ谷は一緒にいる。

　榛名は楽し気に笑っていて、ほんのり赤くなった頰ほおを指で突つつかれていた。それなのに嫌がりもせずそれを受け入れ、さらには大おお柄がらな桐ケ谷に抱だき込まれるように肩を組まれているのだ。

「……あれは、桐ケ谷？」

「……っ」

　瑛二はまず目立つ桐ケ谷を見つけ、そしてその腕うでの中にいる榛名に気づいたらしい。

「……へぇ」

「……」

「楽しそうだね、ハルちゃん」

「どこを見てる」

　榛名が、自分以外の男といて楽しそうにしているはずがなかった。即そく座ざに浮かんだ考えを打ち消すが、一度生まれた違い和わ感かんや不快感は簡単には消えない。

「おい、どうした」

　一馬だけは二人に気づかなかったらしく、動かない弟たちを訝いぶかし気に呼んでいる。

　篁はもう一度榛名たちを見て、すぐに視線を逸そらした。早足で一馬に歩み寄ると、

「もう一いつ軒けんだけだから」

　そう言って、隣に並んだ。

「おい」

「……」

　いつもの自分ならさっさと二人を引き離はなし、そのまま榛名を連れ去っていた。先輩とか自社の社長とかなどは関係なく、榛名を狙ねらう男はすべて敵で、徹てつ底てい的てきに排はい除じよすることも厭いとわなかった。現に、今篁の胸の中は桐ケ谷への嫉しつ妬とが渦うず巻まいていて、どうしようもなく荒あれ狂くるっている。

　しかし、一方でまだ理性が働いた。この感情を抱いだいたまま榛名のもとに行けば、榛名にも理り不ふ尽じんに当たってしまいそうだ。

　だからこそ、篁は苦しい気持ちを押し殺し、笑う二人に背を向ける。

　身体からだは半分手に入っている。心は───どうだろうか。

　篁はその夜、珍めずらしく酔よい潰つぶれた。
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「専務が？」

「体調悪そうだったな」

「私は不ふ機き嫌げんそうに見えたけど……」

（三樹が？）

　桐ケ谷に相談というか……結局自分の気持ちはバレていたのでからかわれるだけに終始したが、榛名は久しぶりにすっきりとした思いで会社にきた。

　もちろん、問題はまだ何も解決していないが、それでも自身の気持ちと向き合えたのは第一歩だ。

　そんな中、早朝の営業会議が終わって戻もどってくる社員たちの声を通りすがりに聞いた榛名は、気になって篁のオフィスに足を向けた。そう言えば今日は朝から顔を見ていないので、篁の調子が悪いということも知らなかった。

　昨日、篁は彼の兄たちと会ったはずだ。口ではよく瑛二に対して皮肉な物言いをするが、三兄弟がとても仲の良いことを、ずっと一緒にいた榛名は知っている。そんな彼らと会って篁が不機嫌になることはないはずで、もしかしたら本当に体調が悪いのではと心配になった。

　篁は我が慢まん強づよく、弱みを見せてくれない。時にそれがもどかしく、榛名はハラハラすることも多かった。

「駿河です」

　オフィスの前に着き、ノックしたら応いらえがあったので、声を掛けてから中に入った。

「ああ、おはようございます、駿河」

「おはようございます」

　先に声を掛かけてくれたのは東雲だ。彼の手には水のペットボトルが握にぎられている。

　そのままデスクに視線を向けると、篁が椅い子すに深く座り込み、上を向いて目を閉じていた。そんな篁の姿を見るのは初めてで、榛名は慌あわてて駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶっ？」

　腕に手を掛けると、ほんの僅わずか手の下のそれが強こわ張ばったように感じた。

（……三樹？）

「体調が悪そうだって聞いて……」

「……」

「三樹、どこか具合が悪い？　僕と一いつ緒しよに病院に行こう？」

　榛名が言葉を重ねるが、篁は軽く首を振るだけだ。一緒にいる時篁が榛名を見ないということも今までなかったので、余計に具合が悪いのかと焦あせった。

「し、東雲」

　自分よりもはるかに体格の良い篁を榛名一人で抱かかえるのは到とう底てい無理で、東雲の手を借りようとその名を呼ぶ。しかし、東雲はペットボトルをテーブルの上に置き、呆れたように息を吐はいた。

「ただの二日酔い。心配することはない」

「……二日酔い？」

「どれだけ飲んだかは知らないが、翌日の仕事にまで影えい響きようするのは無自覚な証しよう拠こだ」

　辛しん辣らつな物言いに呆気あつけにとられ、榛名はもう一度篁を見る。いつもと変わらずきっちりとした身なりだと思ったが、セットした髪かみが少し乱れていた。篁にしては本当に珍しい。

「三樹……」

「榛名、気にすることはないぞ」

「で、でも」

「……ハル」

　すると、不意に篁に名前を呼ばれた。いつもより覇は気きがなかったが、心配したほど弱い響ひびきではないことに安あん堵どする。

「心配かけて悪かったね。俺は大丈夫だから」

「で、でも」

「仕事に戻っていいよ」

　仕事のことを出されては、榛名もそれ以上ここに留とどまることはできない。業務時間内の篁の世話は東雲の役割だ。

「……じゃあ、みつ……専務のこと、よろしくお願いします」

「ええ」

「……失礼します」

　頭を下げ、榛名はオフィスから出た。ドアを閉め、廊ろう下かに立つと抑おさえきれない溜ため息が漏もれる。

　やはり、篁はおかしかった。いつもならたわいないことでも持ち出して榛名を部屋に留めようとするのに、今日はあっさりと解放してくれた。しかも、考えてみたら当たり前のことを自分は寂さびしく思い、こんなにも心を残してしまう。

　榛名は強く手を握りしめた。

「……仕事、しなくちゃ」

　榛名は軽く首を振ふる。私情を引きずるなんて社会人としては失格だ。

　今感じている違和感は、終業後改めて篁に聞いてみればいい。きっと、榛名の気のせいだと笑って頭を撫なでてくれるはずだ。

　意識を切り替かえ、榛名は仕事に戻った。

　総務の仕事は社内の様々な雑事に及およぶので、後から後から仕事が湧わいてくる感覚だ。社会人三年目だが若い会社なので榛名が主になって動かなければならないことも多い。

　今日も午後になって役所に行かなければならない仕事ができ、会社に戻ってきたのは終業時間間ま際ぎわのことだった。

　それから残った仕事を片付け、ようやく手を止めることができたのは午後七時半。

『ハル』

　慣れた声が迎むかえに来ない寂しさを振り払はらい、榛名は自分から篁のもとへ行こうとした。

「あっ」

「ああ、お疲つかれさま」

　その途と中ちゆう、東雲に会った。

「お疲れさま。東雲、三樹は？　まだ部屋にいる？」

「あいつなら帰ったよ」

「……帰った？」

「やっぱり今日は本調子じゃないらしくてね。榛名に悪いと伝えてほしいと、俺にわざわざ伝言を頼たのんでいった」

「……」

　榛名は慌ててポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わを取り出した。会えないのならメールを送ってくれているのではないかと思ったが、そこに篁からの着信はない。本当に自分の口ではなく東雲を介かいしたのだとわかり、榛名は目に見えて落ち込んだ。

「……三樹、何か怒おこってるのかな」

「……」

「僕、何かしたのかも……」

　昨日まで向けられていた篁の優やさしさがいきなり消えてしまったようで心こころ許もとない。

　俯うつむいた榛名は、いつもとは違ちがった強さで頭を撫でられた。

「お前が気にすることはない」

「東雲……」

「何でも完かん璧ぺきにできた奴やつの、今が初めての壁かべなんだろう。お前はいつものように笑って側そばにいてやってくれ」

「壁って……やっぱり何かあったんだ」

「俺たちにはどうしようもないことだ」

　それは、篁の家絡がらみだろうか。

（あ……）

　そこまで考えた榛名は、ある可能性を思いついて愕がく然ぜんとした。

（もしかして……お見合い……とか）

　榛名の家以上に、いや、比べ物にならないほど格式のある篁の家。長男の一馬は早くに結けつ婚こんし、今は二人の子持ちだった。

　次男の瑛二はまだ遊び足りないと笑っていたが、だからといって三男の篁の結婚が後だとは限らない。むしろ、独り立ちし、別の会社で頑がん張ばっている篁に、早く身を固めた方が良いと彼の両親や祖母なら言いそうだ。

（結婚……）

　きっと、そうだ。榛名でさえ、結婚を意識して誰だれかと付き合おうかと思い始めたくらいだ。篁が考えていないというのはあくまで榛名の願望だった。

「……東雲……」

　思わず縋すがるように東雲を見れば、彼は眼鏡めがねの奥の目を細めた。

「何を考えているのかわからんではないが、何もかも自分の中で決着を付ける前に、ちゃんとあいつと話をした方が良いと思うぞ」

「……」

「榛名」

「……うん」

　反射的に頷うなずきはしたものの、榛名の頭の中ではグルグルと悪い考えばかりが渦うず巻まく。

（三樹が結婚したら……）

　篁の眼まな差ざしはその相手に向けられる。誠実で優しい彼は、愛している相手以外を見るはずがない。

　榛名の肌はだに愛いとおし気に触ふれてくれる指も、甘いくちづけも、もう榛名に与あたえられるものではなくなるのだ。

　篁の愛する人。

　それが自分以外にいるという可能性を考え、榛名は胸を締しめ付けられるような痛みを感じた。








第六章









　兄たちと飲み、深酒をしてから早三日。

　翌日はさすがに榛名の顔を見ることができずに避さけてしまったが、時間が経たって落ち着いた篁は半ば開き直っていた。

　榛名の隣となりに誰が立とうと、榛名は自分のものだ。

　幼いころからずっと見守り続け、大切に大切に腕うでの中に囲ってきたのは自分なのだ。

　榛名が誰を選ぼうとしても、強ごう引いんにこの腕の中にしまい込んでしまえば何の問題もない。

「よお」

　篁は桐ケ谷のいる役員室に足を運んだ。

　桐ケ谷はソファに座って書類を見ていたが、篁の入室に驚おどろいた様子もなく目を細めている。

「少しいいですか？」

「仕事のことか？」

「いいえ」

　あっさり言い切ると、桐ケ谷は手にしていた書類を投げ出し、少し居住まいを正した。

　篁もその向かいに座り、真っ直すぐに桐ケ谷を見み据すえる。捉とらえどころのない男は面おも白しろそうな笑えみを浮うかべていた。

「で？」

「ハルに手を出すのは止やめてください」

「手を出した覚えはないがなぁ」

　篁は嘯うそぶく桐ケ谷をじっと見る。その真意は正確には読み取れないが、篁としてはその言葉を額面通りに取るつもりだ。そうなると、桐ケ谷に他ほかに言うことはなかった。共同経営者としての目の前の男は有能だし、利口なこの男は篁の意に添そわないことはしない。

「わかりました」

　これ以上、仕事中に話すことはなかった。

　立ち上がった篁が躊躇ためらいなく部屋を出ようとすると、今度は桐ケ谷の方が呼び止めてくる。

「榛名、寂さびしそうだったぞ。どういう思おも惑わくか知らんが、あいつをあんまり苛いじめるのは止めてやれ」

「……苛めたつもりはないです。俺はいつだってハルを可愛かわいがっていますから」

「……お前がこんな馬ば鹿かな奴だって見せてやりたいよ」

「失礼します」

　誰に、などと改めて聞くこともない。それ以上言わずに部屋を出てエレベーターに乗り込んだ。

　一階下のフロアに着いてエレベーターから降りた時、ちょうど向かい側から榛名が歩いてくるのが見えた。

　榛名の隣には今年入社した社員がいて、二人は何事か話している。新入社員は榛名より背が高く、スポーツをしていたのか身体付きもがっしりとしている。

　童顔の榛名といるとどちらが先せん輩ぱいかわからずに、篁は思わず口元を緩ゆるめた。

「ハル……」

　桐ケ谷への嫉しつ妬とから翌日は榛名を避けるような態度を取ってしまった。無意識に榛名にあたってしまいそうになるのを避けるためだったが、あの時の榛名の悲し気な目は思い出しただけで胸が苦しい。苦しいが……一方で、ぞくぞくとした欲よく情じようを覚えもした。

　榛名を泣かせたくないのに、あの眼差しは反則的なほど艶つやっぽい。

　以前の榛名にそんな表情はできなかったはずだ。あの顔は篁の愛あい撫ぶによって解かされ、性的な欲望を覚えるようになって生まれたものだ。

（俺が、そうした）

「……くそ、可愛い」

　篁は視線を逸そらし、小さく呟つぶやく。

　早く榛名の側そばに行き、あの小さな身体からだを抱だきしめて思う存分堪たん能のうしたいが、その前にしなければならないことが残っている。自分への見合いの話と、あの女のことだ。

　自分に対して興きよう味み津しん々しんなくせに、榛名へ心を残す様子も見えた。あのままではまた榛名に言い寄る可能性もあった。

　榛名のことだけを考えたいのに、面めん倒どうなことばかり生まれてくるのに溜ため息が漏もれるが、この先二人が一いつ緒しよにいるために、何より榛名を身も心も手に入れるために、余計な問題はさっさと片付けなければならない。

　榛名に声を掛かけたい気持ちを抑おさえ、篁は自室へと急ぐ。そうでなくても煩うるさい東雲を黙だまらせるため、仕事だけはきっちりとするつもりだ。
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「あ」

「え？」

　視線の先に篁がいた。だが、榛名が気づくのと同時に向きを変え、自室へと向かったようだ。

「専務ですか？」

「……うん」

（元気そうで良かった）

　ちらりと見えた横顔は顔色も悪くなく、どうやら三日前の体調不良は改善したらしい。そのことに安あん堵どはしたが、一方で妙みように寂しい気持ちだった。

「うちの社長と専務は恰かつ好こ良いいですよね。俺、ここに入社したこと友達に羨うらやましがられて。あ、駿河さんも可愛いですよっ」

　新入社員で総務に配属された千ち葉ばは、まるで犬のように人ひと懐なつこい。今は榛名が指導係なのでよく一緒におり、こうして仕事以外の話もすることが多かった。

「お世辞は言わなくていいから」

「お世辞じゃないですっ。みんな言っていますよっ、とても専務や東雲さんと同級には見えないって！」

　千葉としては褒ほめ言葉だろうが、榛名にとっては微び妙みようなものだ。それでも文句を言うほどではなく、榛名は苦く笑しようした。

「……ちょっと、複雑だね」

「え、あ、すみませんっ」

　体育会系だったのか、千葉は大きく頭を下げた。ちょうど営業部のフロアに通りかかったところで、ガラスの向こうから何事かという視線を向けられてしまう。

「いいよ、気にしないで」

「はいっ、すみませんっ」

　再び頭を下げる千葉に息をついた榛名は、もう一度篁が消えた廊ろう下かへ視線を向けた。

（視線……合わなかったな）

　わざとなのか、それともたまたまなのか、あの一いつ瞬しゆんでは判断がつかない。それでも以前なら足を止めてくれたのにと理り不ふ尽じんな寂しさを感じた。

「行くよ」

「はいっ」

　避けられているとは思いたくない榛名は、強引に視線を離はなして歩き始めた。










　結局、その日は終業時間まで篁に会うことができなかった。

　榛名の方からも会いに行くことができず、篁も訪れなくて、気分が落ち込んだまま自宅に帰る。

「お帰り」

「ただいま」

　ちょうど夕飯の支し度たくをしていた母が出で迎むかえてくれた。

「最近早いわね。三樹くん、遊んでくれないの？」

　からかうように言う母は、きっと深い意味で言っているわけではない。

　最近の榛名はずっと篁と夕食を共にし、わざわざ家まで送ってきてくれるたび彼は両親にも挨あい拶さつをしていた。榛名自身恥はずかしい行こう為いをした後で篁と両親が顔を合わせるのは複雑な思いだったが、それでも毎日一緒にいることが楽しかった。

　それほど共にいたのに、ここ数日の榛名は直帰をしている状じよう況きようだ。母が不思議がるのは無理もなく、榛名もわざとなんでもないことのように説明をした。

「三樹も忙いそがしいんだよ」

「そうねえ、『TAKAMURA』グループの御おん曹ぞう司しですものねぇ」

「……うん、そうだよ。僕、着き替がえてくるね」

　榛名は話を切って部屋へと向かおうとする。すると廊下で父と鉢はち合あわせをした。

「お帰り、早いな」

「ただいま」

　母と同じことを言う父に笑って部屋に向かおうとしたのだが。

「あ、榛名、ちょっといいか」

「え？」

　珍めずらしく引き留める父に、榛名も階段を上ろうとした足を止めた。

「何？」

「お前、どうなんだ？」

「どうって……何？」

　榛名が首を傾かしげると、父は呆あきれたように溜め息をつく。

「望さんのことだ。この間もパーティーで会ったそうじゃないか。相手はきちんとした家のお嬢じようさんだし、その、お前がその気なら父さんがちゃんと先方に挨拶をするぞ」

「父さん……」

　思いも掛けない言葉だった。

　息子むすこの恋れん愛あいになどまったく興味がないと思っていたが、どうやら父は榛名のことを心配してくれていたらしい。そして、榛名の知らない間に段取りを整え、あの茶会が事実上見合いのようなものだったということにも今さらながら気づいた。

「どうだ？」

「……僕……」

　望には好感を持っている。年相応に明るくて素す直なおで、それほど派手でないのも榛名には好ましかった。一瞬、こういう女の子が恋こい人びとになるのかなと想像もしたが、篁への気持ちに気づいた今となっては、仮定でもそんなことを考えられない。

「榛名」

「ごめんね、父さん。僕、好きな人がいるんだ」

　誤ご魔ま化かすことなく榛名が言うと、父は呆気あつけにとられたような顔をする。奥手の榛名にそんな相手がいるとは考えもしなかったのだろう。親子でこんな話をしたことがない反動かと、反対に榛名は落ち着いた。

「だから、望さんには僕からちゃんと話をするよ」

「榛名、お前、好きな人って……付き合っているのか？」

　父の問いかけに、榛名の頭の中に浮うかんだのは篁の顔だ。多分、榛名の好きな相手は女性だと思い込んでいる父に、今はとても篁の名前は出せなかった。いや、大前提として、篁が榛名と同じ種類の好意を抱いだいてくれているのかまったくわからない状況だ。へたに名前を出して篁に迷めい惑わくはかけられない。

（でも……誤魔化すこともしたくない）

「後で、望さんの連れん絡らく先教えて」

「知らないのか？」

「うん」

　そう言えば、連絡先はおろか望の住所も勤め先の名前も聞いていない。自分たちはそれだけの関係だったのかと、なんだか可笑おかしくなってしまった。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの父から望の連絡先を聞き、会うことになったのは翌日の夕方だった。

「あ、駿河さん」

　待ち合わせはパンケーキの美味おいしい店だ。望が食べたかったからと言い、榛名も篁とは来ることができない店だろうと少しだけわくわくしながら店の前で待っていた。

「こんにちは」

　榛名が笑うと、望もにこっと笑えみを浮かべる。そのまま店に入り、望は一番人気のメニューを、榛名は苺いちごがたっぷり載のったプレートを頼たのんだ。

「駿河さん、苺好きなんですか？」

「うん。果物はなんでも好きだけど、特に苺が好きかな」

　確か小学一年生の時、榛名は篁一家に誘さそわれて苺いちご狩がりに行った。大きなビニールハウスには自分たち以外おらず、時間も無制限だと聞いて飛び上がって喜んだものだ。

『ハル』

『わぁ、おっき～。ありがと、みっちゃん』

　篁は大きくて艶つや々つやと赤い苺を取っては榛名に渡わたしてくれて、自分ではほとんど食べていなかったように思う。帰りもお土産みやげ用に貰もらい、それから毎年のように苺狩りに誘ってもらえるようになった。

　きっと、その時から榛名は苺が好きになった。篁がくれた苺が本当に美味しかったから、今でも記き憶おくにしっかりと刻まれている。

「駿河さん？」

　名前を呼ばれ、榛名は顔を上げた。

　周りには学生や若い女性たちが大勢いる。その中でスーツ姿の榛名は目立っていて視線も集めていた。そんな状況で深刻な話をすべきではないのかもしれないが、榛名は引き延ばすことはしたくなかった。

　不思議そうに自分を見る望に頭を下げ、榛名は昨夜からずっと考えていた言葉を告げた。

「望さん、今日は急に呼び出したのに来てくれてありがとう。君は聞いていなかったかもしれないけど、この間の茶会で僕たちが会ったのは……」

「お見合いですよね？」

「……知ってたんだ」

「昨日、駿河さんから電話があったでしょ？　そのあと父が舞まい上がって、結ゆい納のうはどうの、結けつ婚こん式はどうのって言っていたから締しめ上げたの。……ごめんなさい」

　そこまで言った望は頭を下げた。

「私、まだ結婚するつもりありません」

「え……？」

　意外な言葉に、榛名は思わず声を漏もらした。

「まだやりたいことがあるし、正直に言って……遊びたいし。駿河さん、凄すごく真ま面じ目めだし、優やさしいから心が動いたのは本当だけど……でも、やっぱりまだ自分の人生を決めたくないんです」

　きっぱり言い切る望の顔は、今まで見たことがないほど大人びている。しかし、テーブルの上に置かれた手が僅わずかに震ふるえているのに気づいた時、女の子に言い難にくいことを言わせてしまった罪悪感に襲おそわれた。

「謝ることないよ。僕もまだ、結婚は早いかなって思ってるし」

「え……じゃあ、駿河さんも断ろうと思って？」

「断ったのは君が先だから、僕は振ふられたってことだね」

　顔を見合わせ、ようやく互たがいに笑うことができた。

「なんだぁ、緊きん張ちようしちゃった」

「ごめんね」

「ううん。じゃあ、このパンケーキは美味しく味わって食べられそう」

　パンケーキを食べながら、榛名は望と色々な話をした。若い女の子の様々な興味や流行は聞いているだけで目が回りそうだが、楽し気に話している姿はとても可愛かわいく思える。

　あっという間に皿の上は空になり、年上の礼れい儀ぎとして榛名が料金を払はらって店の外に出ると、望は改めて礼を言ってくれた。

「今日はご馳ち走そう様さまでした」

　そう言って顔を上げた望のピアスが先日のパーティーの時に着けていたのと同じものだと気づいた時、榛名の口からは言葉が飛び出していた。

「みつ……篁のこと、どう思う？」

「篁さん？」

　望にとって思いがけない名前だったのか、目を丸くして驚おどろいている。口に出すべきではなかったとも思ったが、今さらなかったことにはできなかった。

「僕の、上司」

「あぁ、あの篁さん？　恰かつ好こ良よくて素す敵てきですよね？　でも、私には高たか嶺ねの花です」

「高嶺の花？」

「『TAKAMURA』グループ御おん曹ぞう司しだし、あの外見でしょう？　隣となりに立つのも足が震えちゃうもの。この間は話ができて、一生の思い出にします」

「そう、なんだ」

　あの夜、榛名の目にはとても似合いのように見えた二人だが、望の方はそんなふうに思っていたらしい。情けないが望が篁に恋愛感情がないことを知って、榛名は泣きそうなくらい安あん堵どした。少しでも好意を持つ望を恨うらむことがなくて良かったと、心の底から思う自分は偽ぎ善ぜん者しやかもしれない。

　それでも、篁を誰だれにも渡したくないのだ。

「じゃあ」

「気をつけて」

　望と別れた後、榛名は歩きながら考えた。

　これまでの良い関係が崩くずれることが怖こわかったし、篁の家のことを考えれば絶対に秘ひめなければならない想おもいだ。その上、自分たちは男同士で、どうしても普ふ通つうの恋人同士になることはありえない。

　それでも───。

「……好きだから」

　初めて気づいた恋こい心ごころにきちんと決着をつけるためにも、篁と向き合うことは必要だ。篁にはこの気持ちを押し付けて迷惑になるかもしれないが、一度だけ、一度だけ榛名の恋心を知ってほしい。

　その上で振られても、きっと後こう悔かいはしないと思う。

「……よしっ」

　明日は金曜日だ。

　これまですれ違ちがってしまい、なかなか会えない篁に自分から会いに行くことを決め、榛名は顔を上げて帰宅した。










「え……パーティーに出席？」

　翌日、今日こそ篁に告白するために終業後に誘おうと意気込んだ榛名は昼休きゆう憩けいに篁のオフィスを訪ねたが、そこには東雲だけがいた。そして、彼の口から篁が桐ケ谷と商談に行った足でパーティーに出席するという話を聞く。

　昨夜から決意を固め、断られても泣かずに笑う練習までしたというのに、なんだか拍ひよう子し抜ぬけだ。

「……そっか……」

　それでも篁がいなければ何も始まらず、榛名は溜ため息混じりに呟つぶやく。これ以上ここにいてもしかたがないのに、未練がましく篁のデスクを見つめてしまった。

（月曜日とか……気持ち、持つかな）

　時間が経たてば経つほど、せっかくの決意が萎しぼんでしまいそうだ。しかし、電話やメールで済ませることではない。きちんと篁の顔を見てから玉ぎよく砕さいするつもりの榛名は気持ちを切り替かえるため、もう一度深く息をついた。

「じゃあ」

　頭を下げてオフィスを出ようとした榛名だったが、

「あいつに用があるのか？」

　東雲の言葉に不覚にも大きく肩かたを揺ゆらした。

「榛名」

「用って……いうか……」

「……」

「……話したいことが、あって。で、でも、別に急ぎじゃないから」

　慌あわてて付け足すものの、自分の言葉が不自然なのは自覚していた。

　普段は東雲が呆あきれるほど一いつ緒しよにいるのだ、急ぎでなかったら週明けの朝でも構わず、もっと言えばこの週末に会えばいいだけのことだった。だいたい、いつもなら篁の方から会いに来てくれていて、榛名の方がわざわざ私用で彼のオフィスに足を向けることは滅めつ多たにない。

　いつもとは違う行動をとった榛名のことを、東雲はどう思っただろうか。

　榛名は思い切って東雲を見る。すると、じっとこちらを見ていた目と合い、しばらく見つめ合う形になった。

「……なるほど」

「え？」

「もう少し時間が掛かかると思ったが……」

　呟く言葉が聞こえなくて聞き返そうとすると、唐とう突とつに東雲が切り出した。

「今夜、時間あるか？」

「え？」

「終業時間になったら迎むかえに行くから」

「東雲？　いったい……」

「まあいいから」

　東雲の言葉の意味は、終業時間になってからわかった。

　タクシーに乗せられ、共に向かったのは都内の高級ホテルで、ロビーには煌きらびやかなドレスを纏まとった女性たちがいたからだ。

　今日のパーティーは芸能関係のイベントらしく、見かける女性は皆みなとても綺き麗れいだ。男性も正装というよりは皆個性的なファッションで、榛名は普通のスーツを着ている自分が悪目立ちをしているようだと恥はずかしくなった。

　招待されていないのに会場に入っていいのかと焦あせる榛名とは対照的に、東雲は堂々と社名を言って二人とも簡単に中に誘ゆう導どうされた。

「こんな時は篁の名前が効くな」

　にやりと笑った東雲に背中を押されるように会場内へ入ると、圧あつ倒とうするような熱気に襲おそわれてしまい、思わず数歩後ずさってしまう。

「奥にいる」

　言葉に促うながされて視線を向ければ、そこには多くの人に囲まれた篁の姿があった。

　篁はスーツ姿だが、オーダーメイドのそれはピッタリと身体からだに合っていて、遠目でもとても高額だろうとわかる綺麗なシルエットだ。会社にいる時よりも髪かみ型がたはラフに流していて、静かな笑えみを浮うかべているその姿はまさしく王子さまのようだった。

　周りの女性たちは明らかに篁を熱のこもった視線で見ている。芸能人も見かけるこの会場の中でも、あの一角は一ひと際きわ目立っていた。

「行かないのか？」

　気き後おくれし、その場に立ち竦すくむ榛名に東雲は声を掛けてくるが、とてもあの輪の中に入って篁に話しかけるなんてできそうにない。

　ここまで来るのが自分の限界だったかもしれないと、榛名は東雲を仰あおぎ見た。

「……ありがとう」

「ん？」

　片かた眉まゆを上げ、彼にしては大おお袈げ裟さなリアクションをしてくれるのがおかしい。

「ここまで連れてきてくれて。でも、やっぱり帰るよ。僕には不似合いな場所だから」

「榛名」

「……」

「本当にそれでいいのか？」

「え？」

　東雲はそれ以上何も言わないが、真っ直すぐな眼まな差ざしは榛名を捉とらえて放さない。そして榛名も、東雲から目を逸そらせなかった。

「本当に、後悔しないのか？」

　まるで榛名の気持ちを知っているかのような物言いに、胸がとくんと高鳴る。

（後悔……）

　二度と会えないわけではない。週が明ければ会社でも会えるが、それでも今日、今の時間に逃にげてしまうと、もしかしたら榛名の中の勇気は萎なえてしまうかもしれない。

　逃げ出したいと思っている自分と、ようやく気持ちに気づき決意した自分。今までならきっと楽な方を選んだだろうが、告白し、前に進もうと決めたのは自分だ。

「……ありがとう」

　ここで引き下がっては今までと変わらない、榛名はぐっとその場で足を踏ふみしめる。

「……三樹」

　そして、もう一度前方へ目を向けた。そんな榛名の気持ちの変化に東雲も気づいたらしい。

「一緒に行こうか？」

　篁に負けず優やさしい東雲の言葉に、榛名は頼たよりたくなる気持ちを堪こらえた。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　これ以上東雲の力を借りるのは申し訳ない。大きく深呼吸をし、思い切って一歩前に足を出した。

「！」

　その時だった。

　まるで榛名の声なき声が聞こえたかのように、ふと顔を上げた篁がこちらに視線を向けた。

　榛名の姿を見て目を見開いた篁は珍めずらしく無防備で、思わず笑ってしまう。すると今度は人前では滅多に見せない眉み間けんに皺しわをよせた厳しい表情をして、周りに寄っている女性たちをまるで振ふり払はらうように強ごう引いんに割ってこちらへと歩いてきた。

「お～、怒いかり心しん頭とうって顔をしているな」

「僕が来たから……」

「違ちがう。俺がお前をここに連れてきたから」

「……どういうこと？」

　自分が言ったのとどう違うのかと榛名が首を傾かしげるのと、その腕うでをいきなり摑つかまれたのはほぼ同時だった。

「どうしてこんな場所に来たの？」

「ご、ごめん」

「……どういうつもりだ」

　呼ばれてもいないのにのこのこパーティーに来たことを叱しかられたかと慌てて謝罪するが、篁の言葉の矢は東雲に向けられている。

「むしろ感謝してほしいな。今日連れてこなかったら、多分お前の禁きん欲よくはまだ続いていたと思うぞ」

「……」

　意味深な東雲の言葉の意味は榛名にはわからないが、どうやら篁には通じたらしく難しい顔をしながらもそれ以上東雲を責めようとはしなかった。

　自分のために動いてくれた東雲を責められるのは申し訳なかったので、榛名は無作法だと思いつつも反対に篁の腕を取りながら言う。

「仕事中、ごめん、三樹。でも、どうしても話があって……」

「ハル？」

「時間がないだろうから、ここで言うね」

　ここはパーティー会場で、私的な告白をする場所では到とう底ていない。ただ、騒ざわめきの中、篁がいるに相応ふさわしい場所でさらりと告白することにした。

　本当はもっとちゃんとした場でするつもりだったが───榛名も自分がテンパっていることに気づかなかった。

「僕、三樹のことが好きだよ……恋れん愛あい感情を込めて」　>>>♥

「ハ……ル……」

　榛名の告白に茫ぼう然ぜんとする姿を見て、やっぱり驚おどろくよなと小さく笑う。笑うことしかできなかった。

「びっくりした？　わかってる、ちゃんとわかっているから。僕は三樹の隣となりにいるのに相応しくないよね。でも、ちゃんと伝えておきたかったんだ……ごめんなさい」

　突つっ立ったまま向き合っている榛名と篁を、周りが怪け訝げんそうに見てくる。その中には先ほどまで篁とにこやかに話していた女性たちの姿もあった。

　だが、榛名は目の前の篁しか目に入らない。驚いて、何か言いかけて口を噤つぐむその様子に、困らせているんだとぼんやりと思った。

　勝手に決意して、勝手に仕事場にまで押しかけて。一方的な自分の気持ちを押し付けてしまったことを少しだけ後こう悔かいする。ただ、不思議と気持ちはすっきりとした自分もいて、榛名は強がりではなく笑うことができた。

「今日、どうしても言いたかったから。じゃあ、帰るね」

　篁の腕を放し、そのまま背を向け歩き出した───つもりだった。

　しかし。

「……っそ」

　なにやら舌打ち混じりの声が聞こえたかと思うと、榛名は再び腕を摑まれる。

「このまま帰すわけないだろうっ。東雲」

「わかっているよ、後は引き受ける。先せん輩ぱいは？」

「向こうで高い酒を飲んでいる。任せたぞ」

　そう言った篁は榛名の腕を摑んだまま会場を後にする。途と中ちゆう何人もの人に声を掛かけられたが、そのたびに慇いん懃ぎん無礼に断っていた。

「あ、あのっ、大丈夫だからっ」

　告白をすると意気込んではみたが、仕事を中断させるつもりはなかった。自分の言動がチグハグなのは自覚しているが、それでも榛名は大丈夫だからと必死に篁を止とどめようとする。

「大事な仕事なのにっ」

「ハルより大事なことはないから」

　あっさりと言い切られ、次の言葉が出てこなかった。

「……っ」

（そんなふうに……言わないでよ……）

　馬ば鹿かな期待をしそうで、榛名は唇くちびるを嚙かみしめた。




　　　　＊　＊　＊




　パーティー会場を抜ぬけた篁は、すぐにロビーを突っ切ってエレベーターに乗る。運よく他ほかに乗客はなく、一いつ瞬しゆんだが二人きりの空間になれた。

　腕を摑んだままの榛名はどこか不安げで、先ほどからしきりに視線を揺ゆらしている。あの場所で、大だい胆たんに告白してきたとは思えないほどの繊せん細さいさだ。

（まさか、ハルの方から告白してくれるなんて……）

『僕、三樹のことが好きだよ……恋愛感情を込めて』

　どれほどこの言葉を待っていただろうか。

　自分に向けられる確かな好意はわかっていたのに、それが自分の望むものではないと思い知るたび、篁はいつか榛名を手に入れようと日々考えていた。純じゆん粋すいな榛名が喜んでくれるように、もっとスマートに、この先一番の思い出になるように、様々なシチュエーションもずっと思い描えがいていた。

　しかし、思いがけない榛名の告白に、そんな自分の恰かつ好こうつけは何の意味もなさないことを知った。

　真しん摯しな告白の前には、シチュエーションなど関係ない。

「三樹……」

「ん？」

「あ、あの、さっきの……」

　榛名は告白の返事を待っている。そのくせ、まったく期待していないのも伝わってきて、今までの自分の行動がすべて徒労だと思うと肩かたから力が抜けそうだった。

　初めて出会った時から今まで。

　いや、恋愛感情を自覚してからずっと、篁は榛名にアピールしてきた。選ぶのは自分しかいないのだと、素す直なおな榛名に植え付けてきたつもりだ。

　そんな篁の想おもいがまったく伝わっていなかったのも衝しよう撃げき的てきだったが、それ以上に榛名の方から告白してくれるなんて思いもよらず、自分らしくない行動をとっているのが現状だ。

　こんなふうに、篁の気持ちをかき乱すのは榛名しかいない。

　もちろん、その乱れは不思議と心地ここち好よいもので、篁はわざと榛名を意識させるために顔を覗のぞき込んだ。

「ハルの告白？」

「……っ、あ、あれ、気にしなくてもいいよ？　自分の気持ちに区切りを付けたかっただけで、三樹を困らせたいわけじゃないから」

　今の言葉では、どうやら榛名は一方的な告白で満足し、自分と今以上の関係になるのを望んでいないように聞こえる。そんなことを許せるわけがなかった。奥ゆかしさは榛名の美徳の一つだが、自分に関することだけはもっと貪どん欲よくになってほしい。

「どういうこと？」

「どうって……」

「俺を困らせたくないって、俺が何を困るの？」

　すると、ようやく榛名が小さな声で言った。

「……三樹が、幼おさな馴な染じみとしての僕を大事にしてくれているのはわかってる。そんな僕に、好きだって言われても突き放せないよね？　でも、大だい丈じよう夫ぶだから。これから先は幼馴染として、立場をわきまえて……」

「必要ないよ」

　必死に言い募つのる榛名は可哀かわい想そうで可愛かわいかったが、これ以上卑ひ下げなどしてほしくなくて咄とつ嗟さに言葉を遮さえぎった。

「俺も好きだから」

「……え？」

「もちろん、ちゃんと恋愛感情を含ふくめてそう思っている。……もっとロマンチックに告白したかったのに、ハルが男らしく俺を奪うばいに来てくれたから……嬉うれしくて言っちゃったな」

「う、奪いにって、え？」

　エレベーターがロビーに着き、扉とびらが開いた途と端たんにざわめきが耳に届く。

　第三者の存在に気を遣つかったのか榛名は口を噤んだが、篁は構わずに言葉を続けた。

「パーティー会場まで来てくれただろう？」

　それ自体は、おそらく東雲の独断だろう。さっきも、勝手に榛名をこんな狼おおかみがうじゃうじゃいる場所に連れてきたことに怒いかりを感じた。そんな東雲の行動が篁のためではなく、榛名を思ったゆえでのものだということも予想ができてなおさらだ。

　ただ、それらの醜みにくい嫉しつ妬とも、榛名の告白ですべてが霧む散さんした。

「ハル、好きだよ」

「三樹……」

　柱の陰かげで立ち止まり、篁は榛名の頰ほおに素す早ばやくキスをする。

「ずっと、ハルだけが欲しかった。昔から俺の気持ちは変わっていない。だから、ようやくハルの気持ちが追いついてくれて本当に嬉しいんだ」

「……本当に？」

「俺が今までハルに噓うそをついたことがあった？」

「……」

　ない……そんな囁ささやきに笑えみを深くした篁は、榛名の手を引いたままロビーを横切った。

　男同士だが、パーティーやラウンジもあるので、おそらく酔よっ払ぱらいだと見られているだろう。別に、恋こい人びと同士だと思われてもまったく構わない。それは事実だし、むしろ手に入れたばかりの可愛い恋人を皆みなに見せびらかしたい気分だ。

　停とまっていたタクシーに乗り込み、行き先を告げる。それは篁のマンションだ。

「三樹、あの……」

「外がい泊はくの許可は俺が取るからね」

「！」

　その瞬間、見事に榛名の頰は赤くなる。

　鮮あざやかなその変化に思わずキスをしたかったが、可愛らしい榛名の顔を誰だれにも見せたくなくて、篁は運転手に見えないところで榛名の手を握にぎりしめて我が慢まんした。








第七章









　タワーマンションの最上階。

　すごい勢いで上っていくエレベーターの表示を、榛名はぼんやりと見つめていた。

　篁のマンションに来るのは、これで二回目だ。一度は、篁が引っ越こしをした時に東雲と共に招かれた。

　プライベートでも頻ひん繁ぱんに会っているが、いつも篁が榛名の自宅に送ってくれるので、彼のマンションに足を運ぶということはなかったのだ。

　篁自身ステータスにこだわりがないらしく、本来はタワーマンションでなくても良かったらしい。ただ、セキュリティがしっかりしているというその点だけでこの部屋を決めたのだと言っていた。

　その時に見た部屋の中はまるでモデルルームのように綺き麗れいでシンプルに整えられていたが、榛名はどこか寂さびしい感じがした。静かで、上等な家具に囲まれているというのに、落ち着くことができなかった。

　なので、頻繁に自宅に招いた。広いだけが取り柄えの古い家だが、店と隣りん接せつしているのでいつも人の気配があった。

　篁も、榛名が見ている限りでは寛くつろいでいてくれたと思う。

　引っ越してから二年弱、今あの部屋はどんなふうに変わっているのだろうか。

　エレベーターが着き、篁に腰こしを抱だかれるようにして歩く。ホテルからここまでどこかしら身体からだに触ふれていたが、嫌いやだと思うことはなかった。

「どうぞ」

「お邪じや魔まします」

　ドアを開かれ、榛名はおずおずと足を踏ふみ入れた。

　そのまま以前通されたリビングに向かおうとしたが、なぜかその手前の部屋に誘いざなわれる。

「わ……」

　ベッドルームだ。広い部屋の中には大きなベッドと小さなサイドテーブル以外置かれていない。だからこそベッドの存在感は強きよう烈れつで、榛名は顔が赤くなりそうで視線を逸そらした。

　好きだと告白して、好きだと返事をされて。その上で何があるのか想像できないほど榛名も初心うぶではなかった。いや、篁とは恋れん愛あいのレクチャーと称しようして何度も肌はだを合わせていたので、むしろ妙みようなリアリティがある。

「ハル」

「……っ」

　後ろからすっぽりと抱きしめられ、首筋に熱い息がかかった。

「み、三樹」

「ん？」

　そのまま首筋を舐なめられ、前に回ってきた手が器用にネクタイを解ほどいていく。焦あせった榛名は、篁の手を握ってその動きを止めた。

「……嫌？」

　耳に注がれる囁きの、なんと甘いことか。

　ここまであまりにも流れがスムーズ過ぎて戸と惑まどうものの、けして嫌なわけではなかった。

　ただ、これまでもこういった行こう為いの前にはシャワーを浴びていた。会社帰りの汗あせに汚よごれた身体を触れさせるのは、恥はずかしくてとてもできない。

「バ、バスルーム、借りていい？」

　榛名が何を言おうとしているのかわかったらしく、篁は楽し気に笑って頷うなずいてくれた。

「こっち」

「……」

（良かった……）

　シャワーを浴びる間に心の準備ができそうだ。

　これまでのレクチャーの延長上の行為とは違ちがい、今からするのは恋人としての行為だ。

　そこまで考えた時、ふと榛名は篁を振ふり返った。

「僕たち、恋人同士でいいんだよね？」

「……っ」

「三樹？」

「もちろん」

　なぜか篁は一度顔を伏ふせたが、しっかりとそう言って頷いてくれる。榛名は安あん堵どしてスーツの上着を脱ぬいだが、シャツの釦ぼたんを外している時に篁がまだ脱だつ衣い所にいるのを見て戸惑った。

「三樹が先に入る？」

　家主ならそれが当たり前だ。榛名は脱いだものを手にしていったん出ようとしたが、篁はその上着を取って言った。

「待てないから一いつ緒しよで良いよね」

「一緒って……恥ずかしいし」

　明るいライトの下、裸はだかの身体を隅すみ々ずみまで見られることにはまだ抵てい抗こうがある。

　だが、篁は榛名の逃にげを許してはくれなかった。

「別々に入るのは寂しいよ。ね、ハル」

　甘えるように言われては、榛名も拒きよ否ひをし続けられなかった。そもそも羞しゆう恥ちが一番で、けして篁と一緒に風ふ呂ろに入ることが嫌なわけではないのだ。

「あんまり、見ないでね」

　とりあえず、素す早ばやく汗を流して先にバスルームを出るしかない。

　シャワーを浴びる前に決意した榛名だが、そう上手うまく思い通りにはいかなかった。

「んっ、や、やぁっ」

　シャワーの下で抱きすくめられ、何度もキスを繰くり返された。それに応こたえるのに夢中になってしまい、伸のびた手で尻しりを摑つかまれた時はすっかり無防備な状態だった。

　尻に触れる手は何度も双そう丘きゆうを揉もみこみ、やがて指が尻の狭はざ間まに埋うもれていく。

「んぁっ」

　指先が尻の穴に触れ、驚おどろいた拍ひよう子しに締しめ付けるとそのまま挟はさみ込んだ状態になった。それなのに指は引き抜ぬかれず、そのまま表面を撫なで擦さすっている。

（う、噓うそっ）

　無意識に逃げようとしたが解放してもらえるはずもなく、今度は背後から抱きこまれる体勢になってしまう。

　ペニスに触れられることには多少慣れてきたが、こんな場所に触れられるのは初めてだ。

　関係ない場所というよりも綺麗なところではないことに混乱し、榛名は後ろを仰あおぎ見ながら懇こん願がんした。

「ぬ、抜いて……」

「どうして？　ここも解ほぐしておかないと」

「解すって、どうし、てっ？」

　即そく座ざに言い返すと、なぜか篁は僅わずかに驚いた様子になる。

「知らない？」

「な、何？」

「……そうか。ここから教えるのか」

　妙に楽し気な雰ふん囲い気きに、少しだけ嫌な予感が頭を過よぎる。それでも篁の腕うでの中から逃のがれるつもりはなく、それよりも少しでも早く指をその場所から離はなしてほしくて腰を揺ゆらす。しかし、その行動はかえって深く指を挟み込んでしまい、榛名は頰ほおを真っ赤にして強く目を閉じた。

「ハル」

「やぁっ、やめ、てっ」

　いつもなら、榛名に甘い篁はすぐに言うことを聞いてくれるのに、今日はとても意地悪に榛名が恥ずかしいことを仕し掛かけてくる。何度も尻の狭間を擦こすられ、穴の周りを押されていれば、嫌でも意識がそこに集中していく。

　壁かべに火ほ照てった頰を押し当てた榛名は、次し第だいに足に力が入らなくなってきた。

「ぁ……ぁん……」

「ハル……」

　熱い唇くちびるが背中に押し当てられ、チクッとした痛みと共に吸われる。それは何度も繰り返されながら、榛名の腰まで下りていった。

　その時にはもう尻を撫でる指の感覚に麻ま痺ひしていたが、

「！」

　いきなりその指を引き抜かれたかと思うと双丘を開かれ、シャワーのお湯とは違った感かん触しよくがその狭間にいきなり与あたえられた。

　朦もう朧ろうとした意識の中でもその違い和わ感かんは強烈で、榛名は反射的に背後を見る。すると、自分のすぐ後ろに跪ひざまずいた篁が尻に顔を埋うずめていた。

（噓……！）

　篁は尻の狭間に舌を這はわしているのだ。そのことに今までで一番衝しよう撃げきを受けた榛名の足は力が抜け、崩くずれるように壁に寄りかかる。咄とつ嗟さに伸ばされた腕に腰こしを支えられたが、榛名は篁の顔を真っ直すぐに見ることができなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　いつの間にかシャワーは止められていた。

　抱かかえなおされて向き合う形になると、俯うつむく視界の先に勃たち上がった篁のペニスが榛名の腰近くにあるのがわかる。赤黒く、先せん端たんが張ったそれは、自分のものと一緒の器官だとは言えないほどに大人の男の様相だった。王子さまな容よう貌ぼうの篁には似合わないほど淫いん猥わいなものに、驚きと恐おそれが一気に押し寄せてくる。

　改めて思えば、篁は榛名を怖がらせないためか、下か肢しを露あらわにすることは今までなかった。

　やんわり押しつけられ、反応していることを感じることはあっても、いつもは榛名だけが高められ、イかされて、篁自身の明確な欲情している姿を目まの当たりにしたのはこれが初めてだ。

　こんなにもじっと見ているのははしたないのに、榛名はそこから視線を逸らせない。すると、頭上で笑う気配がして、次の瞬しゆん間かんにはぐっと強く尻を摑まれた。

「それを、ハルのここに入れるんだよ」

「……え？」

　それとは、榛名が見ている篁のペニスのことだろう。だとすると、ここというのは今篁が摑んでいる───。

「おし、り？」

「ハルのここは小さいし、腰も細いから心配だけど、俺もこれ以上我が慢まんすることができない。ハル、俺を受け入れてくれる？」

「お、お尻に？」

「男同士ではここで繫つながるんだ。もちろん、ハルが絶対に嫌いやだって言うんならそれ以外の方法で気持ち良くしてあげる。今までだって、痛いことはしていないよね？」

　確かに、これまでも篁に自じ慰いの延長のような愛あい撫ぶを施ほどこしてもらった。痛みなんて感じることもなく、榛名だけが一方的に気持ち良くなるだけの行為だった。

　男同士ではセックスなどできず、いつか自分も篁のペニスを愛撫するのかと漠ばく然ぜんと考えていたのだが、繫がる方法は別にあったということだ。

「驚いた？」

　固まっている榛名に、篁は優やさしく問いかけてくる。衝撃が治まらないまま、榛名は無意識に頷いた。

「……びっくりした」

「嫌？」

　それは、篁の言う尻を使ったセックスは嫌かということだ。

「ハル」

　その問いをもう一度頭の中で考えた榛名は、小さな声で答えた。

「……嫌、じゃ……ないよ」

「本当に？　ハルのここに入れるんだよ？　できるだけ痛くないようにするつもりだけど、もしかしたら……」

「……痛くてもいい」

　それは決して強がりではなく、今の榛名の正直な思いだった。

　篁が好きだと自覚した時、その気持ちに自信はあったが、きっと自分は選ばれないだろうと諦あきらめていた。それは家いえ柄がらのことでというよりも、女性には絶対に勝てないと思ったからだ。

　キスは、できる。

　互たがいに身体からだを愛撫し合うことも、できる。

　でも、篁と深く身体を合わせること───セックスはできないし、子供も与えてあげることはできない。

　しかし、繫がる方法はちゃんとあった。男女の普ふ通つうのセックスとは違ちがうが、それでも二つの身体をより深く重ねることができる。痛みなんて、その嬉うれしさに比べれば何でもないような気がした。

　今までだって、篁は榛名だけを気持ち良くしてくれて、榛名は彼に何もできなかったのだ。

　自分にもできることがある。驚きの次に待っていたのは、そんな安あん堵どの思いだった。

「あ……でも」

「ん？　やっぱり嫌？」

「嫌じゃない、けど……僕、三樹の赤ちゃん、産めないよ？　三樹は？　それでもいい？」

　男同士であれば、最大の問題がそれだ。榛名の家は姉の子供が継ついでくれるだろうし、両親は榛名が選んだ相手を最終的には受け入れてくれると信じている。だが、篁の家はそう簡単ではないだろう。いくら三男といえど、結けつ婚こんや跡あと継つぎ問題から目を逸そらすことはできない。

　何を言われてもいいよう、榛名は覚かく悟ごを決めて顔を上げた。

「……っ」

　しかし、そこで見たのは篁の苦く悩のうする顔ではなく、初めて見るほどの嬉しそうな顔だった。

「欲しいのはハルだけだ」

「みつ……」

「ハルが側そばにいてくれるなら何もいらない。もちろん、子供だって、ハルのことを分け与えるくらいなら絶対に欲しくない」　>>>♥

　真っ直ぐな言葉で言われ、榛名は泣きそうになりながら笑う。

「僕は……三樹の子供、見てみたかったよ？」

「ハルが産んでくれるならいてもいい。でも、やっぱりハルだけでいい」

「……うん」

　もしかしたら、とんでもなく愚おろかな選せん択たくかもしれない。それでも榛名はただ一心に自分を求めてくれる篁の気持ちが嬉しかった。










　まるで宝物のように大切にバスタオルに包くるまれた状態で抱だき上げられ、先ほど見たベッドルームに運ばれた。

　自分の足で歩くと言ったが、男の夢なんだと言って押し切られた結果だ。なんだか妙みように恥はずかしく、榛名は落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる。

「ハル」

　そっとベッドの上に下ろされ、篁の顔が近づいてきた。自然に目を閉じるとキスが落ちてきて、それは一度離はなれ、もっと深いものになった。

（鼻で……息……）

　篁の顔に息がかかってしまうのはまだ恥ずかしい。何度も唇を合わせ変えられる時に喘あえぐように息をすると、宥なだめるように頰ほおに指を這わされた。

「ふぅ……んっ」

　唇を舐なめられて促うながされ、口を解ほどけばすぐに舌が入ってくる。くちゅくちゅと舌が絡からまる音や唇の端はしから零こぼれる唾だ液えきに、これまでの行こう為いとはまるで違う淫猥な行為だと意識した榛名は、たちまち理性が飛んでしまいそうになる。

「んはっ」

　息苦しくて顔を逸らせば、唇の端から顎あごへと舌が這ってきた。その感触にぷるっと身体を震ふるわせ、榛名は縋すがる先を求めて手を伸のばした。

「……ハル」

　優しい声に呼ばれ、こんな時なのに嬉しくなって笑う。すると、可愛かわいいと譫うわ言ごとのように囁ささやかれ、耳にキスをされた。

　篁のキスは永遠のようで、終わりがいつかなどわからない。唇くちびるが腫はれぼったく、吸われ続けた舌が痺しびれた頃ころ、ようやく顔を離した篁が身体を起こした。

　ぼんやりと見上げる先の篁も、榛名と同じように何も身に着けていなかった。けして厳いかつい身体付きではないのに、しっかりとした肩かた幅はばや引き締しまった腰は、同じ男としてとても綺き麗れいだと思う。

　普段はスマートで涼すずし気な容貌なのに、裸はだかになった途と端たん野生じみた雄おすの雰ふん囲い気きが濃のう厚こうになって、榛名はその雰囲気に圧あつ倒とうされていた。

「ハル」

　しかし、向けられる優しく緩ゆるんだ眼まな差ざしは見慣れたものだ。滲にじんだ恐きよう怖ふはすぐに消え、榛名は身を任せるために身体から力を抜ぬいた。

　本来なら榛名からも篁に愛撫を施したいが、情けないことに経験値が違い過ぎる。キスもまともに仕し掛かけられない自分が篁を感じさせるなんて、後どのくらいこういった行為を重ねた後ならできるだろうか。

（あ……）

　自然にそう考え、これからも当然のように篁とセックスをしようとしている自分に気づいて、榛名は羞しゆう恥ちに身み悶もだえしそうになった。

「んぁ……あっ」

　篁の顔が胸に下り、今度は乳ち首くびを含ふくまれ、弄いじられる。小さな、ほんの飾かざりだけだったそれは舌で育てられ、吸われただけでぷつんと立ち上がり、存在感を示し始めた。

　これまでは何気なく見ていた自身の身体も、一つ一つ大切に愛されると別のものに変わるようだ。愛される身体がこんなにも恥ずかしく、そして愛いとおしくなるのだと思うと、榛名も篁に対して何かしたくなった。

　与あたえられるばかりでは物足りない。

　榛名は胸に執しゆう着ちやくする篁の頭を抱きしめる。

「い……いっ」

「……っ」

「気持ち、い、よっ」

　今の榛名にできるのは、篁の愛撫に素す直なおに反応することだ。恥ずかしがっているばかりではなく、気持ちいいと思えば素直に伝える。そうすることで篁が嬉しいと思ってくれるのなら榛名も嬉しい。

　その意図が伝わったのか、篁の愛あい撫ぶはさらに濃厚になった。彼のペニスから零れる先走りの蜜みつで腿ももは濡ぬれ、それはつっと流れて榛名のペニスをも濡らしていく。

（あ……）

　ヒクンと、自分のものが反応した。キスだけでも緩く勃たち上がったそれを意識していれば、絶ぜつ妙みようなタイミングで篁の手の中に収まった。

「あっ、あっ」

　男にとって一番快感に直結する場所を、巧たくみな手しゆ淫いんが絶え間なく刺し激げきしてくる。竿さおを扱しごかれ、先せん端たん部分を爪つめの先で弄られて、慣れない榛名は呆気あつけなく射精してしまった。

「……は……ぁ……」

　とくとくと吐はき出されたそれは篁の手の中だけには収まらず、たらりと零れて榛名の腹に落ちる。無意識にそれに指先を這はわせた榛名は、ふと手を伸ばして篁のものに触ふれた。

（あつ、い……）

「……っ」

　耳元で息をのむ気配がする。

（これ……いいの、かな）

　自分の吐き出したものと篁から滲んだものが、混じり合いながら彼のペニスに纏まといついて濡らす。触れただけで熱いものが、榛名の手に余りそうなほど太くなったように思えた。

「ハ……ルッ」

「いた、い？」

　加減がわからずにいったん手から力を抜くと、篁の大きな手が重なってきて促されるように竿を擦こする。痛いんじゃないかと思うほど強かったが、篁の小さな息は次し第だいに荒あらくなっていき、

「あ……」

　しばらくして、手の中に熱く粘ねばついたものが吐き出された。

（感じてくれた……）

　つたない自分の愛撫でも篁が射精するほど高まってくれたのが嬉うれしく、榛名は安あん堵どと共に頰を緩める。

「……くそ」

「……みつ、き？」

「……我が慢まんし過ぎた」

　篁らしくない子供っぽい言い訳に、ますます彼を愛しく思う。榛名は感じてくれて嬉しいのに、篁は思ったよりも早く射精したことを恥ずかしく思っているのだ。

「まだ、だよね？」

　ここまででも榛名にとっていっぱいいっぱいだったが、先ほどバスルームで榛名と篁がもっと深く交わる方法があると教えてくれた。

　篁は深く息をつき、額に掛かかった髪かみをかき上げる。汗に濡れたそれが肌はだに纏わりついている様は壮そう絶ぜつに色っぽく、目の中にある燃えるような欲よく情じようの光に榛名は心が震えた。

「……いい？」

「……」

　聞くことないのにと思いながら榛名は頷うなずいた。

　篁はもう一度榛名にキスし、身体からだを起こすと仰あお向むけの榛名の足を広げてその間に身体を入れる。この状態では榛名は足を閉じることは叶かなわず、下か肢しが丸見えなことに視線を逸そらすことしかできない。

「……んっ」

　ゆるりとペニスを撫なでた指が慎しん重ちように尻しりの狭はざ間まに下りてきた。榛名の吐き出したもので濡れたそれは何度も何度もそこを擦り、時折確かめるように尻の穴を押してくる。

　いつ入ってくるのだろうかとドキドキしたが、篁の指は撫でるだけでなかなかその先に行く様子はない。そのうち覚かく悟ごが緩み、意識が散さん漫まんになってきた時だった。

「！」

　つぷりと、唐とう突とつに指先が押し入ってきた。

「んっ」

　意外なことに、痛みはなかった。散々愛撫され、焦じらされた結果かもしれないが、あんな場所に本当に指が入ってくるのだという事実に驚おどろいてしまう。

「ふ……うふっ」

　指は徐じよ々じよに、本当に時間を掛けて中に収められていく。ようやくすべて収まった瞬しゆん間かん、ぐっと指を曲げられて中が広げられた。

「あっ」

「痛い？」

　痛くはない。ただ、指が一本だというのに腹の中がいっぱいな感じだ。圧あつ迫ぱく感かんが凄すごくて、引き攣つる感覚もあって、異物をぎゅうぎゅうに締め付ける中が明確に指の形を教えてくれた。

（こ、これで、いっぱい、かもっ）

「今夜こうなるなんて考えていなかったから用意もできなくて……ごめん」

　指一本含んだだけで、これ以上何も入らない。先ほど手で愛撫した篁のものが入るなどと考えることもできず、榛名はどうしたらいいのか半泣きになってしまった。

　すると、涙なみだで滲んだ目元に、宥なだめるように篁の唇が押し当てられる。

「泣かないで」

「……か、悲しく、ないよ？」

「……うん。愛している、榛名」

「……っ」

　ハルではなく、榛名と呼ばれた。愛していると真しん摯しに伝えられたその想おもいと合わさって、榛名の身体には一気に熱が蘇よみがえる。恥はずかしげもなく再び勃ち上がったものが、篁の手にあたった。

「ぼ、僕も」

「ハル」

「僕も、三樹が好き。あ、愛してる」

「……うん」

　また、キスをした。今日だけで何度したかもわからないキスの合間に、篁の手は榛名の身体が彼を受け入れることができるように丁てい寧ねいに解ほぐしてくれる。

　相当な時間を掛け、途中、篁が今日だけだからとオリーブオイルを垂らして滑ぬめりを足した。その間もう一度榛名は射精してしまったが、最後にはそこは指三本も受け入れることができた。

　指を引き抜ぬかれ、腰こしを抱かかえなおされた。腰の下に枕まくらを置かれ、尻の奥まで見える恰かつ好こうにされる。引き抜かれたそこを熱い眼まな差ざしで見つめられ、榛名は無意識に身体を隠かくそうと腰を捻ひねろうとした。

「ハル」

　しかし、それは篁の声で止まった。求めていたものを与えられるのだ。ここで逃にげることはしたくなくて、榛名は強く目を閉じ、シーツを握にぎりしめた。

「！」

　濡れた、熱いものが、榛名が唯ゆい一いつ篁を受け入れる場所に押し当てられる。

「息を吐いて」

「……はー」

　素直に言われた通りにすれば、篁がおかしそうに笑った。その声につられて少し笑えみを浮うかべた瞬間を狙ねらい、存在感のある先端がぐにっと中に押し入ってくる。

「い……たっ」

　指とは比べ物にならない存在感。焼けそうなほど熱いそれが、榛名の身体を引き裂さくかのように躊躇ためらいなく入ってくる。いっぱいに広がったはずのそこがさらに押し広げられ、徐々に榛名の中を犯おかした。

（く……るしっ）

　まさに、犯されているという感覚だ。気持ちは受け入れたいのに身体は痛みを拒きよ否ひして、逃げ出そうと必死に手を伸のばす。

　その手が摑つかまれ、ぎゅっと強く握りしめられてシーツに縫ぬい付けられた。もう片方の手は腰を摑み、けして放さないというように伸のし掛かってくる。あれだけ気づかってくれていたのに、篁は榛名の拒きよ絶ぜつを許してくれない。

「……あ……ぁ、んぁ……っ」

「ハル、ハルッ」

　何度も愛いとおし気に名前を囁ささやかれながら、下肢は貪どん欲よくに貪むさぼられる。次第に痛みは痺しびれに変わり、圧迫感も薄うすれてきた。　>>>♥

　ようやくすべてが収まった時は、榛名も篁も汗あせびっしょりだった。ペニスを含ふくんでいる場所はこれ以上ないほど開かれていて、中のものは力強く脈打っている。

「う……そ、みたい……」

　最初は軋きしむほど狭せまかった榛名の中は今は篁のペニスを扱しごくように纏まとい、快感を得ようと蠢うごめいている。自分の身体の変化について行けず、榛名は涙で潤うるむ眼差しで目の前にある篁の顔をただ見つめた。

　いつもは穏おだやかな篁が、必死に榛名を食くらっている。王子さまな彼がただの男の顔をして、榛名だけを求めてくれている。

「……すき……っ」

　零こぼれた言葉は無意識だった。虚きよをつかれたように一瞬だけ動きを止めた篁は唇くちびるを嚙かみしめ、さらに腰を深く打ち付けてくる。

　気持ちが良いのかなんてわからないが、幸せな行こう為いであることに間ま違ちがいなく、榛名はぎこちなく篁の動きに合わせて共に快感を得ようとした。

「あっ、はっ、んんっ」

「……っ」

　互たがいの荒い呼吸が速くなり、篁の動きも早急なものに変化してくる。身体の中にあるものがいっそう膨ふくらみ、扇せん動どうするのがわかった。

「！」

　一ひと際きわ強く中を擦こすられ、榛名は射精した。何度も吐はき出して薄くなったそれは篁の腹に飛び散り、やがて結合している場所へと流れていく。それから何度か抽送を繰くり返した篁の手が腰に食い込んだ次の瞬間、最さい奥おうに熱が迸ほとばしった。

「……ぁ……」

　身体の隅すみ々ずみまで濡ぬらしていく、篁の快感の証あかし。

　榛名は手を伸ばして篁を抱だきしめる。それ以上の強い力で抱き返され、しばらく結合は解かれなかった。




　　　　＊　＊　＊




　二十年以上かけ、ようやく手に入れた唯一の存在。

　欲しくて欲しくて、ずっと我が慢まんしていたものがようやく手に入った嬉うれしさは言葉にできるものではなく、篁は迸る欲情を止とどめることをしなかった。

　多少無理をしてしまったが、榛名を最後まで抱くことができ、できれば満足いくまで抱き潰つぶしたかったが───それができないほど、篁は榛名を大切に思っていた。

　欲情と比例するように育っていた保護欲は、榛名を傷つけようとする者が自分自身でも許さずに、二度目を挑いどもうとした気持ちをかろうじて収めた。まだ力を失っていないものをぶら下げたまま榛名の汚よごれた身体からだを洗い、下か肢しの始末まで行った。

　東雲が知れば、どこまでマゾなのだと鼻で笑われそうだが、これは一度だけの行為ではなく、始まりなのだ。

　これまで自じ慰いの延長のような愛あい撫ぶをしてきて、榛名の抵てい抗こうや嫌けん悪おは驚おどろくほど小さかった。今回のことで男同士のセックスを抵抗なく受け入れてくれた榛名とは、この先もっと楽しく、気持ち良いセックスができる。

　一日我慢することなど何でもなかった。

「……ごめんね」

　しかし、優やさしい榛名は事後のシャワーの時に篁の下肢を見てしまい、顔を真っ赤にしながら謝ってきた。体力の無さに加えて初めてのセックスに疲つかれ切った自分が受け止められないことを申し訳なく思っているらしい。

　気にすることなど何もないが、その気持ちを利用することに躊躇いはなかった。

「次はもっとたくさんハルを食べさせて」

「……も、もっと？」

「駄だ目め？」

「……い、いいよ」

「ありがとう」

　本当に、榛名は素す直なおで可愛かわいい。

　篁はバスローブを着せた榛名をいったんリビングのソファに座らせ、簡単にベッドメイキングをすると、再び抱えて戻もどった。

「……全部、三樹にやらせてる」

　申し訳なさと恥はずかしさで唇くちびるを尖とがらせる榛名を見て、篁はチュッと軽くキスを仕返す。

「これから先、榛名の方がいっぱいしてくれたらいいよ」

「……できるかな」

「レクチャー、しようか？」

　言った後で、篁は榛名に手を出す切っ掛かけを思い出した。あの時はどんなに荒こう唐とう無む稽けいでも榛名に触ふれられるのならいいと割り切っていたが、気持ちがこもったセックスはそんなものよりもはるかに良かった。

　身体も心も満足する行為があることを初めて知り、知ってしまった後は二度と手放せないと思う。

「……レクチャー……」

　榛名も気づいたのか、ちらりとこちらを見た。

「……練習じゃ、ないよね？」

「ハル」

「レクチャーじゃなくて、一いつ緒しよに気持ち良くなりたい」

　小さな声で、顔を真っ赤にしながらもはっきり言う榛名を強く抱きしめる。言われるまでもなく、本気の相手に単なるレクチャーはしない。

「……ハルは素直だから、すぐに上達するよ」

「そうかな」

「ハルが乗ってくれたら嬉しいし」

「……のる？」

「この唇でも、たくさんできることがあるよ。一緒に気持ち良くなろう」

　理解していないらしい榛名の唇をそっと親指でなぞれば、ぎこちなく頷うなずきを返してくれる。

　待って良かった。

　榛名を見つけた幼いころの自分を褒ほめ、篁は小さな身体をそっと抱きしめた。
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　篁と身も心も結ばれた榛名だったが、次に考えたのは家族のことだ。

　篁と別れるつもりはないが、この先理解してもらうには大きなハードルがたくさんあるだろう。何より、榛名の幸せを願ってくれている祖母のことを思うが、篁は慌あわてずにゆっくり理解してもらおうと言ってくれた。

　限られた時間だろうが、篁を信じて前を向いていくしかない。

「ありがとうございました」

　久しぶりに店番をした榛名は、常連客を見送って頭を下げた。

　小豆あずきの甘い匂においは幼いころから榛名を安心させてくれるし、見知った人との会話も楽しいものだ。

　会社で書類に向かうのも、ここで接客をするのも、榛名にとって大切なものは何も変わらない。これからもできるだけ、この店に関かかわっていきたかった。

「いらっしゃいませっ」

　引き戸が開く音がし、レジの前に立っていた榛名は顔を上げる。しかし、客に向ける笑え顔がおは驚きのそれに変わった。

「三樹？」

　店に入ってきたのは篁だ。スーツ姿ではない普ふ段だん着ぎの彼は、榛名に柔やわらかな笑みを向けてくる。

　今日はこれから篁と出かける約束をしていたが、まだ時間はあったはずだ。慌てて時計を見上げてみると、一時間ほど早かった。

「久しぶりに店にお邪じや魔ましようと思って。お久しぶりです」

「いらっしゃい、三樹くん。いつも榛名がお世話になって」

　母が言い、姉は悪戯いたずらっぽく笑う。

「そんなに早く会いたかったわけ？」

「ね、姉さんっ」

「ええ」

　からかう姉に焦あせる榛名とは違ちがい、篁は鷹おう揚ように頷いて視線を店の奥へと向けた。そこには祖母が座っていて、篁は自分から歩み寄って行く。

「こんにちは、馨さん」

「まあ、まあ」

　祖母は篁の顔を見て目を細め、お茶まで出してもてなし始めた。

「榛名、もう着き替がえてきていいわよ」

「う、うん」

　出かけるには制服を脱ぬいでこなければならないが、篁が祖母と何を話しているのか気になっていた。それがずっと頭の隅すみに残り、榛名は店を出てから篁に尋たずねる。

「おばあちゃんと何を話したの？」

「ん？　ハルの幸せの話」

「僕の？」

「ハルの幸せは俺が絶対に保証するって言っておいたよ」

「三樹……」

「馨さんも笑ってくれてた」

　榛名の幸せを願い、結けつ婚こんを夢見てくれている祖母。榛名の好きな相手が篁な限り、祖母の願いは絶対に叶かなうことはない。それでも、篁はそう言ってくれたのだ。

（……おばあちゃんなら……）

　篁との関係を伝えるかどうかはまだわからないが、もしも正直に伝えたとしても、祖母なら最後には笑ってくれるような気がする。

『ハルちゃんの好きになった人だものね』

　むしろ、篁の家の方が問題だ。

　篁の家族にはいつも歓迎されているが、それはあくまで友人としてであって、それが同性の恋人としてならば対応はまったく変わるかもしれない。

　特に厳しい篁の祖母は、榛名のことを恨うらむかも、しれない。

　しかし、榛名がそんな心配を口にしても、篁は何事もなく笑っている。

「それこそ、簡単だ。両親は俺の気持ちに気づいているだろうし、一馬兄さんはともかく、瑛二兄さんは知っているし」

「え……知って……？」

「ハルが心配することは何もないよ。仮に俺たちの関係を受け入れてくれなかったら、そのまま家を捨てればいい。俺にとって大切なのはハルだけだから」

「三樹……」

　篁の気持ちは嬉うれしいが、家族との断だん裂れつを榛名は望まない。反対されても何度でも説得をして、いつかわかってくれたらいいと思っている。

「まあ、どちらにせよ時間が必要だから。俺に任せてくれていたらいいよ」

「……うん。でも、僕もちゃんと考えるから」

　駐ちゆう車しや場までの短い距きよ離り。隣となりを歩く篁の手を握にぎると、振ふり向いた目が嬉しそうに細められた。

「頼たよりにしてる」




　　　　＊　＊　＊




　隣を歩く榛名の艶つややかな髪かみを見下ろしながら、篁はようやく愛いとしい者を手に入れた幸せを嚙かみしめていた。

　優やさしい榛名は周りのことを気にしているが、篁にとって大事なことはただ一つ。榛名がこの手の中から逃にげ出さないならばそれでいい。

　榛名への気持ちを知っている兄たちは問題なく、もしも両親が反対しても自立している今は何の問題もない。むしろ、祖母は榛名を気に入ってくれているので、是ぜ非ひとも花はな嫁よめ姿すがたを見せたいくらいだ。

「今日はどこに行くんだっけ？」

「タピオカの美味おいしい店を探しておいた。その後は買い物をして……」

　そこで身を屈かがめた篁は、榛名の耳元に口を寄せる。

「そのあとは、俺の家」

「……う、うん」

　目元をほのかに染めて、照れる榛名は初うい々ういしい。

　初めてのセックスから、初めての週末。今日は初めから家に帰すつもりはなかった。

「じゃあ、家で料理作ってみる？」

「ハルが？」

「一いつ緒しよにだよ」

「楽しそうだね。何を作ろうか」

　恋こい人びと同士の会話を楽しみながら、篁は考える。

　この先、榛名との同どう棲せいや入にゆう籍せきも、邪魔が入らないように用よう意い周しゆう到とうに進めなければならない。

　即そつ急きゆうの課題は、恥はずかしがり屋で奥ゆかしい榛名の身体からだの開発だ。今は週末に限られているセックスをせめて二日に一度、いや、三日に一度にし、一刻も早く同棲できるよう榛名を抱だき込む。

　いや、その前に今夜どうやって榛名を味わおうか。

　笑み崩くずれそうになる顔をひた隠かくし、篁は楽し気に話す榛名の手を強く握りしめた。
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甘味過多
















　榛名とイチャイチャできるはずの日曜日。昨夜のうちに篁家主しゆ催さいの茶会に出席を強要され、無視を貫つらぬこうとしたのにマンションまで次じ兄けいの瑛二が迎むかえにやってきた。しかも、榛名同どう伴はんだ。

　榛名が人ひと質じちとなっては嫌いや々いやでも参加しなければならず、やってきた本家ではまた、家族に榛名を取られそうになった。

　己おのれに厳しく、悪い意味でも良い意味でも特権階級の意識がある篁家の人間にとって、穏おだやかで癒いやし効果抜ばつ群ぐんの榛名は人気がある。将来、篁が榛名との関係を暴ばく露ろしたとしても、きっと責められるべきは篁の方で、皆みな榛名を擁よう護ごするだろう。

　榛名が好かれるのは当たり前だし、家族と仲が良いのも嬉うれしいが、だからといって榛名との時間を邪じや魔まされるのは容よう認にんできない。

　篁は隙すきをついて榛名を連れ出し、本家の中の己の自室に誘った。

　榛名は抜ぬけ出したことに恐きよう縮しゆくして心配そうだったが、いざ篁の部屋を訪おとずれると懐なつかしさに頰ほおを緩ゆるめている。

　篁が家を出るまでは、もう数えきれないくらい遊びに来たのだ。榛名にとっても馴な染じみのある場所に違ちがいない。

「ハル」

　今日の榛名は茶会に相応ふさわしいようにと着物を着ていた。本人は着慣れているせいか、所作も優ゆう雅がで、見ていて感かん嘆たんする場面も多い。

「なに？」

　首を傾かしげる榛名の手を引き、篁はベッドに並んで腰こしを掛かける。手は握にぎったままで引き寄せると、ふわりと甘い匂においが鼻を擽くすぐった。

　顔を覗のぞき込んで軽く唇くちびるを合わせると、照れたように俯うつむく仕草がたまらなく可愛かわいい。いや、着物のせいか禁きん欲よく的てきな色いろ香かが滲にじみ出ていて、篁は欲情した。

　榛名への想おもいをはっきりと認識した中学生くらいから、榛名がこの部屋に来るたび押したおしてキスしたい、身体からだを触さわりたいと思っていた。手を出さなかったのは、ただ榛名の信しん頼らいを壊こわしたくない、怖こわがられたくないという思いからだ。

　しかし、今の自分たちは恋こい人びと同士で、身体の関係もある。家を出た時から何も変わっていない自室で榛名と向かい合うと、望んでも手に入らなかったものがここにあるのだと実感できて、篁は我が慢まんする気も失うせてしまった。

「み、三樹？」

　襟えりの隙すき間まから指先を少し中に入れて擽るように動かすと、榛名は戸と惑まどうように視線を揺ゆらしている。だが、そこにあるのは戸惑いの色で、けして拒きよ絶ぜつではなかった。

「ハル」

「……んっ」

　今度はもっと深く唇を合わせ、榛名の口を割って舌を入り込ませた。突とつ然ぜんの行こう為いに縮こまったそれを吸い、唾だ液えきを流し込むと、甘やかな鳴き声と共に嚥えん下かしてくれる。うっすらと口元に笑えみを浮うかべた篁は、くちづけに必死な榛名の着物の裾すそを大きく割り開いた。

「んんっ？」

　露あらわになった膝ひざ頭がしらからすっと指を動かし、意味深に内うち腿ももを撫なで上げると、口の中の舌が震ふるえるのがわかった。篁の熱心な開発で感じやすくなった榛名の身体は、これくらいの刺し激げきにも健けな気げに反応してくれるのだ。

　内腿から少しだけ上に手の甲こうを押し当てると布の感かん触しよくがあった。

（……残念）

　もしかしたら下着を穿はいていないかもと期待していたものの、どうやらそれは叶かなわなかったようだ。

「……んっ、み、三樹っ」

　ようやくくちづけを解いた榛名が、必死に腿の間にある篁の手を外そうとし始める。だが、恥はずかしさもあるのかその動きはどうしてもぎこちなく、篁の手は容易に股こ間かんの近くまでいけた。

「だ、駄だ目めだよ……っ」

「どうして？」

　この部屋の中には篁と榛名しかいない。ドアにはしっかりと鍵かぎを掛けたし、榛名がどんなに乱れようと篁には嬉しいだけなのだ。

　今度こそはっきり触ふれた下着はうっすら濡ぬれていて、榛名が既すでに感じ始めたのがわかる。それがさっきのキスのせいなのか、それとも直接触れたせいなのかはわからないが、このまま強ごう引いんに持ち込めばきっと榛名は陥かん落らくするだろう。

　着物姿で、頰を上気させ、涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみを向けてくるのも逆効果だ。

　元々、今日は榛名とデートをし、マンションに泊とまらせるつもりだったのだ。このままこの部屋で、爛ただれた時間を過ごすのも良い。

　篁が下着の上からでもわかるほど形を変えた榛名のペニスに直に触れようと手を動かした時だ。

「こ、声、出ちゃう、よ」

　それが先ほどの問いの答えだとわかるのに、少し時間が掛かった。

「ハル、ここは……」

　声が外に漏もれる心配はないと言おうとしたが、次の榛名の震える声に篁は固まった。

「三樹、以外に……聞かれたくない、よ」

　心を射い貫ぬかれた。

　榛名よりもはるかに色恋に長たけていると自負していたはずが、無自覚の言葉にどうしようもなく翻ほん弄ろうされる。

「……」

　篁は深く息をついた。

「……ごめんね。もう少ししたら戻もどろうか」

　このまま一いつ緒しよにいたら、我慢も限界になるかもしれない。それなのに。

「……濡れちゃってるの……どうしよう」

「……」

　これは誘さそわれているのか、それとも。

　篁はしばらく己の欲望と理性のせめぎ合いに翻弄されることとなった。
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あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は『完璧パーフエクト幼おさな馴な染じみの愛に溺おぼれています』を手にとっていただいてありがとうございます。

　今回も長いタイトルになってしまいました。

　シリーズものではないのに、今回もまた趣向の変わったスパダリさまが登場します。加えて、幼馴染要素もあり、豪ごう華か絢けん爛らんになるはずの話が、なんだかとてもほんわか可愛かわいい話になりました。

　多分、今まで書いた中でもかなり愛され度が強く、全ぜん般ぱんを通してイチャイチャしている二人がいます。

　初めて出会った三歳の時からずっと、榛はる名なのことを好きで独り占めしたい篁たかむら。今回も攻め視点を書かせてもらったので、彼の心の叫さけびを覗のぞき見てもらえます。鬱うつ陶とうしいほどの『榛名愛』が書いていて楽しく、もう少し彼の視点を増やせばよかったと思っているくらい。

　その思いを本編終了後に叶かなえさせていただきました。

　篁に愛される榛名は天然で良い子です。サラリーマンとしてはまだまだ成長途中ですが、完かん璧ぺきな彼氏が側そばにいるので将来安泰でしょう。和わ菓が子し屋の息子なので、作中和菓子を登場させたかった……。

　イラストを描かいてくださったのは、前回に引き続き、陵みささぎクミコ先生です。

　前回とはテイストが違ちがい、可愛らしい榛名を描いていただきました。

　体格差がある二人なので、篁がそれこそ身も心も榛名を守って愛めでている姿を見ていただけます。

　今回もありがとうございました。




　やはり、溺でき愛あいものは読んでも書いても楽しいですね。

　次回はどんな話でお会いできるのか、楽しみにしています。





サイト名『your songs』




http://chi-co.sakura.ne.jp
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